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　暦こよみの上では秋も終わりに近付こうという今日この頃。大地を照らす太陽は未いまだ容よう赦しやなく、衰おとろえる気配も見せない。

　それも当然──この地は一年を通してあまり気候に変化がないのだという。

　中央大陸の覇は者しや、大だい砂さ漠ばく帝てい国こく。休戦を結ぶ条件の一つとして、皇こう帝ていへの輿こし入いれを求められたフローレンスが皇こう都とラグリマを訪れてから、早一ひと月つき近くが経過しようとしている。

　春の陽光を思わせる柔やわらかな色合いの金の髪かみに、瑞みず々みずしい青葉の緑の瞳ひとみ。異い郷きように嫁とついだ十六歳の可か憐れんな少女の手元にあるのは、淑しゆく女じよらしく絵画か刺し繡しゆう──ではなく、大分色いろ褪あせた古書だった。

「帝国の歴史は面おも白しろいわ。建国期の文化形態って、西大陸とほとんど変わらないのね」

「ええ、意外ですわ。年号が正しければ、むしろわたしたちの方が彼らの文化を取り入れたのだと言うべきでしょう。……西大陸の国史に残らないのも無理ありませんわ。真実はきっと、永久に闇やみの中ですわね」

　新しい発見に目を輝かがやかせて言ったフローレンスに相あい槌づちを打ったのは、隣となりに控ひかえている侍じ女じよのミリアだ。フローレンスより少し濃こいめの金の髪に緑の瞳をしていて、左目の下に泣き黒子ぼくろがある。おっとりとした面おも立だちで充じゆう分ぶんな器量良しだが、年はついに二は十た歳ちから一歩踏ふみ出だした二十一となってしまった。言いい訳わけ無用の嫁いき遅おくれ街かい道どうを突つき進すすみ、終わりも見えない。

　本人はそれほど気にしていない──が、まったく気にしていないわけではないのを、フローレンスは知っている。

（ラハ・ラドマでなら落ち着いて探そう、って気持ちになれるんだけど、さすがに帝国の人だと……。もちろんミリアに相応ふさわしい出会いがあるなら、協力を惜おしむつもりはないけどね！）

　近いうちに離れると分かっている地で、積極的に伴はん侶りよを探そうとはミリアも思わないだろう。母国エスカ・トロネアから辺境国ラハ・ラドマへ、そしてついには大陸を跨またいで大砂漠帝国へ。迷わずついてきて、支えてくれるミリアには感謝しかない。

（イスカも、もうすぐ誕生日なのよね）

　ラハ・ラドマにいれば自国の王太子の祝い事として、（ラハ・ラドマ比で）盛せい大だいな催もよおしとなっただろうが、異い国こくである帝国──しかも身分を隠かくしての密みつ入にゆう国こくの状態では、堂々と誕生祭などできようはずがない。

（……でも、わたしが個人的に祝うのは、自由よね）

　今は皇帝の寵ちよう姫きであるフローレンスだが、数ヶ月前までは西大陸の北ほく端たん、辺境小国ラハ・ラドマの王太子、イスカ・ヴァル・ラハラドマの婚こん約やく者しやだった。

　花か冠かんの王国、現世の楽園エスカ・トロネアの第二王女として生まれたフローレンス・テア・エスカトロネアは、幼よう少しよう期きから自国の名産品である花にアレルギー反応を起こす、厄やつ介かいな体質の持ち主である。一年中花の咲さき誇ほこる自国から、寒冷な気候のため花の少ないラハ・ラドマへの嫁入りを切望し、望みは叶かなった。

　しかし両大陸間で戦線が開いてしまったため、フローレンスはイスカとの婚約を解消し、国の命令で未来の皇こう妃ひとして帝国に嫁ぐことになる。

　西大陸の権けん威いとして、名めい誉よも名声も強きよう権けんも意のままに振るう大国エスカ・トロネアの王女として、当然全まつとうすべき務つとめだった。

　広大な帝国の中でも、雨季すらない皇都ラグリマは花が乏とぼしく、アレルギー持ちの体には好条件と言える。

　けれどもう、フローレンスは条件が揃そろっただけの婚こん姻いんには従したがえない。自分が妻として在ありたいのはイスカの隣だけだと、充分に知っている。

　様々な過程を経て、先日、皇帝であるメヘラザーテとは離り縁えんの合意を得た。国同士の体面があるので今はまだ寵姫のままになっているが、近いうちに白紙となる予定だ。

　ラハ・ラドマに戻ったら、本来の婚約者であったイスカと、結婚する。

　ただ、その前に気がかりなことをしっかり解消していくべきだ。

（帝国から王女が突っ返されるだけでは、エスカ・トロネアの面めん目ぼくが潰つぶれるわ。上う手まい理由を付けないと……）

　帝国の重じゆう鎮ちんたちに対する理由付けは、メヘラザーテが手を回してくれている。ならばエスカ・トロネア側はフローレンスが何とかするべきだろう。

　……今のところ、名案は思い付いていないけれど。

　どうすればいいだろうか──と悩なやむフローレンスの指は、自然といつも持ち歩いている巾きん着ちやくを探さぐって、触ふれた。その中にはイスカとの婚約指輪が入っている。

　互たがいに願った約束はまだ身につけることは許されないが、離し難がたくてつい持ち歩いてしまう。

　一緒に歩みたい。そんな本当の望みと、勇気を与あたえてくれる宝物となっている。

　遠回りをしているのは間ま違ちがいない。けれど脇わき道みちに入ったなら入ったで、そこでしか得られないものを身にすればいい。そう思って皇都での日々を送っている。

　フローレンスが仮かり初そめながら穏おだやかな時間を過ごしていると、不意に図書室の静せい寂じやくを破る声がかけられた。

「フローレンス、話がある」

「陛へい下か!?」

　供ともを一人だけ連れて姿を見せたメヘラザーテに、フローレンスは驚おどろいて立ち上がり、礼を取る。驚きの理由はメヘラザーテが突然現れただけではなく──

「ど、どうしてイスカと……」

　現在客人として皇こう宮ぐうで過ごしているイスカを供に選んでフローレンスに会いに来るとは、どういうことだろう。

「お前たちに関わる話だからだ」

　言うなりメヘラザーテはフローレンスの正面にある椅い子すに腰こしかけ、二人にも着席を促うながした。従いつつ、フローレンスがイスカへと目線を送ると、穏やかに微笑ほほえまれてほっとする。

（イスカがこの反応なら、悪い話じゃないわね）

　安心して聞けそうだ。

　艶つやのある雪の白はく髪はつに、冷たい海の色を映うつした灰かい青せいの瞳。面立ちは怜れい悧りで隙すきがなく、纏まとう雰ふん囲い気きは人を捉とらえて離さない、支配質の強い、妖よう香かとでも言うべきもの。

　しかし実のところ、本人の気質は温和で優しいお人ひと好よし属性。本質を現すイスカの温かな笑みが、フローレンスはとても好きだ。

「どのようなお話でしょう？」

「正教会の連中を支し援えんしている者が判明した」

「！」

　大砂漠帝国は西大陸で最も普ふ及きゆうしている、聖せいソエル・メイカルダ正教会と異ことなる教えを国教としている。そのせいで正教会から異い教きようの蛮ばん徒とと蔑さげすまれているのだ。

　正教会は帝国の力を削そぐべく、国内で暗あん躍やくしていた。先日その一いつ派ぱが皇都ラグリマを壊かい滅めつさせようと謀はかりごとを企くわだてたが、事件の収しゆう拾しゆうと共に首しゆ謀ぼう者しやの拘こう束そくに成功している。

　その捕らえた首謀者から情報を得た、という話のようだが。

（どうしてわざわざわたしに話す必要が？）

　フローレンスは離り婚こんを予定している他国の王女だ。帝国の内部事情に関わる権けん利りも義務もない。

　思ったまま、表情が疑問を浮かべたのだろう。メヘラザーテは小さく笑った。

　企たくらみを含ふくんだ、油断ならないもので。

「フローレンス。私の妻として、南州に静養しに行け」

「はい？」

「お前は確か、病弱だっただろう。カフィエズから聞くところによると」

「っ……」

　公式行事にすらほとんど姿を見せないフローレンスの病弱という設定が、花アレルギーを隠すためでしかないことをカフィエズは知っている。彼から報告を受けたメヘラザーテが情報を把は握あくしているのは当然だ。

「南州の主都であるズィーネは、海に面しているためここラグリマよりも涼すずしい。保養地として人気もある。悪くないだろう」

　言われてフローレンスは南州の情報を思い出す。

「南州は確か、陛下の兄君が治めていらっしゃいましたわね」

「そうだ。兄は内ない乱らんの折、南方の諸しよ島とう連合へ亡ぼう命めいしていた。そのときに培つちかった人脈を使い、こちらに戻もどってからはズィーネを数少ない貿易の窓口として機能させている。民たみを見み捨すてて逃にげ出だした者など、本来皇こう族ぞくに籍せきを留め置くのも嘆なげかわしいが、帝国に益をもたらす人材として、帰国と共に許してやったのだ」

　当時は外国に伝つ手てを持つ皇族は貴き重ちようだった。しかしメヘラザーテが内乱を鎮しずめて早数年。そろそろ商人たちも独自の繫つながりを確保している頃だ。

「そのズィーネのお話と、わたしの療りよう養ようと正教会は、どのように繫がるのでしょう？」

「我が兄、南州総そう督とくエンデルハンが、正教会を支援していた。情報局からの報告では、兄上が反皇帝派に便べん宜ぎを図はかっていたことを知っている者は一部だという。外部勢力と繫がっていた実情を知る者はさらに少数。規き模ぼはそう恐おそれるほどではない」

「帝国の気運は、どこから見ても陛下にございますもの」

　負けると分かっている勝負に乗る者は少ない。意地や誇りや譲ゆずれないもののために、皆かい無むだとは言わないが。

「組んだ相手の正体を、兄上がどれだけ把握しているかは定さだかではない。しかし何にせよ愚おろかであることに違いはない」

「……そうですわね」

　帝国を蔑べつ視しする正教会が、自分にだけは力になってくれるなどと考えているなら愚か極きわまるし、知らずに力を借りているなら踊おどらされているということ。正体を知っていて、利用しているだけと考えていたとしても、悪意を持つ他勢力の介かい入にゆうを許した時点で後世の火種を作っている。

　帝国に他国との貿易、という価値をもたらしたことで、メヘラザーテは兄皇おう子じの失態を見み逃のがした。それで満足しておけばよかったのだ。

「皇こう位いを得るのによりによって正教会の力を借りようとは、愚ぐ策さくもいいところだ。功績と罪ざい科かの天てん秤びんの均きん衡こうを自ら崩した」

　冷れい淡たんに、しかし皇帝として正しく、メヘラザーテは己おのれの兄を切り捨てる。

　帝国の安定は西大陸の安あん寧ねいにも繫がるので、フローレンスとしてもメヘラザーテの政せい権けんが盤ばん石じやくになるのは望ましい。しかし。

「わたしにその方の治める南州へ、行けと」

「そうだ。追って私も見舞いに赴おもむく」

「!?」

　自分のこともだが、何よりメヘラザーテの答えに驚いた。

「理由もなく私が訪れれば、民は不安になるだろう」

（陛下は常に、暴力で帝国を治めてきた方。急な来訪を勘かん繰ぐられるのも怖れられるのも無理はないでしょうね）

　それで民が寒かん心しんを抱いだくのならば、考こう慮りよすべき部分だ。

「先ほど言った通り、反逆者の規模自体はそう大きくはない。ズィーネ全体が敵、というわけではないから安心して行け」

「陛下が自ら赴くための口実になれ、と仰おつしやるのですね？」

「そうだ。……兄を反逆者として片付けるだけならウルに任まかせ、軍を動かせば済すむ」

　反はん撃げきの構えを見せたとしても、逃とう亡ぼうしたとしても、あるいは軍を受け入れ投とう降こうしたとしても、エンデルハンの末路は大差ない。

「だが私が軍を動かし兄を討うつことを、民は喜ばんだろう」

　軍を動かせば、それだけで国力を消しよう耗もうする。皇族同士の争いも大いに不安を煽あおるはず。

「私が正一位の神官を捕らえたことはすでに向こうも知っていよう。ゆえに──降こう伏ふくの機会を与えてやろうと思う」

「陛下……」

　己のための覇は道どうではなく、民のための帝国として在るために。

　メヘラザーテが何を考えてズィーネ行きを命じてきたのか、真意を知ってフローレンスは心が温かくなるのを感じた。

　しかしそこで、メヘラザーテはやや物もの憂うげな息をつく。

「本来ならば私が出向くような案件ではない。──が、他に交こう渉しように足る人材がない」

「……」

　長い内乱は、あらゆるものを失わせる。

（才覚だけならカフィエズあたりは充分なのでしょうけど……。『面白いこと』によそ見されたら冗じよう談だんじゃ済まないものね）

　フローレンスがメヘラザーテの立場でも、カフィエズの派は遣けんはなるべく避けたいと思う。

「皇都の留守はウルに任せれば問題ない。皇宮で起きる問題ならば、カフィエズがどう遊ぼうとウルでも収拾できる。あれに私以上に楽しみを与えてやれる者は、今の皇宮には存在しない。ゆえに、裏うら切ぎりの心配も必要以上にはしなくてよい」

（さ、さすがにカフィエズの習性をよく分かっていらっしゃるわね）

　彼がどこまでも己自身のみに正直であるということを。

「今のズィーネで奴やつの遊び心を発はつ揮きされるのは面めん倒どうだからな。仕方がない」

「確かに」

　敵国ならば思う存分楽しんでこいと送り出すところだろうが、自国内は困る。そしてきっとカフィエズは困ったことを楽しんでやる。

「さぞ不満そうだったのでは？」

「カフィエズには留守中の仕事を一つ任せていく。そちらに取り組ま.せておけば問題ない。奴が厭いとうのは事象の停てい滞たいだからな」

「そうでしたか」

　扱あつかい方も心得たものだ。メヘラザーテが言い切るのなら大だい丈じよう夫ぶだろう。フローレンスは素直に納得する。

（けど、ズィーネ、か）

　意図は理解した。しかし、迷う。ズィーネ行きがフローレンスにとって安全と言えるか──と考えたとき、出てくる答えは否いなだからだ。

　フローレンスは暗殺に成功すれば、西大陸と大砂漠帝国の間に一いち撃げきで巨きよ大だいな亀き裂れつを入れられる存在。その死を望む人間は表立った勢力だけではない。そして皇宮の外に出れば、常より大きな隙を与えることになる。

　フローレンスのためらいを見て取り、メヘラザーテは笑う。

「不服か」

「正直に申し上げまして、引き受けるべきかどうか悩ましく思いますわ」

　己の身を危険に晒さらしてまで行くべきか、どうか。

「イスカは快く引き受けたが？」

「え!?」

　そういえばまだイスカが同席している理由を聞いていなかったと気付き、同時に答えにびっくりする。

「陛下には世話になっているし、国を安定させる手助けになるなら断る理由はない。陛下はまず兄君と話し合いをされるおつもりだと言う。軍を動かさずに済むのなら、それが一番だと思う」

　フローレンスに視線を向けられたイスカは、こともなげにそう答えた。

（話し合いというか、交渉の余地のない降伏勧かん告こくだけど……。でも、そうね。血が流れるよりもずっといいわ）

「分かりました。療養へ向かいます」

「当然だ。お前はまだ私の妻であるという立場を忘れるな」

「──はい」

　目を眇すがめ、唇くちびるに冷れい笑しようを浮かべて言ったメヘラザーテに、一いつ瞬しゆん詰つまってからフローレンスは返事をした。

　離縁を承しよう諾だくした事実は内々のもの。メヘラザーテの胸むね三さん寸ずんでいくらでも変わる。フローレンスやイスカがより逆らえなくなっているのを分かったうえで提案しているのだ。

　表情をやや硬かたくしたフローレンスに満足そうにうなずいて、メヘラザーテは話を続ける。

「お前の護衛にはハルシュラを付けるが、イスカも同行を願い出ている。私に不都合はないので許可を与えた」

「！」

「羽目を外しすぎない程度に、楽に過ごせ。お前の役目は南州に出向くことだけだ」

「は、はい」

　忠ちゆう告こくではあるが、言葉通りの許しでもある。ズィーネでイスカと一緒に出歩くぐらいはできるかもしれない。

「今、離縁のための準備を進めている。この件が片付く頃にはそちらも整っているだろう。フローレンス、そのときにはお前にも顔を出してもらう」

「もちろんです」

　フローレンスは即そく答とうする。自身のためだ。断る理由などない。

「では、支し度たくを終え次し第だい南州──ズィーネへと発たて」
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　大だい砂さ漠ばく帝てい国こくはその名の通り、国土のあちこちに大小の砂漠を抱かかえる過か酷こくな土地だ。それでも平和な時代が長く続いていた頃は、要所に町を作り街かい道どうを敷しき、その道から外れなければ交通に過大な脅きよう威いは存在しなかったのだという。

　しかし長きに亘わたった内ない乱らんのせいで、放ほう棄きされた町は少なくない。当然、その間を繫つなぐ街道も荒あれてしまっている。特に南州は内乱時に支配者となった人物の悪政により、被ひ害がいが拡かく大だいした地ち域いきだ。未いまだ復興の目め処どさえ立っていない状じよう況きようである。

　沿えん岸がんにある豊かな主都は町として成り立っているが、ラグリマからの直通の道は絶えたまま。そのためフローレンス一行は東を大きく回っての旅路となり、その間に季節は冬へと移り変わった。

　ズィーネには雨季が存在する。海沿いであることも幸いして、ラグリマとは比べ物にならないほど過すごしやすい。利便性で劣おとるにもかかわらずラグリマが皇こう都とであり続けているのは、帝国の国教が伝える聖せい地ちであり、歴史上の価値が高いからだ。

「観光目的で来たのなら、心が浮うき立たつ景色だな」

　内陸育ちのイスカにとって、海は珍めずらしい。外交で出かけた際に目にする機会はあるが、それはラハ・ラドマ近きん郊こう──北の地がほとんどだ。強い日差しに輝かがやく碧あおの海は、別物のように感じられる。

「ずいぶん調子出てきたみたいだな。体はもう大だい丈じよう夫ぶなのか」

「季節を一つ巡めぐれば、さすがに慣れる」

　自国と違いすぎる環かん境きように参っていたのはすでに過去のこと。この地で生活するための感覚を、体がやっと摑つかんでくれたらしい。

　けろりとして言ったイスカに、馬車に同乗している従じゆう者しやのアルフルードが呆あきれた声でぼそりと呟つぶやく。

「化け物め……」

「何か言ったか」

「頑がん丈じようで羨うらやましいこった、つったんだよ」

「幸いだな」

「そーだな……」

　なぜか疲ひ労ろうを覚えた様子で、アルフルードは同意を最後に言葉を切った。

　彼にいろいろ心労を与えている自覚はイスカにもある。何しろ婚こん約やく者しやと別れたくないがために、直前まで戦争をしていた国に密みつ入にゆう国こくを決行し、無茶を言って付き合わせているのだから。

　黒髪に砥といだ鋼はがねの色をした瞳ひとみ、褐かつ色しよくの肌が示すように、アルフルードの出身は西大陸ではなく、ここ、中央大陸大砂漠帝国。帝国に不慣れなイスカが無事にフローレンスと再会できたのも、彼の協力があってこそ。

　──アルフルードには感謝している。

　そしてそれぐらいの無茶さえ頼たのめる友人に、わりと切せつ羽ぱ詰つまった相談事があった。

「……なあ、アル。この件が終われば、俺たちはラハ・ラドマに帰るだろう？」

「何か心残りでもあるのか」

　引っかかるイスカの言い方に、アルフルードは心配を覗のぞかせ訊たずねてくる。心こころ遣づかいがありがたい。だが心残り、というわけではないのだ。

「帝国を発たつ前に、お前の意見を聞いてみたいんだが……」

「どうした？」

「フローレンスと約束した、結婚指輪にどの花を使」

「テメーで決めろ」

　聞いて損をした、という態度を隠かくさず、皆みなまで聞かずに遮さえぎられた。

「もちろんそのつもりだが！　相談ぐらいしてもいいだろう！」

「嫌いやな予感しかしねえんだよ！　お前な、万一俺が何かを提案して、それでいいかなとか思ってみろ！　後で知ったら姫泣くぞ!!」

「そ、そうか？」

「そーだ。ほとんど決めてて、最後の後あと押おしが欲ほしいなら、それでいいんじゃね、つってやるけどな」

「……何を選んでもそう言うんだろう？」

「たりめーだ」

　つまり、提案をしてくれる気はないらしい。言われてみれば確かに、誰かに頼るのは違うかもしれない、とイスカも思った。つい、疲れた息が出る。

「考えすぎなんじゃねえか。お前が好きな花でいいって言われてるんだろ」

「それはそうなんだが」

（フローレンスに贈おくりたい、そして彼女に相応ふさわしい花がいい、……というのは、俺が好きな花とは言わないのかもしれない。しかし、やはり……）

　気にし始めると様々な不安が頭を過よぎって、どうにも決め難がたい。

「好きに悩めよ。幸せな悩みだし」

「そうだな……」

　意見を聞くだけ──本当にそのつもりだったのだが、自分の性格上、影えい響きようされないとは言い切れない、と思い直した。アルフルードが正しいのだ。それでもつい助けを求めてしまうぐらいイスカも煮に詰つまっているわけだが。

「環境が変われば閃ひらめくかもしれねえし、いい機会じゃねえか。ズィーネに着いたら姫と一いつ緒しよに街を回るんだろ。……まあ、俺たちもついて行くんだけどな」

　順調に旅が進めば、ズィーネ到とう着ちやく後に間もなく、イスカは誕生日を迎むかえる。

　そして実は──その日、フローレンスから共に過ごそうと誘さそわれていた。こんな状況にあってもフローレンスがその日を覚えていてくれたことが、素直に嬉うれしい。

　アルフルードが若じやつ干かん罪ざい悪あく感かんを滲にじませて言うのに、イスカは苦く笑しようして首を横に振ふる。

（フローレンスと二人で街を回りたい気持ちがないわけじゃないが）

　今の二人の関係で実行するのは危険だし、二人きりでなくても楽しめると思っているのだ。

「皆で観光する機会はきっともう訪れないだろう。貴き重ちような思い出になってくれる」

「そう言ってくれれば、こっちは気が楽になるけどな」

　フローレンスとメヘラザーテの離り縁えんは確定事じ項こうで、この先衆しゆう目もくにお披ひ露ろ目めされる機会はない。国民には白紙になった事実が伝えられて終わりだ。

　とはいえどこで何が起こるか分からないのが世の中というもの。護衛としてはもちろん、やましさのないお忍しのびですよという主張を兼かねるためにも、集団行動が望ましい。

　西大陸でも引きこもりのフローレンスの顔を知る者は少ないが、帝国では尚なお更さらだ。イスカの公こう知ち具合も同程度と思われる。護衛も念のため以上の意味はなく、気軽に歩けるだろう。

「しかしお前、どこまで付き合うつもりなんだ？」

「どこまで？」

　アルフルードの問いが何を指しているかが分からず、イスカは首を傾かしげる。

「陛へい下かにだ。姫が逆らえない以上、ズィーネに行くのは仕方ねえだろうが……。姫と違ってお前は名前のない客人だ。流されてたらどこまでも都合よく使われかねねェぞ。それぐらいはする方だ」

「それが皆のためになるならいいんじゃないのか」

　立場が問題にならないのであれば、個人的な協力に否いなはない。

「お前は……」

「俺がそうしたいからするんだ。やりたくないならもっと足あ搔がく」

「……あぁ、確かに。本当に吞のみ込めないことには頑がん固こだってのはよく分かったよ」

　その結果が、現在の大砂漠帝国滞たい在ざいである。

「まあ、だったらいい」

「ああ」

　納得した様子のアルフルードに、イスカはうなずいて返す。

「それに、陛下は話し合いをすると仰おつしやっていた」

「という名の降こう伏ふく勧かん告こくな」

「それは分かっているが、つまり武力行使は避さけるおつもりだろう？」

「そっちの意味でか。……そうだな。軍なんか動かさずに済すむのが一番だ。特に今の帝国じゃあ」

　せっかく内乱を鎮しずめたのに、『またか』と民たみに思わせてしまう。復興を進めるにあたって、民意が離れる事態はメヘラザーテにとっても望ましくあるまい。

「しかしなぜ、奪おうとするんだろうな。陛下は兄君に豊かな南州を任せ、総そう督とくとして充じゆう分ぶんに遇ぐうしている。なのに……」

「それぞれに言い分はあるだろうよ。立ち位置で正義が変わるのなんか当然だ。継けい承しよう順で言えば、南州総督が皇こう座ざには自分が座るべき、と考えてたとしても間ま違ちがってねえし。だからってそれで正教会に使われるような馬ば鹿かに、皇こう位いを継つがれたくはねェけどな」

　つまらなそうにそう言って、アルフルードはズィーネの中心にそびえる宮きゆう殿でんを見やる。その目線を追い、イスカは願いを口にした。

「敗北を認め、国民のための決断をしてくれればいいんだが」

　メヘラザーテに慈じ悲ひを与あたえてもらうなら、エンデルハンはその道を選ぶしかない。

「まったくだ」

　アルフルードもまた、民の生活が脅おびやかされることを危き惧ぐしているのだろう。やや苦い表情をして、イスカに同意を返した。
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　南州の主都ズィーネは、港町でもある。フローレンスにとって初めての土地柄がらだ。

　──正直に言う。わくわくしている。同時に疲労も感じているが。

「これが海……。一生目にする機会はないと思っていたわ、ずぴ」

　感動の途と中ちゆうでむずりときて、フローレンスは鼻をかむ。これのせいで気分が乗り切らない。

　ラハ・ラドマやラグリマと違い、ズィーネは気候が生物に優しいため、フローレンスの体には負ふ担たんがかかる。名目とはいえ療りよう養ようで訪れた地の方が、むしろアレルギー反応が起こって過ごしにくいという遣やる瀬せなさ。

　しかしまだまだ序の口だ。ちょっと目の奥に違い和わ感かんがあったり、ふとしたときに鼻水が垂たれてくる程度。さほど問題ではない。

　さらに、フローレンスは帝国で一つ、大発見をした。

　強い日差しを避けるため、帝国では肌を覆おおう恰かつ好こうで出歩く者が少なくない。突つき刺さしてくるような日光が痛いたくてフローレンスも同様にしているのだが──気付いてしまった。

「口と鼻を布で覆ったら、すっごく楽……！」

　実はエスカ・トロネアでも試したことはあったのだ。しかし効果はなかった。エスカ・トロネアの王都スーツラディーヌに満みち溢あふれる花粉には、布一枚では対たい抗こうできないと判明しただけだ。

　実験してみなくてはどこまで通用するか未知数であるが、ラハ・ラドマでなら期待してもいいのではないだろうか。

「考え自体は間違っていなかったのね。外気を遮しや断だんすれば、やっぱり緩かん和わされるのよ！」

「姫のお身体が少しでも楽になるのなら、喜ばしい発見ですわ。ラハ・ラドマに帰ってからも採用いたしましょう。長く続けていけば体に入る花粉の総量が減って、多少は体質も改善するかもしれませんわ」

「まあ、それで外に出られるわけじゃないけどね……」

　布で顔を無意味に隠していたら、西大陸では不ふ審しん者しやだ。ラハ・ラドマの夏は、やはり大半を引きこもって過ごすしかないだろう。

　いっそ今回の輿こし入いれを機に帝国文化に感化されたことにしてしまおうか──と心の奥から囁ささやきかけてくる浅はかな考えを、何とか振り払う。エスカ・トロネアの姫として相応しくない。

（だからせめてここだけでも、目め一いつ杯ぱい満まん喫きつしよう！）

　西大陸にあるほとんどの国よりは確実に過すごしやすいのだし、今は特別な理由もある。

「陛下がお許しくださったのはありがたいですが、わたしたちもご一緒にというのが、何とも申もうし訳わけなく思いますわ」

　イスカと二人きりの方が、とミリアが気き遣づかってくれるのは嬉しい。だからフローレンスも本心から首を横に振った。

「そんなことないわ。盛せい大だいなパーティーってわけにはいかないけど、皆で賑にぎやかに観光して回るのはきっと楽しいわよ」

　二人で過ごすのとは違った楽しみ方を味わえる。そう思うぐらいに、フローレンスは共に出かけるアルフルードたちにも親しみを感じていた。

「それに……うん、ほら。改めて二人だけってなると……」

　会話が途と切ぎれたときどうしようとか、変な迷めい惑わくをかけるんじゃないかとか、嫌な想像が膨ふくらむ弱気な部分があるのも否めない。大勢で、となればその辺りの心配はまずいらないだろうから、ほっとしているのも事実なのだ。

　夕ゆう刻こく前には離り宮きゆうに戻って、イスカと二人のささやかなお茶会を予定している。ミリアに答えた言葉は噓うそではないが、二人きりの時間が欲しいのも本当だ。

（一番いいのは、イスカを大切に想っている皆からの祝福を、その日に貰もらえることなんだけど）

　毎年巡ってくるとはいえ、一日一日は違う日で、戻らない大切な時間だ。だから残念だと思う。イスカの生せい誕たんをその日に祝いたかった人は、ラハ・ラドマにこそ多くいるはず。

　ラハ・ラドマで誕生日を迎えていれば、面めん倒どうな式典やしきたりが一緒についてくる。堅かた苦くるしさを億おつ劫くうに感じはしても、参加する人の気持ちは嬉しい。だから異い国こくの地で、彼らの想いを直接見ることが叶かなわなくなったのは、少し寂さびしい。

（来年はラハ・ラドマで。きっとね）

　──そして、残念なことがもう一つ。

　今年の贈り物は既き製せい品ひんになってしまう。

　イスカのために何かを作るのではなく、そこにある品物の中から選ぶ、というのがどうにも間に合わせ感が拭ぬぐえない。もう少し広く、多くを探せればまた違うのだろうが、今のフローレンスに与えられた時間と立場では不可能だ。

　帝国内で、フローレンスがメヘラザーテ以外の男性へ贈る品物を用意できる当てなどない。というかしてはいけない。足のつかない現地で買い求めるのが限界だ。

（でも、思い出にはなるものね）

　悪いようにばかり考えるのはそれこそ残念である。長く残る物を選べば、ラハ・ラドマに帰ったあと、こんなことがあったねとイスカと話して笑い合えるだろう。

　想像したら、ちょっと楽しくなってきた。もしかしたら、ここでしか手に入れられない市し井せいで売られている品こそ、今の二人には相応しいかもしれない。

「着いたらハルシュラに付き合ってもらって、下見に行きましょう」

「ふふ。姫とのズィーネでのお出かけも贈り物を見るのも、わたしが先になってしまいますわね。光栄ですわ」

「そこはイスカにも許してもらわないと」

　二人で小さく笑い合う。

　主役のイスカには当日を楽しみにしてもらうため、と言えば変にこそこそしなくてもいいし、堂々と贈り物を選ぶ時間も取れる。

（外れがないのはタイやピンやハンカチあたり、かしら。帝国感はどの品物でも出るし、普段使いできるものなら使い道に困りはしないと思う。けど……）

　それは少しつまらないな、とも思ってしまう。

　誰が誰に贈っても許される無難な物ではなくて、フローレンスだからイスカへと贈れる、そんな品がいい。

　悩むフローレンスへ、ミリアは微笑ほほえみと共に声をかけた。

「まだ時間はございますわ。とにかく店を回って実物を見てみませんと。ゆっくり考えて、それから決めればよろしいのです」

「うん」

　探すうちに、これぞという品が見付かるかもしれない。

　緊きん張ちようと、それを上回る期待を胸に、フローレンスはついにズィーネ入りした。
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　ズィーネにある離宮に腰を落ち着けて数日。メヘラザーテから手紙が届けられた。

　対外的には正せい妃ひ予定の寵ちよう姫きであるフローレンスだ。本来ならば南州総督のいる宮殿に滞在してしかるべきだが、事情を考えれば危険すぎる状況のため、一番ない選せん択たくである。メヘラザーテの政敵だとはっきりしている相手の懐ふところに飛び込む道理はない。

　手紙にはメヘラザーテの到着予定日が記されていた。目を通した瞬しゆん間かんに、お気遣いありがとうございます、と棒読みで言いたくなるほどあからさまな日付が。

「善ぜん意いなのは分かるの。でも、もっと上う手まく包つつみ隠かくしてくれてもいいと思うの……」

　到着は明日。つまりイスカの誕生日である今日の翌よく日じつである。これが偶ぐう然ぜんなはずはない。

　メヘラザーテがその手の情報に価値を見み出いだし調べたとは思えないので、入れ知恵をした誰かがいたはずだ。こいつしかいまい、という勢いで浮ふ上じようした、赤しやく胴どうの髪かみをした青年の顔をさっさと頭から追い出す。

　メヘラザーテなりに気を遣つかってくれたのだろうが、意図が丸分かりなせいで気まずいし恥ずかしい。が、ここで恥ずかしがっていてもどうしようもないので、フローレンスは意識して思考を切きり替かえた。

　そう、目の前の重要なことに。

　下見も、贈り物の準備も済ませた。後はイスカが喜んでくれるのを願うのみ。

（よし、大丈夫！　やってみせる！）

　気合いを入れたところで扉とびらを叩たたく音がして、ついびくっと肩かたを跳はね上あげてしまう。ミリアが微笑ましげに表情を綻ほころばせつつ、迎えに出た。

　訪れた人は分かっている。待ち望んでいたはずなのに心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち、体温が上がる。手の平は心なしか汗ばんでいるような。自分でもびっくりするぐらい、緊張している。

「フローレンス」

　現れたイスカは、フローレンスを見つめて微笑んだ。抑おさえようとしているのは見て分かるが、白はく皙せきの美び貌ぼうはいつもより紅こう潮ちようしている。楽しみを期待して待つような、そわそわとした雰ふん囲い気きが滲んでいた。

　──安心、した。

　今日という日を意識しているのは、フローレンスだけではないのだ。

「誘ってくれてありがとう」

「こ、こちらこそ……」

　改まって向かい合うと、なぜかぎくしゃくする。

（ええと。それじゃあ、まずは）

「では、出かけようか」

「は、はい」

（うっ。つ、躓つまずいた気配！）

　誘ったのはフローレンスで、イスカは祝われるべき主役なのに、彼に誘ゆう導どうされている。フローレンスは慌あわてて、昨夜地図を間にミリアと頭を突き合わせて決めた道みち筋すじを思い出す。

　大砂漠帝国は一見、金や銀、宝石といった鉱こう物ぶつ資し源げんの即そく物ぶつ的てきな贅ぜいに目を引かれがちだが、その富によって支えられ発展してきた芸術分野も見事なものだった。

　建築、織おり物もの、陶とう器き、装そう具ぐ──そして何より尊とうとばれているのは、詩文である。特に秀ひいでた詩は戯ぎ曲きよくの原案となり、音楽と共に表現されるのだ。

（帝国文化にも触ふれられて、演えん劇げきだから観みて聴きいて楽しめる。これは外せないでしょう）

　というわけで、第一の目的地は劇場である。

　移動方法は徒歩。観光を兼ねた散さん策さくも、フローレンスたちにとっては楽しみの一つだ。

　イスカと並んで、ズィーネの活気ある表通りを歩く。海が近いため、町全体の空気に潮しおの独特な香かおりが混ざり、鼻び腔くうを刺激する。今まで訪れたどの地とも違ってまた新しん鮮せんだ。

　帝国の強い陽光は少し肌に痛いけれど、心を前へと押し上げてくれる力強さがある。

「……やはり、外出は辛つらいのか？」

「え？」

　外に出てしばらくして、イスカから案じるように声をかけられた。フローレンスはきょとんとして、それからすぐに自分がヴェールを被かぶって鼻と口を布で覆った、西大陸基準で言えば不審者然とした恰好だったのだと思い出す。
















　日ひ除よけと言うには厳げん重じゆうすぎ。慎つつしみ深ぶかい性格の帝国女性であるなら不自然ではないが、そうではないことをイスカはもちろん分かっている。

　しかし、必要だったのだ。ズィーネであれば、この防ぼう御ぎよでかなり快適に過ごせることが判明している。外せない。……蒸むし暑あついのはこの際横に置いておく。

「布で顔を覆っておけば、ほぼ大丈夫ですわ！　確かにこちらは決して植物が少ないとは言えないのですが──」

　ぐるっと首を回しただけでも、花を付けた緑が結構目に入る。

「体とも相あい性しようが良いのでしょう。わりと快適です。──まあ、その……。西大陸的には恰好が不審なのは申し訳なく……」

「理由があっての服ふく装そうに不審も何もない。正直、町に馴な染じんで違和感がなかったから、着こなしだと流すところだった。土地柄に合わせられるのは、貴女あなたが自身を知っていて、趣しゆ味みもいいからだろう。さすがだと思う」

「ありがとうございます。ミリアの協力のおかげですわ」

　──よかった。イスカは気にしてなさそうだ。

　くしゃみを連発し鼻水を啜すすりながらの外出などあり得ないので、フローレンスとしては選択の余地のない恰好だ。この地でなら溶とけ込こめると分かってはいたが、自分の装いがおかしくないか少し自信がなかった。帝国の着付けに慣れていないミリアも同じだっただろう。

　だから、そう言ってもらえてほっとした。

「ラハ・ラドマではどうだろうな？」

「ど、どうでしょう。試してみなければ分かりませんわ。そもそも、ラハ・ラドマでやるにはちょっと……」

「……そうか」

　なぜか、イスカの方が落らく胆たんした息を零こぼす。

「ごめんなさい。どちらにしろ、ご迷惑を……」

「いや、そうではなくて。暖だん季きに入って貴女と会えなくなったとき、寂しいと思ったから」

「！」

「ただ、無む理り強じいするのは違うからな。貴女が気になるなら余計に。楽になるなら、部屋でぐらいはその姿でいてもいいのではと思うが、どうだ？」

「ええ、そうですわね。多分……」

　部屋の中でなら、見た目より機能を優ゆう先せんする自分が想像できる。どうしたところで来客は断るしかないだろうし。

　不測の事態に備え、最低限の身み形なりは保つべきだが、自身の体の安息を求めても許されるのではないだろうか。

「もちろん、出かけられるならそれが一番嬉しいんだが」

「で、でもイスカ。この恰好で出歩いていたら、西大陸では奇き異いの目で見られると思いますわ。一緒に歩けば貴方あなたも……」

「俺は気にしないが」

（……そうかもしれない）

　イスカと同じく、他人の心も自分と同様に考えてくれるラハ・ラドマの人たちからは、きっと理解を得られる。でも噂うわさが広がったら、エスカ・トロネアでは笑いの種になるだろう。正教会もいい顔をしないはず。

　気にしないと言ってくれるのは嬉しい。イスカと会うことを控ひかえたとき、フローレンスも寂しいと思っていたのだ。

　正直、心惹ひかれる。けれどやはり体面を無む視しできないのがフローレンスだった。

　つい黙だまり込こんでしまう──と。

「もし効果があったら、部屋でなら会ってくれるか？」

「それは、はい！　もちろん！」

　勢いきおい込こんで答えてから、はっとする。力を入れすぎた。恥ずかしさに自然と頭が下がる。

「ひ、人前に出られない分、公務に差さし障さわるのは避けられませんわ。でも、できる限り努力します」

「俺も努力しよう。貴女に引け目を感じさせずにすむくらいに」

　そんな形が作れればいい。

　ラハ・ラドマで。イスカと共になら。そう、思えてくる。

　溢れるのは未来への希望。軽かろやかな足取りで道を進み、第一の目的地へと到着する。

　フローレンスもイスカも帝国芸術初心者なので、最も有名な詩人の戯曲を選んだ。それが恋物語だったのは、国や文化に関わらず、恋愛というものが魅み力りよく的てきな題材だからだとしみじみ思わせてくれる。

「そういえば、帝国では君主も詩を嗜たしなむことが多いんだったな？」

「そのようですわ」

「陛下がどのような詩を綴つづるのか、興味があるな」

「……」

　言った通り、イスカはわくっとした顔をしていた。フローレンスも想像してみる──が。

（な、何も思おもい描えがけない……！）

　なぜだろう。高こう貴きな人のはずなのに、芸術と結びつけられないこの感覚は。

「ぜ、全員がというわけではないらしいですし……」

「だが多くの人が教養の一つとして学ぶと聞く。もし作られているのなら、ぜひ拝はい読どくしてみたい。今度お会いしたら訊きいてみよう」

（勇者──!!）

　勇気のある人のことをそう呼ぶのであれば、イスカは間違いなく勇者だろう。

「と、とりあえず陛下の詩の件は横に置いておいて、参りましょう」

「ああ、そうだな。すまない、つい」

　入場券を受付に渡し、ドームの中へと入る。宮殿が追つい求きゆうする厳おごそかで格式高い建築や装そう飾しよくとは違い、娯ご楽らく施し設せつであるここは人目を惹く華はなやかな雰囲気を演出していた。歩くだけで自然と目が細工を追ってしまうほど。

（実は、観かん劇げきも一生のうちに一度はしてみたかった夢の一つなのよね）

　エスカ・トロネアでは外出が無理なのはもちろん、ラハ・ラドマでもこれだけの規き模ぼの劇げき団だんは望めない。帝国に来たのは悪くなかった。本当に。

（今回はとにかく無難なものを──と思って選んだけど……）

　題名は『祝福の花』。架か空くうの王国が舞ぶ台たいで、世に繁はん栄えいをもたらした賢けん君くんと、その最愛の女性の物語だ。

　受付で受け取った小しよう冊さつ子しに目を通しているイスカを見て、ふと心配になった。男女問わず人気のある内容らしいのだが、イスカはどうだろうか。

「……あの、イスカ。気を遣ってくださった……わけでは、ないですよね？」

　甘あまやかな恋愛ものよりも、派は手でな冒ぼう険けん活かつ劇げきの方がよかっただろうかと、今更不安になってしまった。

　気後れの滲にじむフローレンスの声にイスカは顔を上げ、微び笑しようと共に首を左右に振る。

「皆が幸せになる結末の話なら、大抵楽しめると思う。悲ひ劇げきや悲ひ恋れんは苦手だが」

「よかった」

　ほっとした。観終わったあとの爽そう快かい感かんには定評があるらしいから、まず大丈夫だろう。

「貴女は楽しめそうか？」

「はい、きっと」

　元々恋物語は好きだけれど、今のフローレンスにとって『恋』はとても身近になっている。以前よりずっと、感情移入して観られるだろう。

　開演時間が迫せまり、席が埋うまっていく。お忍びで来ているため、席は一いつ般ぱん客きやくに混ざった階下だ。

（でも、何か楽しい）

　周囲に満ちる期待の空気が心地ここちいい。人混みの中にいると当てられるのだろうか。意識しすぎていた妙みような緊張感も適度に解ほぐされて、純じゆん粋すいに胸が弾はずむ。

　目を合わせると綻んだイスカの表情も自然だ。彼も同じように感じているのかもしれない。

　ややあって客席の明かりが落とされ、対照的に舞台が浮かび上がる。朗ろう々ろうと響ひびく語かたり部べの導入に、フローレンスは引き込まれるように集中していった。
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　観劇を終えた一行は、昼食のために飲食店を訪れた。店は昼食時であったためか中々の客入りで、皆で一つのテーブルを囲む。

　そんな中、真っ先に口を開いたのはフローレンスだった。

「……帝国の詩って、難むずかしいのね」

　一行の間に流れる空気は、アルフルードとハルシュラを除のぞいて微び妙みようだ。

　肩を落としたフローレンスに、隣となりのイスカがこくりとうなずく。

「ああ。帝国語にはわりと自信があったんだが……。奥が深いな」

　のっけから失敗した気配が濃のう厚こうだ。観劇とは、日常会話が不自由なくこなせる程度の言語能力では楽しめない娯楽であっただろうか。

　項うな垂だれたフローレンスの頭上から、苦笑いを含ふくんだアルフルードの声が降ふってくる。

「王朝の元となった国や州都の古語が入り混じって、俗ぞくにも高こう尚しようにもとれる韻いんを踏ふんだ言葉遊びを多用していますからね」

「宮きゆう廷ていの奴やつらの考えることは本当にわけが分からん。伝えるべき主張があるならはっきり描く方が誰にとっても分かりやすいというのに、わざわざ難なん解かいにしたがるんだ」

　アルフルードの言葉を受け、ハルシュラは誰もが思っていて、しかし文化へ敬意を払い黙もくした不満を、面おも白しろくもなさそうに言い放った。実に堂々としたものだ。

（そういえば、陛下も言葉遊びは好きじゃないと仰っていたわね……）

　メヘラザーテがそう言ったときは、状況から考えてイスカに対する威い嚇かくだと思っていたのだが、案外本音も入っていたのではと思ってしまう。

（あまりに深しん遠えんだったわ……。もっときちんと準備しないと、観劇後に語り合うことさえままならないわね）

　結局、言わんとするところをきちんと理解できたのは、おそらくアルフルードとハルシュラだけだろう。

　まったくそうは見えないが、実は上流階級と縁えんの深い二人は、しっかり内容についていけていたようだ。物語そのものを知っている、という部分も大きいのだろうが。

「け、けれどまあ、話の筋すじは大体分かったし、主役二人も結ばれてよかったじゃないか」

　これが勉強目的なら悪くない。しかし楽しむための催もよおしとして選んだものがイスカに励はげまされている時点で失敗である。気落ちするフローレンスへと、ハルシュラからさらに追い打ちがかかる。

「もちろん最終的には結ばれるが、今観たのは序じよ幕まくの第一部だぞ。あの作品は全編二五三六章ある大長編だ」

「にせ……っ」

　声を上げかけたフローレンスは、途中でむせる。それほどまでに衝しよう撃げきだった。

（長編にもほどがあるでしょ!?　ぜ、全編通してあの調子なら、気が遠くなるわね）

「作者はさぞ、暗号作りが上手かったでしょうね……」

「さあな。法則性がなく意味を取とり違ちがえかねない暗号なんざ使い勝手が悪くて仕方ないだろう。受け手が一いち分ぶのズレなく同じ感性を持っているか、答えを知っていなければ役に立たんな。できるとしたらせいぜい符ふ丁ちようか？」

　すぐに現実的な用途へと思考を移したハルシュラは、しかしおおむね切り捨てる方向で結論付けた。

　聞かなくても想像がつく。ハルシュラはきっと、詩が嫌きらいだ。

「で、このあとはどうするんだ」

「公ハ衆マ浴ー場ムに行って、布市場を見てから戻るわ」

　その頃には日も傾かたむき始める。回れるのはそれぐらいが限界だろう。

「公衆浴場？　離宮に戻ってからでいいだろ。なんでわざわざ町で……」

「町だからいいのよ」

　ハルシュラには分からないかもしれないが、フローレンスやイスカにとっては、私人として過ごすことそのものが贅ぜい沢たくなのだ。羽を伸ばす意味と市井の体験と、二重の楽しみが味わえる。

「ああ、分かる。帝国式の風ふ呂ろは気持ちいいしな。全身を湯に浸ひたすのは生まれて初めての経験だった」

　表情を明るくしてイスカは言う。帝国の入浴文化をイスカも好ましく感じたようだ。

　西大陸では湯船に浸つかるという習慣がない。浴よく槽そうは床ゆかを水から守るために存在しているだけだ。

　熱した石に水をかけ、蒸じよう気きで蒸むされた室内で汗を流す微び浴よく室しつや、十数人が一度に浸かれる巨きよ大だいな湯船。帝国特有の全身浴は体の芯しんから解きほぐされる感じがして、最高に気持ちいい。

「そういえば、湯に浸かると早死にする、というのは実際どの程度根こん拠きよがあるんだろうな。体に異変は特になかったんだが」

「そうですわよね……」

　イスカが付け加えた一言に、フローレンスも首を傾げる。西大陸では実まことしやかに伝えられている常識で、こちらの文化だからと初めて浴槽に身を浸すことになったときは、フローレンスもちょっと怖こわかった。しかし一度浸かってみれば、拍ひよう子し抜ぬけするほど気持ちよかった。帝国文化に準じてそれなりの時間が経たつが、体調不良も感じていない。

　帝国の人たちが日々平然と、しかも結構な時間を入浴に費ついやすうえ自分も快適なので、近頃はそんな話があったことさえ忘れかけていた。

　純じゆん西大陸人──フローレンス、イスカ、ミリアが難しい顔をする一方で、アルフルードは呆れた息をつく。

「それは西大陸の迷めい信しんです」

「え。そ、そうなの？」

　西大陸での常識を即そく座ざに否定したアルフルードに、フローレンスは驚おどろいた。生まれてこのかた、疑ぎ問もんを覚えたこともなかったのだ。

「見ての通り、帝国にも老人は大勢います」

「……そ、そうね」

　現げん前ぜんたる事実が食事をする客たちの姿に存在していた。真相は実際に触れてみないと分からないものだ。

　そうしてのんびりと昼食を済ませてから向かったズィーネの公衆浴場は、隣り合った四つのドームで構成されていた。男性陣じんと別れ、ミリアと二人で受付を潜くぐる。

　分かれての行動となるので少しばかり危険が増すが、周囲には沢たく山さん人がいて、しかも女性ばかり。隠す場所もないので武器の類たぐいも持ち込めない。身分を隠した状態で、一、二時間ぐらいならば大丈夫だろう。

「ふ、わー……」

　──思わず、間まの抜ぬけた感かん嘆たん詞しが口を衝ついて出た。

　それぐらい豪ごう快かいに広かった。民間の建物でこの水準が守られるのかと、帝国のかつての豊かさに圧あつ倒とうさせられる。

　内乱によって多くの富を失った帝国だが、連綿と続いてきた技術や文化は、こうして栄えい華がの時を知らしめている。

　床には大理石が敷しき詰つめられ、色も模も様ようも様々な円柱が立ち並ぶ。精せい緻ちな彫ちよう刻こくに彩いろどられた主題モチーフに植物や動物が多いのは、国土に大小の砂漠が広がる、厳きびしい環境であるがゆえの憧あこがれだろう。

　豪華さで言えば、後宮の浴場にはもちろん勝てない。しかし開放的な空気感がいい。服を脱ぬいでタオルを巻き付けた女性たちが、手始めにガラスで仕切られた微浴室に入って汗をかいている。

　珈琲コーヒーやシロップ水を片手に、クッションに体重を預けて寛くつろぎつつ、行き会った隣りん人じんと気ままに会話を楽しむ──。

　帝国の浴場とは、いわゆる一つのサロンなのだ。交流の場であり、情報交換の場でもある。

　もっとも、今日のフローレンスの目的は野や暮ぼな情報収集ではなく観光だ。皆に倣ならって、ぎこちなく微浴室へと向かう。

「少し、恥ずかしいですわね。見知らぬ方たちと一緒だなんて」

「え？　どうして？　お風呂だもの。恥ずかしいことなんてないでしょう？」

　ぎこちなさと思いきりの良さは別の話だ。恥じらうミリアと対照的に、フローレンスは堂々としたものだった。主人の度ど胸きようの良さに、ミリアは小さく笑う。

「姫は頼もしいですわね」

「そ、そう？」

「はい」

　朗ほがらかな即そく答とうだった。

「褒ほめてるのよね？」

「もちろんですわ」

　──だったら、素直に受け止めよう。

「じゃあ、もっと頼たよってくれてもいいのよ。ミリアのためになら頑がん張ばれるから」

「はい。よろしくお願いしますわね」

「ええ！」

　力強く請うけ負おって、ミリアと共に微浴室へと入る。同時に意外な存在に気が付く。

　ガラスが蒸気で曇くもって外からは見えなかったが、一人、肌の白い女性がいた。帝国では珍しい。

（北州なら分かるけど、南州に？　あ、そうか。諸しよ島とう連合から来てる人なのかも）

　ズィーネは貿易の窓口だと聞いている。そう考えた方が自然だ。

　諸島連合は西大陸と中央大陸の中間地点に存在している。西大陸では南方、つまり正教会の勢力が強い地域に近く、それほど交流がない。帝国とも対等に交易を行う諸島連合を正教会が快く思わないためだ。

　それでも交流のある一部の地域が、諸島連合を通じて帝国から香こう辛しん料りようなどを仕入れるのだから、人間とは現金なものだ。

　フローレンスの視し線せんに気が付いたのか、女性がふと顔を上げる。

　年の頃は二は十た歳ち前後だろうか。茶色の髪と、青い瞳。取り立てて形容するところのない、美人でも不美人でもない女性だった。普ふ通つうの人であるはずなのに、フローレンスの体はぞくりと悪お寒かんを走らせ、警けい戒かいを訴うつたえてくる。

　なぜ、と考えてすぐに思おもい至いたった。彼女の瞳が、あまりに冷ややかに周囲を見下していたからだ。

「見ない顔ね。新しく来た同業者さんかしら？」

　話しかけつつ、彼女はフローレンスを手招く仕草をする。この女性に関心を抱いたフローレンスに断る理由はなく、誘いに応じて側のクッションに腰を下ろした。

（帝国語、とても滑なめらかだわ）

　この地と関わって長いのかもしれない。

「同業者って、貴女は何をしている人なの？」

　フローレンスの問いに、女性はくすりと笑う。人を小こ馬ば鹿かにした、癇かんに障さわる笑い方だった。

「諸島連合から来ている貿易商よ。想像もできなかったの？」

　決まり切った答えをわざわざ口にさせられた──そんな億おつ劫くうさを隠さずに女性は言う。わざとかどうかは分からないが、神経を逆さか撫なでする言い方なのは間違いない。

「……あまり商人という感じがしなかったものだから」

　本人の口から出てきた職業に、フローレンスは納得しきれなかった。彼女の人を見下した目線や態度は、愛あい想そ必ひつ須すの商売人とはかけ離れている気がする。身分のある人間が身の上を偽いつわっているような印象があった。

「よく言われるわ。ところで──貴女は違うようね、お嬢じようさん？」

「ええ。わたしは皇都に住んでいるから」

　噓ではない。

　フローレンスの答えに、女性は少し驚いた顔をした。容色や立ち居振る舞いから、フローレンスが帝国人だとは思わなかったからだろう。

　実際、帝国人ではない。だからフローレンスの答えは、女性を少々悩ませたようだった。

「何代か前にでも、西大陸出身者がいるのかしらね」

「そうかもしれないわ」

　適当に肯こう定ていしておいたフローレンスに、女性は一応、うなずいた。なくはないことなのだ。

　だがすぐに、ふと気が付いた顔をしてフローレンスの姿をじっと見てくる。

「今、皇都に住んでいると言った？」

「ええ」

「──……」

　しばし彼女は思案の沈ちん黙もくを落とし、ややあって首を横に振った。

「いえ、何でもないわ。どうぞ、ごゆっくり。わたしは失礼するわ」

　自分の中で何事かを結論付けた様子で、女性は立ち去る。まるでたった今用事を思い付いたと言わんばかりの唐とう突とつさだ。

「……」

　不気味な予感がする。

（彼女、最後にわたしの容姿を気にしていたわ）

　皇都から来た、金の髪と緑の瞳の少女。

（皇帝が西大陸から迎えた姫の容よう貌ぼうは、それなりに広まっているのかもしれない）

　隠すような情報でもないから、誰が知っていても不思議ではない。しかしそれは、帝国で見かけるにはやや珍しい色しき彩さいの特とく徴ちようが一いつ致ちしている、というだけのこと。

（普通は、王女が公衆浴場にいるなんて思わないわよね？）

　でも、普通の考え方をしないかもしれない。

　不審に思うのなら、備えておくべきだ。フローレンスは微浴室で寛いでいる女性の一人に声をかける。

「──ねえ」

「え……？」

　少し蒸されすぎたのかぼんやりとした様子ではあったが、声をかけた女性は顔を上げてくれた。

「今ここにいた人、よく来るの？」

　彼女の白い肌は帝国では目立つはず。頻ひん繁ぱんに通うようなら、覚えている人がいるだろう。

　そして思った通り、肯定が返ってきた。

「見かけるようになったのは結構前だけど……。そうね、ここ二、三ヶ月はよく会うかも。週に二日ぐらい顔を合わせている気がするわね」

（二、三ヶ月……）

　それは丁度、皇都ラグリマで騒そう動どうがあった時期と一致する。

「彼女、貿易商なんですって。結構な船と護ご衛えい艦かんを持っているみたい。それに、宮殿に招かれているのを見た人がいるから、取り扱っている品は高級なものなのね」

　さすがは情報交換の場。するりと欲しい答えが出てくる。

　しかも早さつ速そく、フローレンスにとって聞き流せない話が入っていた。

（宮殿って、まさか陛下の兄君──エンデルハン殿でん下かと面識がある？）

「彼女の身元に確証はある？」

「さあ……。本人が言っているのを聞いただけだし、見た人がいるってだけだから。……あら？　聞かれてみると、よく知らないわね。結構お喋りしてるのに」

　初めて気が付いた様子で不思議そうに首を捻ひねる女性に、フローレンスはいよいよ危機感を抱く。

　世の中には自然と会話の聞き手側に回る人がいる。けれど彼女はそういう性格ではない。フローレンスに積極的に声をかけ、自ら話を展開させてきたのだから。

　つまり彼女は、自分の身元はできる限り明かさないままで、情報を集めているのだ。

（繫げたかもしれない）

　公衆浴場で見た少女と、皇こう帝ていの寵姫とを。

（これはさっさと戻った方がよさそうね）

　メヘラザーテの政敵と関わりがあるかもしれない人物に、意味深な行動を取られて気にしないほどお気楽ではない。

（でもここは帝国。わたしに嘴くちばしを突っ込まれるのは、陛下も面白くないでしょう）

　深くは介かい入にゆうせず、報告をしたら後はメヘラザーテに任せ、離宮に引きこもっておこう。





[image: ]






　浴場を堪たん能のう──と言うには短い時間で切り上げなくてはならなくなり残念だったが、仕方ない。上がってすぐ、男性陣と合流するため通りがかりの人に言こと伝づてを頼んだ。

　この後は布市場を楽しむつもりだったが、予定変更だ。

　不審な女性に会ったことを話すと、皆すぐに離宮に戻ることに同意した。

　正直、落らく胆たんする気持ちは拭ぬぐえない。しかしフローレンスにとって幸いなことに、迂う回かいすると結構な遠回りとなってしまうため、それよりは──と、中を突っ切ってしまう結論で落ち着いた。

　立ち止まって楽しんだりはできないが、通り抜けるだけでも雰囲気は味わえる。いざ、人で混雑する布市場へと足を踏み入れた。

　不審者がいた以上、気楽なお忍びは終わりだ。純粋に護衛としてアルフルードとハルシュラ、そしてミリアと、塊かたまりになって移動する。

　そんな状況であっても、市場の賑わいはフローレンスの興味を引いた。

「ズィーネは活気のある町よね」

（何なら、皇都以上かも）

　元々ラグリマは生活する地として優すぐれているわけではない。竜りゆう涙るいの泉いずみがあるので水に困ることはないが、どちらが住みよいかと言われれば、断然ズィーネだ。

　それでも町としてどちらの格が高いかと訊ねれば、帝国民は皆、己の聖地であるラグリマの名を挙げるだろう。

「南州の、特に西側は旨うまみの強い土地だ。南海の諸島連合との貿易は、ズィーネの港がほぼ独どく占せんしている」

　小さな国が集まってできている、海上に浮かぶ島とう嶼しよ群。その存在を西大陸、帝国共に『諸島連合』と一ひと括くくりに扱あつかうことが多い。それぐらい小さな島国がいくつも連なっているのだ。

　一ひと纏まとめにされてしまっている国々も、自分たちの力の弱さは承知しているので、交こう渉しようでは自ら諸島連合を名乗って出席する。

「穏やかな気候の南は発展性が高い。北は未み踏とうの大氷山が占しめるだけだからな」

「あの地で興おこせる産業を思い付けるのは天才ぐらいでしょうね」

　実感のこもるアルフルードの言葉に、イスカは納得した様子でうなずいた。

「そうか。お前はラハ・ラドマに逃のがれてきたときに通ってきたんだったな」

「騎き士し団だん領りようの目を搔かい潜くぐれるとは思いませんでしたから」

　内乱でメヘラザーテから所属部隊ごと使い潰つぶされたあと、アルフルードは祖国から逃げた。しかし勢力の一つとして数えられるまでに成長していたメヘラザーテ軍の中ちゆう枢すうにいたアルフルードが、騎士団領を抜けるのは至し難なんの業わざだ。

　結果、前ぜん人じん未み踏とうの大氷山に分け入るという無茶な行動に出たらしい。ただ通過するだけのつもりだったとしても、かつての仇きゆう敵てきラハ・ラドマを逃とう亡ぼう先に選ぶとは、余よ程ほど追い詰められていたのだろう。

「……」

　アルフルードの道程を聞いて、ハルシュラは顔をしかめた。──が、何も言わない。

　当時十歳だったハルシュラに詳しよう細さいが話されていたとは思えないから、戦死と伝えられたのがせいぜいだろう。先日ラグリマで蜂ほう起きした者たちから、起因となった事こと柄がらの一つとして、アルフルードに降りかかった惨さん劇げきを初めて知ったのかもしれない。

　アルフルードを責めないのはそれに共感できてしまったからで、メヘラザーテについて何も言わないのはハルシュラが正しく軍人だからだ。自分たちの所業を否定するような発言は、将しようとして許されない。

　複雑そうなハルシュラの表情を見て取り、アルフルードは苦笑する。

「心配させて悪かったな」

「……別に、生きてたんだからいい」

　ようやく個人として伝えるべきことを言えた様子で、二人は同時に表情を和なごませた。

　互たがいへの思い遣りによって緩和された空気に、フローレンスの顔も綻ぶ。歩みは止めずに進みながら、ふと目に懐なつかしい違和感を覚えた。目の裏うら側がわがざらっ、ごろっとするような、──鼻が疼うずくような。

（……う、ん？　これは……）

「ああ、そうだ。この先にある店もズィーネの価値を証明する品を扱っているな。見ろ」

　ハルシュラが指し示した先を見て、フローレンスは息を吞のむ。

（は、花……!!）

「外来植物だ。こっちの気候で育たないものはさすがに仕入れてないだろうが」

（ひ……っ）

　思わず助けを求め、隣のイスカの袖そでをわしっ、と摑む。それを見たハルシュラは眉まゆを寄せた。

「子どもじゃあるまいし、見ていきたいなら口で言え。少しぐらいならいいだろう。故こ郷きようの品だ。懐かしいのは当然だからな」

　フローレンスの行動を勘かん違ちがいしたハルシュラから、尊そん大だいに寄り道の許可が与えられてしまった。周囲からも特に反対する気配がない。ミリアだけは正確にフローレンスの気持ちを読んで共に焦あせってくれたが。

（いえ全然、まったく!!）

　正直に叫さけべたらどれほど楽だろうか。

　ハルシュラに悪意がないのは分かる。彼が自国を大切に思っていて、フローレンスの立場ならば慕したわしく思うのではないかと、厚こう意いで慮おもんぱかってくれたのも。

　しかしフローレンスにとっては、むしろ一生体の近くに置きたくない存在である。

　こういうとき、イスカが助け船を出してくれることが多いのだが──

「……」

　なぜか今日は、何かを期待する眼まな差ざしで見つめてくる。

（え、ど、どうしたの？）

　イスカが求めているものが分からず、フローレンスはうろたえた。一いつ瞬しゆん目のかゆみも鼻の疼きも忘れる。……すぐに戻ってきたが。

「そういえば、カフィエズが嬉き々きとして西大陸産の花を発注してたな。あいつ向こうの花にかぶれたのか？」

「カフィエズが？　なら、皇宮に植えるために……ってのもおかしいか。担当が違うよな」

「こっちでも咲くようなやつを選ぶため、とか……。皇宮に珍しいものがあるのは悪くないからな」

　隣で交かわされるハルシュラとアルフルードの会話に、非常に不ふ穏おんな情報が聞こえた気もするが、今はそれよりも。

「イスカ……？」

「フローレンス、その……」

　イスカの言いたいことは気になるし、聞きたいとも思う。だが。

　──その話、今ここじゃないといけないんだろうか。

　この場から早く離れたくて仕方がないフローレンスの目は、そわそわと花とイスカを往復した。

　そこでようやく二人の様子に気付いたアルフルードが、心底呆れた息をつき、イスカの襟えり首くびを引っ張る。

「おい!?」

「本人に訊くとか台無しですから、やるならもう少しさり気なくやってください」

「ぐっ」

「──姫、そろそろ移動してもよろしいですか？」

「ええ、大丈夫よ」

　アルフルードに促うながされ、フローレンスはほっとして全力で乗っかった。

　それにしても、イスカではなくアルフルードに助けてもらえるとは珍しい。アルフルードはアレルギーのことを知らないはずなので、助けた、というわけではないのだろうが。

　何はともあれ──と、フローレンスがそそくさと花屋の側から離れようと一歩足を踏み出したその瞬間、目に入った男の姿にぎょっとした。

「イスカ、アルフルード！」

　慌てて二人を花屋の中へ押し込む。男の背せ丈たけが周囲の人々より頭一つ分高く、目立つ容貌をしていたので早くに気付けたのが幸いだった。

（どうして彼がここに……!?）

　向こうもこの地では目立つフローレンスとミリアをすぐに認めたらしく、僅わずかにさまよわせていた視線を定めたあとは、真まっ直すぐ歩み寄って来た。

　服装は帝国に合わせているが、それぐらいで見間違えたりはしない。

（正教会の筆ひつ頭とう聖せい騎き士し、第三聖席、ソロン・サンレット卿きよう……）

　エスカ・トロネアの王女とはいえ、引きこもりであったフローレンスである。正教会の重じゆう鎮ちんと会う機会など長らく存在していなかった。しかし帝国に輿こし入いれする前、騎士団領を訪れた聖せい王おうアリオンへの挨あい拶さつの折に、互いに顔を知る程度の接せつ触しよくをしている。

　ソロンにイスカとアルフルードの姿を見られたらまずい。

　現在の西大陸で最も強大な権けん力りよくを有しているのはエスカ・トロネアだが、前時代は正教会一強だった。そして当時の影響力は、まだ充分に残っている。

　建国時に抱えていた事情のせいで、正教会は未だラハ・ラドマを認めておらず、関係は壊かい滅めつ的てき。そんな正教会が、異い端たん視しする大砂漠帝国にラハ・ラドマ王太子が密入国していると知れば、悪意を持って騒さわぎ立たてるだろう。それこそ、帝国と組んで西大陸の豊かな地を手にしようとしているとか、根も葉もないことを。

　事実無根でも、正教会による悪意の噂に足を引っ張られるぐらいには、ラハ・ラドマの国力は弱い。

　しかし遭そう遇ぐうした場所が幸運だった。店先で元気に葉を広げる緑が、二人を隠してくれるはず。

「久しいな、フローレンス姫。体調を崩したと聞いたが、加減はいかがか？」

　この地に己がいる不自然さを平然と無視して、ソロンはフローレンスにそう訊いてきた。

　ソロンとは本当にただすれ違っただけの間あいだ柄がらで、親しく話すような仲ではない。

　日除け以上に防御していないミリアならともかく、完全防備のフローレンスは人相が分わかり難にくかっただろう。にもかかわらずわざわざ声をかけてきたのは、本人だと確かめる意味もあったのかもしれない。

（はぐらかしたい気持ちにしかならないけど……。わたしの侍女であるミリアが一緒の時点で、誤ご魔ま化かしようがないわね）

　ソロンの相手をする覚かく悟ごを決めた。

「お気遣いありがとうございます。大事ありませんわ」

　フローレンスがズィーネに静養に訪れる話は、積極的に広めているわけではないが隠してもいない。帝国中央と少し繫がりのある者ならば、稼か業ぎようの裏うら表おもてに関わりなく誰でも知っているだろう。完全に部外者であるソロンが情報を握にぎっていても不思議はない。

「けれどサンレット卿、なぜ貴方がここに？」

　ソロンが正式に入国できるはずはなかった。公式に入国したのであれば結構な話題となって騒がれるから、絶対に耳に入ってくる。

　正教会と帝国の関係は、ラハ・ラドマ以上に険悪だ。正教会は声こわ高だかに大砂漠帝国の非ひ難なんを繰くり返かえしており、当然、帝国側の感情もそれに沿そったものとなる。

　そうやって異い教きようの蛮ばん徒とと帝国を蔑さげすむ正教会が、自ら接触を持つなどあり得ない。

　つまりは、ソロンもイスカと同じく密入国に違いない。それなのに、こうして堂々とフローレンスの前に姿を見せるとは、どういうつもりなのか。

「誰だ、こいつは」

　フローレンスがイスカとアルフルードを隠したこと、そして相あい対たいする態度で好ましい人物ではないと分かったのだろう。ハルシュラは腰の剣けんの柄つかに手をかけつつ、身元を訊ねてきた。

　血気に逸はやる護衛を見て、ソロンは軽快に、そして豪ごう快かいに笑う。

「そうか。私は貴き君くんを見知っているが、監かん禁きん状態に長くあった貴君が私を知らぬのは無理もない。失礼した。──私はソロン・サンレット。聖ソエル・メイカルダ正教会にて、第三聖席に座ざす者だ」

「何だと!?」

　名乗りを聞いた瞬間、ハルシュラは抜ばつ刀とうして切っ先をソロンへと突きつける。周囲の人々が一気に遠とお巻まきになり、ぽっかりと円まるい空間が出来上がった。
















「ほう、やるか。いいぞ」

　ちろりと唇くちびるを舐なめ、ソロンは止めるどころか嬉しそうに剣に手をかけてしまう。

「ちょ……っ、落ち着いて！　ハルシュラ！」

　ソロンにはこちらの言葉を聞く意思があるかどうか分からない。とりあえず、耳を傾けてはくれるハルシュラを先に止めた。

「ここで貴方がサンレット卿を害したら、大問題になるわ！」

　ソロンが帝国に不法滞在していたことよりも、重罪に問われる。

　まして剣を抜いたのはハルシュラが先。面倒なことになるのは確実だ。

「ぐっ……」

「どうした、やらないのか。私は構わんぞ」

「……っるさい！　そんな手に乗るか！」

　忌いま々いましげに吐はき捨すて、ハルシュラは抜いた剣を収おさめた。それを見てソロンは不満げな顔をしたが、こちらも静かに手を下ろす。

「貴方が不法入国していることは、すぐに陛下にお伝えするわ」

「望むところだ。ぜひ頼む」

　むしろ要求しようと思っていた案件を先に言ってもらえたとでもいうように、平静な様子でうなずかれてしまった。

　療りよう養ようのためにズィーネ入りした寵ちよう姫きを皇帝が見舞いに来る話は、特に隠していない。民への口実にするのが目的なので当然そうなる。

　だから、フローレンスのことを知っていたソロンが皇帝の来訪予定を把は握あくしていても驚きはない。

（では、陛下に接触したかったの？　でも、こんなに都合よく遭遇するなんて……）

「しかし交渉は私の役目ではない。フローレンス姫、貴女もぜひズィーネ宮殿に皇帝と出向くがいい。そこで改めて、三人で話がしたい──と、メレディスが言っていた」

「メレディスって……まさか、第四聖席のメレディス・パルポワ卿？」

「そうだ」

　瞬間、フローレンスの脳のう裏りを過よぎったのは、浴場で会った女性の顔。

　ソロンと面識がなかったのと同じように、フローレンスは正教会第四聖席と会ったことはない。だがメレディス・パルポワ卿が若い女性であるとは聞いていた。

　ソロンが姿を見せたときからもしやとは思っていたが、名前が出てきた以上、確定でいいだろう。

（彼女がパルポワ卿だわ。わたしをエスカ・トロネアの王女ではないかと疑い、顔を知っているサンレット卿に確認を頼んだ……）

　メレディスがズィーネに頻繁に現れるようになったのは、数ヶ月前。今日のフローレンスとの邂かい逅こうは彼女にとっては追加の事象。だというのに、すぐの接触を試みてきたということは、フローレンスを何らかの思おも惑わくに組み込むつもりか。

　聖席が二人も出向いてくること自体大おお事ごとだ。持ちかけられるだろう話に想像がついてしまって、フローレンスは眉を寄せる。

「正教会が交渉だと!?　ふざけるな！　先日ラグリマに何をしたか忘れたのか!!」

「親の仇かたきと笑って握あく手しゆできるようでなければ、乱らん世せの英えい雄ゆうなど務つとまるまいよ。決めるのは貴君の主あるじだ」

「くっ……！」

　怒ど鳴なりつけ、話を無視するだけなら簡単だが、皇帝と帝国の民、そして軍人という職業に忠ちゆう実じつなハルシュラにはできない。ハルシュラは直情的ではあるが、感情だけでは動かない冷静さも併あわせ持もつ。

「では、確かに伝えた。答えは行動で示してくれればよい」

　伝え終わるなり、ソロンは踵きびすを返かえす。その背が割れた人ひと垣がきの先で見えなくなるまで見送ってから、フローレンスは安あん堵どの息をついた。

（気付かれなかった、と思う）

「イスカ、アルフルード。もう大丈夫、だと思います」

「すまない。助かった」

「私たちからは聖王一行を見る機会がありませんでしたからね。よく気付いてくださいました」

「いいえ、こちらこそ」

　押しやられたとき、きっと二人は意味が分からなかっただろう。だがフローレンスを信じて応じてくれた。それが嬉しい。

「何なんだあいつは！　犯罪犯おかしてるくせに、堂々と！」

「それだけ自信があるのでしょうね。陛下との交渉に」

　メヘラザーテが密入国を問題にしないという自信だ。もしくは、問題にされても構わない、という自信。

　証しよう拠こさえ残さなければ、メヘラザーテがしたのと同様の対応を取ればそれで済む。正教会神官をカフィエズが殺害した一件を、かつてメヘラザーテが黙もく殺さつしたように。

「クソ！　腹立たしい！」

　もう影かげも形も見えなくなった背中に向かって、ハルシュラは悪あく態たいをつく。その隣でアルフルードは警戒した様子で眉を寄せ、フローレンスを見た。

「姫にも用があるようでしたね」

「……ええ」

　寵姫としてのフローレンスに用があるのなら、メヘラザーテに言えば事足りる。わざわざ呼びつけるからには、別件を持ちかけるつもりなのだ。

　エスカ・トロネア第二王女になのか、それともラハ・ラドマ王おう太たい子し妃ひに戻らせたうえでの用件か。メヘラザーテもいるから、こちらの話も可能だ。

（わたしをラハ・ラドマ王太子妃に戻すことは、今の正教会にも帝国にも利が発生する。でもそれを彼らの目的のために使われてしまっては、西大陸に混乱を招いてしまう）

　不安に、心がざらつく。

（陛下は、どうされるかしら）

　何を言われようと、フローレンスの心は決まっている。だがその理想を実現するには、メヘラザーテに正教会の方を向いてもらっては困るのだ。

　帝国のことだからと関わらずにおくつもりだったが──どうやらそういうわけにはいかなくなってきたようだ。
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　予定より大分早く離宮に戻ってきたせいで、時間はたっぷり余っていた。結果、二人でのお茶の時間が増えたわけで、これはこれで嬉しい気持ちがあるのも否定できない。フローレンスは自分に正直に、そして前向きに捉とらえることにする。

「イスカ。少々物々しい空気になってしまいましたが、誕生日、おめでとうございます」

「ありがとう。暑い中で言われるのは、何だか不思議な感じだ」

　生まれてから十九年目。フローレンスがラハ・ラドマに来てからのイスカの日々は、これまでの人生の中で最も変化にとんだ一年だったかもしれない。

　もっともそれも、フローレンスほどではないだろう。

「怒ど涛とうのように日々が過ぎたから、貴女をラハ・ラドマに迎えてまだ一年経っていないと思うと、驚くな」

「本当に。いろいろありすぎて、もっとずっと前から一緒にいた気になってしまいます」

　目を合わせて、互いに笑い合う。静かに流れる時間が心地いい。

「そうだ。せっかくの日なのに早々にお出かけを切り上げなくてはならなくなってしまったので──代わりに何か、お望みのことはありますか？　わたしにできることで、という条件が付きますけれど」

「俺の……望み？」

「はい」

　目を瞬またたいたイスカに、フローレンスは笑顔で返す。

　王子と王女なら普ふ段だんはまずやらないこと──お茶を手ずから淹いれてみたりとか、肩こり解消の按あん摩まとか、話に聞く恋人っぽい遊びを脳裏に描いての言葉だった。

「……」

　だが意外にイスカが深しん刻こくに悩んだ顔をするので、そのままで数秒、固まってしまう。

「あの、イスカ？」

「貴女に望むことなら結構あるんだが……」

「え!?」

　その答えが考えになかった、というのは傲ごう慢まんだったのかもしれない。フローレンスは正直うろたえたが、それならそれできちんと聞くべきだ。

「ええと、わたし、もしかして貴方にずっと何かしら我が慢まんをさせてきましたか」

　至らないと思われたのがどこだったのか。真しん剣けんな面おも持もちで姿し勢せいを正すと、イスカは慌てた様子で首を横に振った。

「ああ、違う。悪い。言い方が悪かった。その──」

　どう表現するべきか悩む間を空あけて、しかし思い浮かばなかったらしい。

「つまり、俺が触れたいと言ったらそれは正しくないことだし、貴女も困るだろう」

　イスカから告げられたのは、実に直接的な表現だった。

「──……え!!」

　一拍遅れて意味を理解して、フローレンスは動どう揺ようがそのまま露あらわになった声を上げる。同時に、頰ほおに血が上のぼるのを感じた。

「ついでに、卑ひ怯きような気もする」

（ええ、と）

　それは微妙にフローレンス自身にも当てはまってしまう。

（だってわたし、多分、断らない……）

　今日はイスカにとって特別な日だから。だから、許すのだと。理由をつけてうなずく自分が想像できる。

　イスカから触れられることを、フローレンスの心は拒こばんでいない。望んでさえいるかもしれない。

　分かってしまったら、いよいよもって全身に熱が行き渡った。血液の温度もさぞかし高くなっているに違いない。でなければ、こんなに熱いはずがない。

　心なしか、くらくらしてきた。言いだしたのが自分だと思うと余計に恥ずかしい。

「だが、もし俺がその望みを口にして断られたとして──嫌がられているわけではない、と思ってもいいか？」

「も、もちろんです！　あの、わたしも、できるなら……」

「なら」

「ま、待って！」

　何事かを口にしようとしたイスカを、慌ててフローレンスは遮った。

「だ、だ、駄目です。やっぱり駄目。今何か頼まれたら、わたし、『はい』しか言えない予感がします！」

「……？」

　フローレンスの主張を、イスカは理解していない様子で首を傾げる。

「過度だと思うなら、そう言ってくれて構わない」

「そ、そうではなくて！」

　思ったとしても、止めない気がする。いや、感情が出した答えなのだから、これはもう確定事項だ。

（イスカが非常識なことをするとは思わないわよ!?　思わないけど……！）

　むしろ物足りなく、残念に思ってしまうのではないだろうか。

（無理無理！　直ちよく視ししたくないッ！）

　そんなはしたない欲よく望ぼうを自覚してしまったら、二度とイスカの顔が見られなくなってしまう。

　嫌ではないけれど駄目、というフローレンスの感情は、イスカには少々難なん解かいだったらしい。しばし考える間を空けてから、うなずいた。そしてさらに驚きよう愕がくすべき提案を引ひっ提さげて口を開く。

「分かった。なら貴女が許せる範はん囲いを言ってほしい。そうすれば問題ないだろう」

（それは分かっていると言いませんし充分問題ありますけど!!）

　むしろ一いつ層そう恥ずかしい。

　ここまでなら大丈夫とか口で言えと。何の拷ごう問もんだ。

（どういうこと!?　一体何の試練が降りかかってるの!!　どうしろと言うの！）

　しかしこうなったら何事かは言わなくてはいけない気がする！

　でなければ拒きよ絶ぜつと受け取られるおそれがある。イスカを傷きず付つけるのは本意ではない。触れられるのが嫌なわけでもないのだ。

（ええと……！　許せる範囲って……っ）

　焦った思考が導き出した答えは。

「い、今は、側にいられるだけで充分なの……で……！」

　限界だった。

「そうか」

　フローレンスの訴えを、イスカは特に不満を持った様子もなく聞き入れた。互いがそこにいる安心感を抱いだける、しかし『側にいる』を越こえない距きよ離り。

（ごめんなさい、的確さが分からない……！）

　だが今のフローレンスにとって、この間かん隔かくが心臓に優しいのは間違いない。

　あとはイスカが、内心どう思っているかだ。

　フローレンスが窺うかがうように見上げると、穏おだやかに微笑み返された。

「貴女が望まないことはしたくない。だから、貴女が今感じているままが、俺の望みだ」

「それは……っ、何か、違う気がします……っ」

（おかしい。これはイスカの希望を訊くための提案のはずで……！　いえ、駄目って言ってしまったのはわたしだけど！　でも違う！　何か違う──!!）

　どうしてこうなったか──答えは一つだ。フローレンスに度胸がなかったせいである。

「だって、貴方の特別な日なのに……！」

「そう想ってくれる気持ちが、何より嬉しい。確かに今日は節目の日だが、俺の望みは今日一日で得られるようなものではないから、これでいいんだ。焦って叶わなくなる方がずっと怖い」

「望み、って」

「貴女に愛される未来が欲しい」

　好きだから、愛しているから、気持ちを失うことを恐おそれる。

　踏み込むのをためらうほどに、大切にしてくれている。

（これ以上の幸福は、きっとないわ）

「それなら……。わたしの望みも、同じです」

「なら丁度よかった。──では、望みの代わりに今日という日に一つ、俺の願いを意識に留めておいてくれるか？」

「はい。どのようなことでしょう」

　迷わずうなずいたフローレンスに、イスカはそっと手を伸ばす。自分のために開かれた空間に、フローレンスがおずおずと寄り添うと、護るように肩を抱かれた。

「貴女が正式に俺の元に戻ってきたら、機を待つのはやめようと思う」

「は、い……？」

「望むなら、押し切る覚悟も時には必要なのだと思い知った」

「……っ」

　告げられる言葉のすべてから溢れる想いにフローレンスが感じたのは、羞しゆう恥ちと歓かん喜き。

　だからイスカに委ゆだねた身を、離さなかった。

「……貴方と会えてよかった」

「俺も、そう思っている」

　激しい熱さは、少し怖い。でもこの気持ちがあるから、きっと大丈夫だ。

　即座に返された言葉に、フローレンスは頰を染そめる。

「これからも、よろしくお願いします」

「こちらこそ」

「そうだ。あと──こちらを」

　小こ振ぶりな箱をテーブルの上に置き、イスカの前で蓋ふたを開く。中身は陶とう磁じ器き。揃そろいのティーカップだ。お茶を飲むための器、という目的上、西大陸の品と比べても、形に大きく違いがあるわけではない。

「一年目のわたしたちの思い出には、帝国の縁となる物をと選びました。それに……揃いの物を持っても不自然ではないかな、と……」

　同じ品を持ちたかった。繫がっている気持ちになることを、許される間柄だと思っているから。

　気恥ずかしく思いつつ、しかし乗せた想いを正直に告白したフローレンスを、イスカは微笑と共に受け入れた。

「ああ、俺たちに相応しいと思う」

　青あお系けい統とうの色彩で雅みやびやかに色付けされた模様にそっと指を滑すべらせ、イスカはフローレンスがしたのと同じ想像を口にする。

「きっと何度も、今日の日を、あるいは帝国での日々を、こうして貴女と語るのだろうな。未来の姿が目に浮かぶ」

「はい」

　ラハ・ラドマの庭園で、何年後、何十年後と──穏やかに語って、懐かしいと笑い合いたい。そんな光景を願って。

「持ち帰るのは少し大変ですけれど、布地でできた物より劣化しないと思いますわ」

「合理的でもあるんだな。貴女らしい」

（うっ。よ、余計なことを言ってしまったかしら）

　夢語りだけで終わらせた方がよかったか──とも思うが、今更どうにもできない。うろたえるフローレンスに、イスカは微笑して訊ねてきた。

「では、このカップに注がれるべき初の中身は、何にする？」

「やはりここは、珈琲で」

　迷わず、この地の名品を選択した。
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　翌日の夕ゆう刻こく。逗とう留りゆう先さきの離り宮きゆうにメヘラザーテが到とう着ちやくした。玄関エントランスで出迎えたフローレンスに、メヘラザーテは鷹おう揚ように目だけで返礼したあと、訊たずねてくる。

「加減はどうだ、フローレンス」

「どちらかといえば、ラグリマの方が快適ですわ」

「ズィーネは合わないか」

「……お分かりの上で仰おつしやっていますわよね？」

　フローレンスの非ひ難なんは、くつくつと楽しげな笑いで受け止められてしまった。これ以上直接的な文もん句くも言えないので、フローレンスはさっさと本題に入ることにする。

「お疲れのところ申もうし訳わけありませんが、これから、少しお時間をいただけませんか」

「ほう？」

　フローレンスが求めると、メヘラザーテは愉ゆ快かいそうな声を上げた。

「口実になりさえすればよいと言ったはずだが、お前は実に献けん身しん的てきな良妻だな」

「ただ厄やつ介かい事ごとを持ち込むだけかもしれませんわ」

「構わぬ。己おのれの前に現れる事象というのは、遅かれ早かれ必ず訪おとずれるものだ。事前に知り、準備を怠おこたらぬことこそが肝かん要よう。──ついて来い」

　廊下を進むメヘラザーテの歩みに迷いはない。繁はん栄えいしている港町でもあるし、視し察さつなどのときに利用したことがあるのだろう。

　旅たび装しよう束ぞくの外がい套とうを脱いで使用人に押し付けると、メヘラザーテはフローレンスだけを伴ともなって私し室しつへと入る。

「楽にしろ」

「では、失礼いたします」

　促うながされ、向かい合う形で席に着く。

　そうしてフローレンスはソロンとの接せつ触しよくについて一通り話した。証しよう拠こはなかったが、公ハ衆マ浴ー場ムで会った女性がパルポワ卿きようであろうという推測も含めて。

　黙ったまま無表情で話を聞いていたメヘラザーテは、フローレンスの報告が終わってから口を開く。

「お前はどうしたい？」

　どうするべきか、ではなくどうしたいか、と意志を問う聞き方を、フローレンスは意外に思った。しかしすぐに考え直す。

（こちらの方が、メヘラザーテという人の本当なのだわ）

　どうするべきかではなくて、どうしたいかを優ゆう先せんする人。

　そしてその問いを向けたのだから、少なからずメヘラザーテにはフローレンスの意を汲くんでくれる心積もりがあるということだ。

（ずいぶん落ち着かれたわね……）

　己の存在意義を歴史に刻きざまんとする焦あせりと、成したところで満たされない虚むなしさ。

　淀よどんだメヘラザーテの世界を穿うがったのは、目の前の相手と真しん摯しに向き合うイスカの誠せい実じつさだ。貫つらぬかれた穴から入ったひびは歪ゆがんだ世界を壊こわし、皇帝に新たな景色を与あたえたことだろう。

　生まれた瞬しゆん間かんから囚とらわれ続けていた虚きよ無む感かんから解放されたメヘラザーテは、ようやく本来の心性で外界と接する余よ裕ゆうを得たようだ。

　今の彼が纏まとうのは、奈な落らくの闇やみではなく安息の夜。そんな印象を抱いだくまでに変わった。

　大たい樹じゆの庇ひ護ご下かにある安心に似たものを感じながら、フローレンスは問いに答える。心はもう決まっていた。

「よろしければ、同席させていただきたく思います」

　ここは帝てい国こく。メヘラザーテの領りよう域いきだ。しかし自らに関わる企くわだてがあるのなら、放っておけない。

（最悪の事態を想定して動かなくては）

　果たして、メヘラザーテがどう思うか。緊きん張ちようの時間はあっさりと終わった。

「構わん。来るがいい。イスカはどうする？」

「こちらに残っていただいた方がよいと思うのですが」

　メレディスは騎き士し団だん領りように来ていなかったから、イスカの顔を知らない可能性は充じゆう分ぶんある。だが万ばん全ぜんを期きすならば、危険は少しでも減らしておくべきだ。

「お前にそう言われたと知れば、喜ばんだろうな」

「！」

　予想外の切り返しに、フローレンスはびくっとした。当然の選せん択たくをしたつもりだが、確かに、フローレンスがイスカの立場に置かれれば、きっと歯がゆく思うだろう。

「心配するな。向こうもこの国にいる資格のない身だ。ラハ・ラドマの王太子がいると知れたところで非難はできんし、私も認みとめん」

「そう……ですわね」

　公式に残らなくとも、事実は存在する。

　イスカとメヘラザーテの繫つながりは、いっそいい牽けん制せい材料になるかもしれない。正教会からの反感を一層煽あおることは間違いないが。

（それなら、時間をずらして宮殿に入ってもらえばそれで……）

　フローレンスも本当は──イスカが側にいてくれた方が心強い。

「しかし、聖せい席せき自ら接触してきたか」

　異い教きようの蛮ばん徒ととして、存在さえ害悪と罵ののしる大砂漠帝国皇こう帝ていに。

（彼ら自身も、最も早はや教義になど拘こだわっていない証あかしよね。教義は利を貪むさぼるためのただの建たて前まえ）

　教義に忠実であるならばいい、というわけではないが、一段と虚しさを感じる事実でもある。

「陛へい下かは正教会の聖席に座す方々について、ご存ぞん知じですか？」

「西大陸の王女が私に訊くのか」

「……引きこもりでしたので……」

　情けないが本当のことだから仕方ない。それに、帝国にとって正教会は明確に敵である。メヘラザーテが内情を調べていないとは思えない。実際、カフィエズは正教会内部へ潜せん入にゆうしていた。

「カフィエズの報告から判断するに、注意すべきは第三聖席と第四聖席。この二人だろう」

　第三聖席ソロンには、先日会った。人ひと柄がらを知るほどの会話はなかったが、現段階での印象としては、実に聖騎士らしい、というところか。

　己の正道に頑かたくなで、他者の思おも惑わくは見取りながらも無む視しして、強ごう引いんに捻ねじ伏ふせる。そういう強きよう硬こうな空気を感じた。

　しかし、メヘラザーテがソロンの名を挙げたことに引っかかりを覚える。フローレンスは抱いた疑問をそのまま口にした。

「ここ数年、聖騎士が実戦投入されるような事件はなかったはずですが……。聖席の権けん力りよく者しやとして注意すべき、という意味ですか？」

　騎士としてのソロンの実力を計る機会はなかったはず。試合上の力量ならばカフィエズが知っているとしても、戦場で発はつ揮きできるかは別問題だ。

　だから、確認のために訊きいた。おそらく違うだろうとは思いつつ。

　そしてやはり、メヘラザーテは首を横に振る。

「公式な記録としては、そうだな。しかし奴やつらは顔も素性も隠かくして帝国で傭よう兵へいとして、あるいは現地工作員と共に、長く我わが国くにを鍛たん錬れんの場として使ってきた」

「！」

「奴らは個人で現れるため、特定が難むずかしい。素性の知れぬ人間など今の帝国にはごまんといるからな。怪しまれたときには忽こつ然ぜんと姿を消すのがほとんどだ。捕とらえたとしても即そく座ざに自害する。──もっとも、遅くとも来年の春には改かい善ぜんする。侵しん入にゆうも減らせるだろう」

（そうか……）

　政情が落ち着き、入出国や国民の情報管理が機能すれば、身元不明の人間が暗あん躍やくするのは難しくなる。戦場ではなくなった帝国は、鍛錬の場にもならない。

　正教会が撤てつ退たいを決めたのも妥だ当とうと言える。自分たちの姑こ息そくな工作が炙あぶり出されることも避けたいはずだ。

　正しいものは、常に輝かがやいていなくては神性を失うから。

「私が知る何人かは、鬼き人じんや、私たちが自己潜啓イドリズムを使用しているときと変わらぬ力を持っていた」

「え……!!」

「さらに言えば、奴らのそれは私たちと違って一時的なものではないようだ。薬品によってか暗示によってか、もしくはまったく別の手しゆ段だんでかは分からんが、聖騎士どもは強化状態を自然体にする訓練をして、どうやら成し得ている」

「まさか……」

　メヘラザーテが噓うそや冗じよう談だんで言っているはずはないと分かっていても、フローレンスの口から出てきたのは否定の言葉だった。

「おかしいではありませんか。イスカも──アルフルードも、六りつ花かや自己潜啓イドリズムは体を酷こく使しするものだと言っていました。人間がその状態を自然体で維い持じできるはずがありません」

「そうだな。だから、何人も突とつ然ぜん死んだ」

「！」

　メヘラザーテの口調は、知っている事実を語っただけ。

（どうして、そこまでして）

　他人の命も自分の命も、平然と投げ捨てる。その狂きよう気きに寒気が走った。

「今生き残って聖騎士だという顔をしているのは、そういう連中だ。忠ちゆう告こくしてやる。事を構える隙すきを奴らに与えるな。正面から戦えばお前たち中央・北は負ける」

　戦いくさ慣れし、かつ正教会と西大陸の基本的な実力を知っているメヘラザーテの判断は、おそらく正しい。

「……はい」

「お前の兄は妥当な手段で回かい避ひを試みている。正教会を政治的に、財力的に無力化するつもりだ。いかに超ちよう人じん的てきな肉体を持とうと、所しよ詮せんは人。飲まず食わずでは死ぬ。そして食うには民たみの力がいる」

　聖騎士の力を削けずれないのならば、その土台を奪うばう。そういうことだ。

「お前の鬼人との婚こん約やくしかり、挑ちよう発はつするような真ま似ねを繰くり返かえしているのは、周辺諸しよ国こくに見せつけるためだ。正教会を支持してももう利はない、奴らはすでに敗北者だと。事実その通りだ。だから奴らは焦ってもいる」

（ああ、そうか）

　兄、セリスは正教会の反発を押し切ってフローレンスをラハ・ラドマに輿こし入いれさせたのではない。正教会に反発させるためにラハ・ラドマを選んだのだ。

（けれど、それにしたって強引すぎる）

　セリスならばもっと周しゆう到とうに、相手が気付かないうちに手を回し、一気に締しめ上あげそうなものだ。だがそれをしない──否いな、できないのであれば。

（時間がないから？）

「支える民がいなくては軍の維持は不可能だ。遠えん征せいの途と中ちゆうで自じ壊かいするのをただ笑って見ていればよい。だが──……お前は、兄が宮きゆう廷ていのどれほどを掌しよう握あくしているか知っているか？」

「……いいえ」

　恥ずかしい話ではあるが、フローレンスは故国の内情を問われても、首を横に振るしかなかった。

　宮廷内の話はあまり詳くわしく知らない。セリスやミリアが教えてくれた情報で、異い母ぼ姉兄きようだいとは折り合いが悪い、ということを知っている程度。

　しかしメヘラザーテの言い方と現状からして、おそらく、もうそんな優しい言い方ではすまない関係だ。

「そうか。──外から見た私し見けんではあるが、おそらく確実に掌握していると言い切れるのは五、六割といったところだろう。平時であれば充分に支持者を獲かく得とくしていると言えよう。エスカ・トロネアの規き模ぼを考えれば称しよう賛さんに値あたいする。無理をしたな」

　兄が、こうも上から評価されるのをフローレンスは初めて聞いた。帝国を統すべる皇帝の目から見れば、セリスも若わか造ぞうの中の一人でしかないのかもしれない。

「だが今は、それでも足りん。三割、いや二割でも第一王女に取り込まれれば、南北を割る聖せい戦せんが起こると覚かく悟ごしろ。エスカ・トロネアにはそれだけの財がある」

「っ……」

　告げられた数字にフローレンスは息を詰つめる。それは最早、回避不可能という宣せん告こくではないのか。

（そうか。だからお兄様は周辺諸国への印象操そう作さを始めた……！）

　きっとセリスはもう、戦が起こる覚悟をしている。そのとき正教会に乗る国が少なければ、被ひ害がいは抑おさえられる。早そう晩ばん進軍が不可能となり、瓦が解かいするだろう。正教会の零れい落らくを印象づけているのはそのためだ。勝ち目のない者に乗る国などない。

　しかしエスカ・トロネアの宮廷事情が大陸を南北に割る、ということは。

「……お姉様たちは、まさか」

「第一王女と第二王子──お前の異母姉兄は正教会と繫がっている。我が愚ぐ兄けいと同じだな。王女は王位を、正教会は権けん威いを求めて協力関係にある。王位を奪った暁あかつきには、正教会を国教として、より押し広めるぐらいは約束しているだろう」

　求めるものは競合せず、利害が一いつ致ちする。共きよう謀ぼうは充分に成り立つ。

「愚おろかなことだ。自分たちがどれだけの時間をかけて大陸の指導者となったのか、すっかり忘れているらしい」

　メヘラザーテの言う成り行きは、納なつ得とくはできる。しかし理解はできなかった。

（なぜ、そこまでして王位が欲ほしいの）

　異母姉兄は側室が産んだ子どもだが、王族として認められているし、正せい妃ひの子であるセリスやフローレンスと扱あつかいが違うわけではない。セリスが王おう太たい子しなのも、第一王子で王となる才覚に不足がないから。実に順当な結果だ。

「正教会がお前に興味を示したのは、鬼人の力を欲ほつしてかもしれんな」

　もちろん、王太子妃ひであろうともフローレンス自身が直接ラハ・ラドマの力を行使できるわけではない。国こく策さくを決めるのは国王だ。

　しかし、言葉は届く。

　正教会から見れば、フローレンスは政略のためにラハ・ラドマ、大だい砂さ漠ばく帝てい国こくと、悪条件の婚こん姻いんを強要され続けている王女だ。豊かなエスカ・トロネアでもう少しの自由を得たいと思っていてもおかしくない──その可能性を考え、接触し、フローレンスの本心を見定めたい部分もあるだろう。

（正教会にとって、エスカ・トロネアが強国であることは問題ではないわ。自分たちに都合のよい人物が玉ぎよく座ざに就つくなら、むしろ今まで通りの権力を維持していてほしいとさえ思うでしょう）

　フローレンスがエスカ・トロネアの王女に戻りたくても、ラハ・ラドマの王太子妃であることを望んでも、正教会は利益を提示できる。

　だがそれでも、首は傾かたむく。

「正教会がラハ・ラドマを……ですか？」

　組織の性格さえああでなければうなずけた。もしラハ・ラドマが正教会と密ひそかに連れん携けいし南北からそれぞれ攻せめれば、エスカ・トロネアの敗北は避けられまい。挟きよう撃げきにはそれだけの力があるのだ。

　加えて、ラハ・ラドマの背はい後ごを突ける国がない、という地理条件も有利に働く。前方にだけ集中すればよいのだ。

　実はラハ・ラドマは、軍事的な強国となりうる要素をほとんど備えている。彼らの意識に上らなかった、というだけで。

　これは実際に戦を起こすことが必要なのではない。起こればそうなる、と思わせるだけで充分なのだ。もちろん、それで父王やセリスが退ひかなければ現実になるのだろうが。

　だが正教会がそのためにラハ・ラドマの地位を認めるだろうか。自分たちの長年の主張を覆くつがえせるほど柔じゆう軟なんだとは、フローレンスには思えなかった。

　フローレンスが懐かい疑ぎに戸と惑まどった顔をしていると、メヘラザーテはきっぱりと言い切った。

「第四聖席はおそらく教義に拘らん。そして奴には、正教会の総意として、己の意志を貫くだけの力がある」

「……」

　正教会に潜入していたカフィエズから報告を受けた上でメレディスという人物をそう判断したのなら──きっと間ま違ちがっていない。

「ラハ・ラドマには悪くない話かもしれんぞ。結果に比べればかかる労力はさしたるものではない。一言要求するだけで、正教会はラハ・ラドマの贖しよく罪ざいを認めるだろう」

　ラハ・ラドマが国として前進するために、西大陸各国の思想に根付く正教会から正式に認められるのは、ぜひとも成なし遂とげたいことの一つだ。

　正直な話、ラハ・ラドマにとっては西大陸の支配者がどの国であっても大差ない。関係するほどの国力も地位もないからだ。国の利だけで考えるなら、正教会から協力を求められれば益を認めざるを得ない。

「……だとすると、お兄様は今の状じよう況きよう下かで陛下がわたしを求めたことを、あまり喜ばなかったはずですわね」

「ラハ・ラドマの感情を損そこねたくはなかっただろう。だが当然、私からの要求を突つっぱねる選択も存在しない。取れる選せん択たく肢しは限られていた」

　やや意地の悪い笑みを唇くちびるに浮うかべ、メヘラザーテは言う。

「私にしてみれば、西大陸の支配者がエスカ・トロネアだろうが正教会だろうが変わりはせん。西大陸が疲ひ弊へいさえすればよかったのだからな」

　どちらにしろ攻せめ滅ほろぼすつもりだったのだから、そうだろう。せいぜい混こん乱らんして力を削そげばいいと望んでいたに違いない。

「今はもう、侵しん略りやくを考えてはいらっしゃらないのでしょう？」

「……ふむ」

　不安な気持ちを拭ぬぐいきれず問いかけたフローレンスに、メヘラザーテは考える素そ振ぶりを見せた。ぎくり、と心しん臓ぞうが強こわ張ばる。

「お前はどうしたい？」

「え。わ、わたしですか？」

「そうだ」

　なぜ帝国の国策に関わる内容でフローレンスの意志を訊ねてくるかは分からなかったが、答えは決まっている。

「わたしは、犠ぎ牲せいとなる人ができる限り出ない道を歩めればと思います」

「ならば西に戻ったあと、兄にでも父にでも伝えるがいい。正式に、私がエスカ・トロネアとの講こう和わ条じよう約やくに調印してやる、とな。──見ての通り我が帝国軍は陸、海共に精せい鋭えいを持つ。正教会が北を目指すなら、その背後を突いてやるのも一いつ興きよう」

　西大陸とではなく、エスカ・トロネアと手を結ぶ。

　それは、事が起こったときは帝国が全面的にエスカ・トロネアに与くみするという宣せん言げんだ。

「なぜ……ですか？」

　そんなことをしたところで、帝国には利がない。メヘラザーテはただ、勝者が決まるのを待てばいいのだ。

　戸惑うフローレンスに、メヘラザーテはこともなげに告げる。




「私がお前たちを気に入っているからだ」




　他の誰かが口にすれば、失しつ笑しようを買うだけの台詞せりふだ。しかしそれを行動理由にできるだけの力を、メヘラザーテは持っている。

「帝国皇帝に怖おそれるものなどない。利？　害？　私の意志の前では些さ細さいなことだな。己の欲するもの、望むままに世を動かせずして、何が覇は者しやか」

　大小多くの国が存在し、互いの均きん衡こうを保ちながら動く西大陸とはまったく違う。

（これが皇帝）

　メヘラザーテに従したがう者たちが、彼の背に期待を寄せる理由が、分かる気がする。

「お前も自身の願いのためにこそ戦うがいい。叶かなえるために何をするべきか──分かるな。私とお前の目指すものは、見事に一致している」

　メヘラザーテは帝国を裏うら切ぎった兄あに皇おう子じを断だん罪ざいするために。

　フローレンスは西大陸を守るために。

「正教会とエンデルハン殿でん下かの繫がりの証拠を手に入れます。いつでも公表できる形で」

　正教会の上層部──メレディスやソロンが教義に忠ちゆう実じつでないことは分かっている。しかしそれが明るみに出るとなれば話は別だ。思想で纏まっている組織だからこそ、建前は重要である。

「それでよい。では、共に赴おもむくとしよう」

「はい、陛下」
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　一日の休養を挟み体調を整えてから、フローレンスたちは宮きゆう殿でんへと向かった。赴くのは六人だが、現在同行しているのは四人のみ。

　まずは主であるメヘラザーテと、その妻フローレンス。そしてハルシュラとミリアだ。イスカとアルフルードは時間をずらして入る予定になっている。

　危険な事態が予想されるので、どうするか最後まで悩んだが、結局ミリアにも来てもらうことにした。

　侍じ女じよの一人も付き従っていない寵ちよう姫きは不自然だし、かえって警けい戒かいしていますよと言うに等しい。エンデルハンとまずは話し合い、という路線に変更はないのだ。

　ミリアも快く了りよう承しようしてくれたから、という理由もある。戦力とは別の意味で、フローレンスにとって彼女の存在は心強かった。

　事前連れん絡らくはほとんど直前だったが、行ゆき渡わたってはいたらしい。宮殿に到着すると、門兵はすぐに道を空けて一行を通した。

　ただ、さすがに出迎えまでは間に合わなかったようで、足を踏ふみ入いれたエントランスには誰もいない。が、時を置かずに宮殿の奥から四十前後の男性が駆かけてくるのが見えた。

　彼が南州総そう督とくエンデルハンなのだろう。

（あまり陛下と似ていないわね）

　顔立ちはもちろん、雰囲気も。つい、そんなのんきな感想が一番に出てきてしまった。

「久しいな、兄上。息災のようで何より」

「へ、陛下こそ、ますますの繁栄をお喜び申し上げます。此こ度たびの不ふ手て際ぎわ、大変申し訳なく」

「よい。急なことだったからな」

　二人の間を流れる空気は、兄弟ではなく王と臣下そのものだった。実際に兄弟としての親しみなど皆かい無むなのだろう。

「すでに聞き及んでいようが、新しく迎えた我が妻はあまり丈じよう夫ぶな性た質ちではない。陽が入り、風のよく通る部屋を設しつらえろ。しばしの間滞たい在ざいする。その間に、兄上とは話したいこともあるのでな」

「は……っ」

　メヘラザーテの言葉にほっとしたような、しかしやはり恐きよう怖ふを消しきれないような、何とも言えない顔をする。

（話し合う余地がまだある？　と期待してしまう時点で、陛下に勝てる人ではないわね）

　それからエンデルハンはフローレンスへと視し線せんを移した。目線に込められたのは、珍めずらしい西大陸の姫への好こう奇き心しんではなく、わざわざこの場に同席している理由を訝いぶかるもの。

（正教会の件がなければ、わたしはここにいなかったでしょうからね）

　疑問はもっともだが、解消してやる必要はない。フローレンスはにっこりと鉄の微笑ほほえみを浮かべた。

「はじめまして、エンデルハン殿下。フローレンス・テア・エスカトロネアと申します。しばらくこちらで──」

　名乗りを上げている途中で、ふと後ろが騒さわがしくなった。フローレンスは言葉を切って振ふり向むく。その先にあった姿に──やはり、という思いで目を留とめた。そこにいたのは予想通り、公ハ衆マ浴ー場ムで会った女性だ。

（ここに来たということは、彼女がパルポワ卿きようで確定ね）

　慣れた様子で闊かつ歩ぽしてきたメレディスは、まずエンデルハンへと挨あい拶さつを述のべる。

「ごきげんよう、エンデルハン殿下。──あら。来客中でしたのね。失礼」
















　分かって来ているのに、白々しく言ってのける。大した神経だ。

　メレディスが身につけているのは上質な真新しい布地で、裕ゆう福ふくさを主張している。しかし動きやすさを損なわない商人の出いで立たちは守っていた。着こなしが板についている様子からして、彼女はやはり帝国に慣れている。

「お前──！」

　彼女を見たエンデルハンは、露ろ骨こつに苛いら立だちを見せた。だが州総督の、そして協力者の感情を彼女は気にした風もなくメヘラザーテに笑いかける。

　当然だ。正一位神官が捕とらえられ、メヘラザーテに正教会と繫がっている反勢力への支し援えん者だと知られた以上、エンデルハンはもう正教会の隠かくれ蓑みのとして役に立たない。用よう済ずみだ。

　正教会にとって、有能な皇帝であるメヘラザーテの存在は邪じや魔まで、排はい除じよしたい相手。だが情勢とは刻一刻と変わるものだ。

　排はいするよりも取引を持ちかけた方が得策。メヘラザーテの立ち位置は、正教会にとって交こう渉しようを視し野やに入れざるを得ないほど厄介になった、ということだ。

　もっとも彼女の演技力は中の下で、本当に笑っているわけではないのは丸分かりである。瞳ひとみに宿るのは浴場でフローレンスが寒気を覚えたのと同じ、他者を見下す歪んだ光。

「はじめまして、メヘラザーテ陛下、フローレンス殿下。わたしはメレディス・パルポワ。エンデルハン殿下にご贔ひい屓きいただいている商人です。せっかく陛下にお会いできたので、ぜひお話しする機会をいただきたいのですが？」

「ずいぶんと堂々とした名乗りだ」

「これぐらいの度ど胸きようがなくては、商売などやっていけませんわ、陛下」

　呆あきれたメヘラザーテの言葉に、メレディスは平然としたままで返した。

　ソロンにフローレンスとの接触を頼たのんだ時点で、正体が露ろ見けんするのも想定内だったのだろう。メヘラザーテが驚おどろきもなくメレディスの名乗りを受け入れたのに、満足気ですらあった。

　名前一つで聖席である証明はできないし、問い詰めたところで正教会は認めない。イスカたちの存在が万が一ばれたとしても、しらをきり通すつもりでいるフローレンスのように。

　だがそれを含めても、太ふて々ぶてしいその態度に感かん嘆たんする。

「今は取り込み中だ、下がっていろ！　話は後で聞く」

「はい、殿下。それではまた」

　焦って自分を追い出しにかかるエンデルハンに、メレディスは一いち瞥べつもくれずあっさりと従った。大人しく宮殿の奥に消えていく彼女の唇は、余裕の笑みを浮かべている。メレディスの目的はこの時点でもう果たされたのだ。

（身分証明に殿下を使うとは、さすがの胆たん力りよくね）

　挨拶一つで、自分が今まで間違いなくエンデルハンと繫がっていたとフローレンスたちに証拠立ててみせた。

　メレディスの去った方向と、彼女の背を目で追うフローレンスたち。両方を忙せわしなく交こう互ごに行き来したエンデルハンの首は、ややあってメヘラザーテに落ち着いた。ぎこちない空から咳せきをして体ごと向き直る。

「とにかく、陛下。このような所で立ち話もありますまい。まずは部屋へご案内いたしますので、そちらでお寛くつろぎください」

「そうしよう」

　取とり繕つくろうように言ったエンデルハンに、メヘラザーテはうなずく。

（エンデルハン殿下……。大人しく降こう伏ふくを認めてくれればいいのだけれど）

　正教会に見限られていると分かれば、諦あきらめてくれると信じたい。
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　客室に通されたフローレンスは、まず、入り口で一いつ旦たん足を止めた。

　メレディスは今回、交渉を行うためにフローレンスを呼んでいる。エンデルハンにしたところで、破れかぶれに共とも倒だおれを狙ねらうのでなければ、今更フローレンスに手を出したところで無意味だ。

　それどころか、フローレンスがズィーネで死んだ瞬間に最後の慈じ悲ひすら失う。西大陸から和平の象しよう徴ちようとして送られてきた姫を害した者に、メヘラザーテ政せい権けんが容よう赦しやできるはずがない。最も残ざん酷こくな刑けい罰ばつが与えられるだけだ。

「……」

　だから危害を加えられることを警戒したわけではなく──フローレンスの目はただ一点、部屋の奥、飾かざり棚だなに鎮ちん座ざする花か瓶びんに注そそがれていた。

　いつとは確定していなくとも、近くメヘラザーテが宮殿を訪れることは分かっていたはず。目の前でしっかり準備万ばん端たん整えられた部屋の様子も、推測を裏付けている。

　隙なく整えられた貴き賓ひん室しつ。そこには帝国における富ふう貴きの象徴──『花』が堂々たる佇たたずまいで存在してしまっていた。

　ラグリマよりも環かん境きようが優しいせいだろうか。心なしか活いき活いきしているようにさえ見えてしまう。

「あ、あの……。失礼な点がございましたでしょうか」

　歩みを止めてしまったフローレンスに、案内役の侍女はやや顔を青ざめて訊ねてきた。そこでフローレンスもはっと我われに返る。

「い、いえ。何でもないの。少しその、立ちくらみが」

　全体的に文句はない。個人的な部分以外。なのでフローレンスは病弱設定を利用して誤ご魔ま化かしを試みた。

「そ、それでは医者を！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。いつものことなの。ありがとう。でも少し、休ませてもらうわね」

「はいっ。何かございましたらすぐにお申し付けください！」

　つい最近訓練したばかりのような正しい角度で腰を折ると、侍女はさっと退出した。フローレンスが人ひと払ばらいを求めた機き微びを読み取ったのだ。

　侍女が全身に張はり巡めぐらせていた緊張に、何だか申し訳ないことをした気分になる。

「一いつ片ぺんたりとも間違ってはならない！　という気合が感じられるわね」

「陛下の評判が窺うかがい知れますわね。ところで姫、あちらはどういたしましょう」

　ミリアが示したのは、もちろん花だ。

「うーん……」

　選び抜いて用意してくれたのだろうし、さっさと片付けてしまったらまた妙みような緊張が走りそうだ。気に入らなかったのかと、即座に新しい花を用意されるだけだろう。

　何の解決にもならないし、いろいろな面で気が引ける。

　それに一つ、気になることがあるのだ。

「少し、試してみるわ」

　そっと、一歩一歩慎しん重ちように足を進めていく。花を上から見下ろすまでに近付いて、口と鼻を覆おおう布を外した。ここまでは異い常じようなし。

　大きく息を吸すい──同じぐらいに深く吐はいた。確認を終えて、肩から力が抜ける。

「うん。この花は大丈夫」

　所変われば、というやつだろうか。帝国の花には、体が強く反応を起こす種類が少ない気がする。まったく影えい響きようがないわけではないが、許きよ容よう範はん囲いだ。

「まあ……！」

　振り返って断言したフローレンスに、ミリアは目を輝かせる。

「姫にも害にならない花があったのですね！」

「あるかも、とは思っていたのよ。確認する勇気がなかっただけで」

　思いがけない場所で発見してしまった。これだけでもズィーネに来た価か値ちがあるかもしれない。

「ではこれからは、姫の部屋に飾る花はこちらで！　種なり苗なえなりを購こう入にゆうしていかなくてはなりませんわね！」

「ま、待って待って！　それは危険な気がする！　どんなものでも過か剰じよう摂せつ取しゆはよくないと思うの！」

　せっかく体が反応しない花を見つけたのに、失ってしまうかもしれない。こういう大切なものは、いざというときのためにとっておくべきだ。

　そう、たとえば、結婚式とか。

（帝国から輸入すれば、式場、ちゃんと花で飾れるかも！）

　花が一輪もないのはさすがに不自然だろう。それでも貫き通すつもりでいたが、できれば常識からはみ出したくない。

「それに大砂漠帝国で咲く花よ？　ラハ・ラドマで育てるのは大変かもしれないわ」

「そう……。そうですわね……」

「ごめんねミリア。いつも殺風景な部屋で」

「いえ。大切なのは姫が心安く過ごされることですもの」

「ありがとう」

　──落胆する気持ちは分かる。花は確かに、あらゆる美しいもの、可か愛わいらしいもののたとえに使われるだけあって、素す晴ばらしい造形をしていると思う。

（多少は惜おしいと……うん、思わなくもない。余裕が出てきたわね、わたし！）

　アレルギー症しよう状じようの精神的克こく服ふくにより、人生を大分前向きに生きていけそうな気分になってきた。フローレンスが己の成長を嚙かみ締しめていると、扉を叩たたく音が響ひびく。誰すい何かの声に答えたのはメヘラザーテだった。

　安あん堵どして扉を開いた瞬間、ぎょっとする。

「ごきげんよう、フローレンス様」

　訪れたメヘラザーテの隣となりには、メレディスがいた。

「ソロンから話は伝わっているわね？　早さつ速そく、今から始めましょうか」

「ずいぶん急ぐのね」

「エンデルハン殿下が首を突っ込んでくると面めん倒どうなのよ。貴女たちだって早い方がいいでしょう？　皇帝陛下だって、さっさと兄君の件を片付けたいでしょうし」

　メレディスとの話に決着を付けてからエンデルハンとの対話に臨のぞめば、不要なやり取りが省はぶけるのは確かだ。

（元々そのつもりで来ているんだしね）

　おそらくメレディスとの交渉は決けつ裂れつするが、やる価値はある。

　しかし急になったせいで、対応できていない懸け念ねんが発生してしまう。

「では、ミリアは……」

「ハルシュラと共にいればよい。皆私の部屋に集まっている。都合も良かろう」

（ああ、そういうことね）

　ここでフローレンスとメヘラザーテがメレディスを釘付けにしておけば、イスカが合流する際に危険度が減る。

「まあ。信用がないのね。わざわざこうして、皇帝と一緒に呼びにきてあげたのに」

　メヘラザーテと共に来たのは、彼女なりの配はい慮りよだったようだ。間違いなくメレディスより武ぶに優すぐれるメヘラザーテがいたことで、フローレンスが安心を得たのは間違いない。

　皇帝を当然のように利用する無ぶ遠えん慮りよさは、メレディスの意識に他者への敬けい意いがないせいだろう。

「当然だ。己の所業を顧かえりみるがよい」

　竜りゆう涙るいの泉いずみに毒を流し、市民もろとも皇こう都とを壊かい滅めつさせる──。

　そんな凶きよう悪あくな無差別殺人を実行する輩やからに、信用などあるはずがない。

　謀はかりごとの中ちゆう枢すうにいただろうメレディスに対し、内心は穏おだやかならざるものがあるのだろう。しかしメヘラザーテは表面上、感情一つ覗のぞかせず冷静だった。

「あのときはあのときよ」

　答えるメレディスもまた、過ぎたことなど些さ末まつだとでも言いたげに受け流す。

（大たい層そうな神経の持ち主よね……。意識的にやっているのなら、見習いたいくらいだわ）

　彼女ほど無慈悲に徹てつせるようにはなりたくないが。

「さほど変化したとは思えんがな。その意志を今から確認するところだ」

「ふふ。まあ、悪くない答えね。じゃあ行きましょう」

「……」

　部屋を空けるのを一いつ瞬しゆんためらったが、どうせ本格的な安全確認はしていない。帰って来たときに、きちんと調べればいい。

「分かったわ」

　まずはミリアをメヘラザーテの部屋へと送り届け、それからメレディスの案内について行く。彼女がフローレンスとメヘラザーテを誘さそったのは、地下だった。我が物顔で厳げん重じゆうな扉を開き、倉庫の一つへと入る。

（相当慣れているわね）

　宮殿の造りを熟じゆく知ちしている様子だ。相応の関かん与よを匂わせてくれる。

「どうぞ、座って。薄うす暗ぐらいのは許してちょうだいね」

　二人に椅い子すを勧すすめ、メレディス自身も席に着く。そして勿もつ体たい付けることなく、テーブルの上に薄うすい紙の束を載せた。

「貴方あなたたちが欲しいのは、これでしょう？」

　ざっと目を滑すべらせると、エンデルハンがどこかに金銭を融ゆう通ずうしている証書のようだった。

「正教会の名前はないようだが」

「それは無理よ。自分に不利益な証しよう拠こを取引材料にする人間はいないでしょう。でも、帝国にはこれだけでも価値があるはずよ」

　確かにエンデルハンに突きつけ、誰から見ても反逆人であると納得させる材料としては、充分だ。

「履り行こうされるごとに処しよ分ぶんされるから、証書はそう多くはないし保管期間も限られているわ。これはわたしが隠して、取っておいてあげたの。感謝してちょうだい」

「貴女自身が、こうして交渉するために必要だから、取っておいただけでしょう？」

　恩着せがましい言い方に呆れた息をつくが、メレディスは堪こたえた様子もなく言い返してくる。

「でも、欲しいでしょう？」

「くだらん前置きはいい。本題に入れ」

「話が早いのは結構だけれど、せっかちなのは良くないわね。──まあいいわ」

　うなずくと、メレディスはすっと目を細めた。瞬間、部屋の温度が一段下がったような感覚に陥おちいる。

「では、ご希望通りの話をしましょう。──わたしたちは手を組む価値があると思うの」

「そちらの条件次し第だいでは、そうね」

　──ほんの僅かな人数、勝者となった支配者にのみ生じる価値が。

　反感を隠して認めたフローレンスに、メレディスは嬉うれしそうな顔をした。

「貴女とはちょっと込み入った話が必要だけど、大丈夫そうね。どう？　フローレンス姫。貴女、エスカ・トロネアに帰りたい？」

　メレディスはまず、フローレンスの意志を探ってきた。

　メレディスはきっと、大抵の人間がエスカ・トロネアでの優ゆう雅がな暮らしを求めると思っている。フローレンスも当然そうだと考えての発言だ。

　彼女はすでに、自分にとって都合のいいエスカ・トロネア王族と繫がりがある。普通に考えれば、フローレンスにはエスカ・トロネアにいてほしくないはずだ。せっかく勢力を伸ばそうというときに、異母姉兄との間でごたごたが起きては面倒なのだから。

　──しかし。

（この言い方からすると、エスカ・トロネアに戻ることを許すつもりなのね）

　そしてフローレンスが帰るのを受け入れる、というのならば──

「わたしは今、お姉様たちと秤はかりにかけられているのかしら」

「あら」

　不愉快だと表現する声を作ってフローレンスが言えば、メレディスは意外そうに呟つぶやいて、それから薄く笑んだ。

「貴女と手を組むのも、悪くはなさそうね」

　返ってきたのは肯こう定ていの言葉。

「……お姉様たちでは不満？」

　異母姉兄との繫がりを知っていることを暗に示せば、メレディスは特に否定を見せなかった。

「いいえ。張りぼてとしては充分だから構わないわ。それ以上となると論ろん外がいだけど。でも貴女とはもう少しまともな話ができそうな気がするわね」

（これは、わざとなのかしら。それとも自覚がないのかしら）

　伝え聞いた話でしか判断できないが、フローレンスの異母姉兄は決して愚かな人ではない。エスカ・トロネア王族の名を堂々と名乗れるぐらいには力があると思う。

　どうやらメレディスにとっては、世の大半の人間が愚か者に分類されるようだ。きっと、目の前で対しているフローレンスとメヘラザーテのことも。

　彼女の傲ごう慢まんな冷たい瞳に、今こそ納得した。

「できれば貴女には、ラハ・ラドマに帰ってほしいところだわ。どうかしら？　王太子とは大変仲睦むつまじい様子だったと聞いているけれど」

　メレディスの口調がもう少し感情的であれば、フローレンスの心も何かしら波立ったかもしれない。しかしあまりに打算しか見えないため、気持ちは凪ないだままでいてくれた。

　メレディスはフローレンスとイスカが、恋をして共に側にいることを望んだのを、情報として知っている。状況が指し示してもいるから。

　けれどメレディス自身が実感を伴って理解しているわけではなさそうだ。人生の中で、他者に対して柔やわらかな気持ちが芽め吹ぶいた経験が一度もないのだろう。

　恋心だけではない。友愛、親愛、敬けい愛あい──そういったものすらも。

（彼女は、自分が知らないものに想像を馳はせさえしないのだわ）

　その冷たさが有利に働く場面もあるかもしれないが──人の心を解さないメレディスとは、真の友好など結べない。

「……そうね。わたしが帰るのであれば、ラハ・ラドマね」

「まあまあ！」

　メレディスはメヘラザーテにちらりと目を向けた。彼が無反応であることを見て取ると、満足げにうなずく。

「そちらの話は済んでいるのね」

「その答えは必要かしら」

「いいえ、不要ね。安心しただけよ。──では改めて提案するわ。わたしたちは互いに、充分な益を与えられる関係になり得ると思うの。ラハ・ラドマには地位の向上を。大砂漠帝国とは……近付くのは難しいけれど、水面下での平和的な関係を築くことを約束してもいい」

　やはりメレディスは教義に一いつ切さい、拘っていない。

「帝国民の改かい宗しゆうの受け入れも積極的に行いましょう。別に本心からでなくてもいいのよ。洗礼さえ受けてくれれば」

　服を着替えるのと同程度の気軽さで、メレディスは改宗という言葉を口にした。彼女にとっての宗しゆう派はとは、自身が所属する役職としての意味しかないのだ。

　事務的極きわまるメレディスの言い様に、メヘラザーテは不快気に鼻で笑う。

「大した聖席だ。信しん心じんの一つも持ち合わせていないと見える」

「あら……意外ね。貴方は違うの？　皇帝陛下。神様なんて見ることも触ふれることもできないのに」

「貴様は一体、神をどのように捉とらえている。己の都合で救ってくれぬからその存在を信じぬと？　愚か者が。人はそこまで脆ぜい弱じやくではなく、神はすでに充分、我ら人間が己の足で歩くための手段を与えてくださった。後は己が心と頭で切り拓ひらけ。頼たより切るのは怠たい慢まんであろうが」

（い、意外と信仰心は持っていらっしゃるのね）

　深く突っ込む機会がなくてよかったと、フローレンスはほっとする。神様についてはどちらかといえば、フローレンスはメレディスの考えに近いので。

「……それは、失礼」

　メレディスもこの話運びはよくないと悟さとったらしく、すぐに謝罪した。

「けれど通行許可証として、正教徒であったら便利と考える人がいることは、否定しないでしょう？」

　正教会が大砂漠帝国を敵としているのは、宗しゆう教きようと文化が違うからだ。建前だけでも改宗してしまえば、敵である理由を一つ失う。文化の違いを一時誤ご魔ま化かす、あるいは目を瞑つむるぐらい、商しよう魂こん逞たくましい商人ならばやる。人と物の交流に、ほぼ妨さまたげがなくなるのだ。

「そうだな」

　利は利として冷静に認めたメヘラザーテに、メレディスはほっとした顔をした。理り屈くつでは計れないもので説得することは、きっと彼女は不得意だろう。

　──よく分かる。フローレンスもそうだ。

（だから貴女は、もう陛下を説得できないのよ）

　外がい面めん的てきな印象だけでメヘラザーテと交渉に臨のぞめば、失敗する。それをフローレンスはもう知っていた。

　政治家として、国益を測る部分を持ち合わせているのも間違いない。だからメヘラザーテの癇かんに障さわらなければ、利害だけで取り引きできる目もある。

　しかしメヘラザーテの一番はそれではない。メヘラザーテはセリスと真逆の人間だ。

　彼は、自分の感情を裏切らない。

「だが国家交流の下地程度、欲しければ私の手で摑みに行く」

「それは、非合理的よ。もっと無む駄だなく──」

「無駄は覇者にとっては余興の一つだ」

　効率を追求するほど余裕を失ってなどいないと、メヘラザーテは断言する。次の利を提示できず言葉を失ったメレディスに、皇帝は冷ややかに、乾かわいた笑みを向けた。

「貴様の話はどれも魅み力りよくのあるものではないようだ。──いっそ正直に請こうがいい。これより西大陸を南北で割り戦を始めるので、確実に疲弊するがどうか襲おそわずにおいてほしい、と」

　そう言ってしまえば、実に都合のいい要求だった。

「貴様が手の内に持ち、私に価値があると思わせるものは、これだけだ」

「痛つっ」

　言うなりメヘラザーテは無造作に手を伸ばし、メレディスの手首を摑つかんで捻ひねる。苦く痛つうに顔をしかめ、メレディスはすぐに手元の書類から手を引いた。

「つまらん話に付き合ってやった代価だ。貰もらっていくぞ」

「本当に、賊ぞくのようなやり口だわ」

　解放された手首を擦さすりつつ、メレディスは嫌けん悪おと共に呟いた。だがそれ以上文句を付けたり、取り返そうとはしない。

　メヘラザーテに価値はあっても、メレディスには用のないものだ。少なくとも、身の危険を冒おかすほど重要ではない。

　代わりにメレディスは、もう一人の交渉相手であるフローレンスへと目を向けてきた。

「貴女はどう？　セリス殿下は貴女のために動いてはくれない人よ。それどころか、必要とあればこうして利用される。もっと自由に権力を使いたいとは思わないの？　エスカ・トロネアの王女なのに」

「家族を一番に考えるエスカ・トロネア王など、西大陸に必要ないわ」

　それが許されるほどエスカ・トロネアの持つ力は小さくない。均衡を保つための最さい善ぜんを優先できる意志力がなくては、エスカ・トロネアだけではなく、西大陸すべての国を混乱に叩き落とす。

　他者を当然のように餌え食じきにし、己の利を追つい及きゆうするメレディスには、国益のために個を犠牲にする考えは理解し難がたいかもしれない。だがフローレンスの中で、兄への気持ちは一切変化していなかった。

（わたしはお兄様を家族として愛している。何も変わってなどいない）

　エスカ・トロネアで生きてきた十六年間、フローレンスの心を救ってくれていたのは、ミリアとセリスだ。たとえセリスに計算があったとしても、かけられた愛情を疑う必要はない。自国の利益に必要な知ち恵えだけではなく、家族としての心の交流が、セリスとの間には存在していた。

「王太子として、覚悟をもって務つとめを果たしている兄に、尊そん敬けい以外の気持ちを抱いたことはないわ。もちろん今もよ」

（だって、わたしにはできない）

　セリスはフローレンスに帝国皇帝との婚姻を命じるとき、迷わなかった。望まれないことを命じる仕事の、なんと憂ゆう鬱うつなことか。

　セリスがそれをどう感じているのか、それとも感じない人なのかは外からでは窺い知れない。だが命じることができるように育てられ、周囲の期待に応こたえて、誰もが声を揃えて相応しいと言う、エスカ・トロネア王太子としての自分を作り上げたのは事実。

　セリスもきっと、フローレンスを妹として愛している。そして王女としての責務を全うさせた。それだけだ。

　その一手を迷わず打てる兄は、間違いなくエスカ・トロネアの王に相応しい。

「……綺き麗れい事ごとを」

「人間、口にするのは綺麗事であるべきよ。理想がなくなった世界なんてぞっとするわ」

　そこで区切りと判断したのだろう。メヘラザーテは席を立つ。フローレンスも彼に倣ならった。こちらの用件は済んだので、長居する理由はない。

　メレディスも止めはしなかった。彼女にとっても、フローレンスとメヘラザーテの協力は必ひつ須すではない。

　地下を抜け、窓の外に地上の景色を望めるようになって、フローレンスは自然と息をついた。たとえ夜に支配されていても、広がる外界には開放感がある。

「どうした。緊張でもしたか」

「そうかもしれません」

「……そうか」

　聞いてはみたものの適当な言葉も思い付かなかったようで、事実確認が終わったあと、沈ちん黙もくが流れる。ややあって発されたのは、直前の気き遣づかいとは無関係なことだった。

「心配するな」

「はい？」

「少なくとも兄上の証言は得られる。正教会の関与を物証と共に提示できるのが一番だが……こうもあっさり渡したところからすると、そちらの望みは薄いかもしれん。しかし兄上の証言だけでも、抑よく制せいにはなるだろう。西大陸でもな」

　気遣いが実益にすり替かわるあたりが、実に皇帝らしい。フローレンスの心労の一いつ端たんを取とり除のぞく効果があるのも確か。つい、小さく笑いが零こぼれた。

　そのフローレンスの様子に瞳を和なごませ、メヘラザーテは続けて口を開く。

「部屋に戻ったら中を改めろ。アルフルードあたりに任せるのが妥当だろう」

「陛下こそ、お気を付けください」

　交渉が決裂した今、メレディスにとってメヘラザーテは邪魔でしかなく、現実的な脅きよう威いとなる。正教会から見た厄介さは、フローレンスの比ではない。

（実は一番危ないのはイスカだけど……）

　正教会にとって、ラハ・ラドマは悪役に仕立てにくい国だ。自分たちが拘ってきた教義のせいで、敵にするには格が足りない。なのに現実的な武力は西大陸中で頭ず抜ぬけていて、今や皆がそれを知っている。

　イスカが正教会の誘いに乗ることは絶対にない。敵になる可能性が高い強大な力ほど邪魔なものはないだろう。

（でも、さすがに王太子が密みつ入にゆう国こくしてるとは思わないわよねー……）

　こちらもイスカの存在を隠しておくつもりでいるから、まず気付くまい。注意するべきは、ソロンを始めとした騎士団領に来ていた聖騎士たちだが、今のところ宮殿内ではお目にかかっていない。

（部屋から出なければ、余よ程ほど運が悪くない限り遭そう遇ぐうしないでしょう）

「ふっ……。私の心配など不要だ」

　そう言いつつ心地ここち良よさそうにフローレンスの心配を受け入れ、メヘラザーテは私室の扉を開く。そこにはイスカとアルフルードも含め、全員が集まっていた。

「イスカ、フローレンスを送ってやれ。交渉決裂だ。警戒を怠るな」

「はい」

　メヘラザーテに促され、イスカとミリア、アルフルードが席を立つ。イスカは真まっ直すぐフローレンスへと歩み寄り、ほっとした表情を見せた。

「無事でよかった」

「は、話をしに行っただけですから。大丈夫でしたわ。それにそれはむしろ、わたしが貴方に言うべき言葉です」

　あの場で身の危険はまずないと踏ふんでいた。誰かを忍しのばせておいて、もしメヘラザーテやフローレンスに気付かれれば、交渉の席さえ成立しない。

「俺の方は問題ない。──陛下も一緒だったのだし、余計な憂ゆう慮りよだと分かっていた。それでも自分で確かめられないのは、不安になる」

「っ……」

　言われてフローレンスが考えたのは、自分が逆の立場だったらどうか、ということ。

「……そう、ですわね。わたしもきっと、貴方の姿を見るまで落ち着きません」

　フローレンスが己の心に素直に応じたとき、ふと視し界かいに帝国主しゆ従じゆうの姿が入ってしまって、急激に現実感が帰ってきた。

「へ、陛下。こういうとき、オレたちはどうしたら」

「放っておけ。気が済むまでやらせればよい。私は休む」

　さっさと奥の私室に行ってしまった主の背を見送って、ハルシュラは途と方ほうに暮れた顔をする。そんな顔をさせた当人であるフローレンスも、充分居いた堪たまれない。

　──逃げるに限る。

「で、ではっ。ごきげんよう！」

　こういうときは一番に行動してしまった方が楽だ。フローレンスは颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、部屋を後にした。何事もなかったかのように即座に動いたミリアはさすがである。

　すぐにイスカとアルフルードもついてきた。フローレンスの部屋は従じゆう者しや扱いのイスカたちの部屋を挟んだ近距離にある。

　真っ先に扉の前に着いたのはフローレンスだが、手は伸ばさない。代わりにアルフルードが前に出た。

「先に私が見ます」

「お願い」

　一度無人となった部屋に細工がされていないかどうかを調べるために、アルフルードが中へと入る。念入りに確認してから、フローレンスを振り返った。

「妙なものはありません。姫は何か、お気付きのことはありますか？」

「いいえ。わたしにも変化はないように──」

　見える、と部屋を見回しつつ足を踏み入れ、答えようとしたフローレンスは、途中で言葉と歩みを止める。

（おかしい！）

　変化があった。

（なんか鼻がむずむずする！　部屋を出たときは何ともなかったのに!!）

　フローレンスの体が、大丈夫だった花にこの短時間で反応するようになってしまったのでなければ、答えは一つだ。

「アルフルード。花が違うわ」

「は？　花？」

　見た目は、花か冠かんの王国の王女であるフローレンスをもってしても、違いが分からないほど同じに見えた。しかし、違う。おそらく出かける前とは違う花が活いけられている。

　しおれていたから取り替えたということではないだろう。飾られていた花は、充分活きがよかったのだから。

「姫が花に直接触れる可能性は低いでしょうから……。香かおりか何かに、蓄ちく積せきすることで効果を発揮する仕し掛かけがあるのでしょうかね。──とりあえず、処分しておきましょう。ついでに陛下にもお伝えしておきます」

「そうね。その方がいいでしょう」

　疑わしきは取り除け精神の持ち主であるアルフルードの結けつ論ろんは早い。

　自分の目では差さ異いを認められなかったようだが、アルフルードはフローレンスの言げんを優先した。しかしやはり気になるようで、問いを向けてくる。

「私には違いが分かりませんが、どこで見分けているんです？」

「花粉よ」

　さらり、と答えてから、はっとした。

（しまった！　アルフルードにはまだバレてなかったはず！）

　自ら墓ぼ穴けつを──と警戒心の薄くなりつつある自分を内心で罵っていると。

「……花粉、ですか。さすがエスカ・トロネアの王女……？」

　お国くに柄がらのおかげで、技能的な解かい釈しやくで済んだ。

「ま、まあね」

（そういうことにしてしまおう！）

　フローレンスを焦らせたアルフルードの方はそれ以上気にした様子もなく、すでに思考を次に進めているようだった。少し考えてから、再び口を開く。

「害意を形にしてくるのなら、このまま何事もないと考えるのは楽観に過ぎるでしょうね。お許しいただけるなら、私と殿下もご一緒したいところですが」

　廊下で待機したままのイスカへと目で確認しつつ、アルフルードはそう言ってきた。

　二人の部屋はフローレンスとメヘラザーテの部屋の中央に存在しているが、壁かべで隔へだてられたその距きよ離りは、緊きん急きゆうを要する事態が発生したとき、近いとは言い難い。

　アルフルードの提案にフローレンスはミリアと目を合わせて、うなずいた。

「心配するほど浅い付き合いではないつもりよ。お願いするわ」

　気になるのはせいぜい無意識下での自分が見せる醜しゆう態たいぐらいだ。しかし命と秤にかければ、どちらを優先するかは決まっている。

　承諾を聞き、イスカも部屋に入ってきた。

「では、俺とアルは控えの間を借りるが、いいか？」

「ええと……。やはり、そうなってしまいますわよね……」

　つまりは長椅子で眠る、ということになるのだが、王子にその扱いはさすがにどうかと、ミリアはためらいを見せた。

「もういっそ、主しゆ君くん二人は同じベッドでよくないですか」

「「まだ早いッ!!」」
















　ぐだぐだしそうな予感がしたか、アルフルードから面倒そうにとんでもない提案がされたが、それにはイスカと揃そろって拒否する。

　直後、はた、とイスカと目を合わせ、気が付く。

（は、初めてイスカと揃った……！）

　内容はアレだが、フローレンスは心なしか感動さえ覚えた。

　じんわりと嬉しさを滲にじませるフローレンスだったが、イスカの方は若じやつ干かん複雑そうな顔をする。しかしすぐに自らの邪じや念ねんを振り払うように首を左右に振った。

「俺たちのことは気にしなくていい。ゆっくり休んでくれ」

「その……。ごめんなさい」

　これと似た状況が初めて皇都に行く道中にもあったと思い出す。当時と同じく、申し訳ないから自分も一緒に辛つらさを共有しようとは、基本効率重じゆう視しのフローレンスには思えない。

「構わない。こういうときはいっそ熟じゆく睡すいしてくれた方が嬉しい。信用されている、ということだろう？」

　本心からそう思っている曇くもりのない笑顔で言われ、フローレンスはこくり、と首を縦たてに振った。

「お言葉に甘あまえさせていただきます。──じゃあミリア。一緒に寝よう？」

　ベッドは一つ。ここでミリアだけ控ひかえ室しつに帰しては意味がないし、ソファや長椅子でとなると、いっそイスカたちより気になる予感がする。

　ミリアはしばし、身分違いの葛かつ藤とうで迷いを見せたが──

「そういたしましょう」

　結局、効率を選ぶエスカ・トロネア人だった。
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　──夜の静せい寂じやくの中では自然が流れる音が際きわ立だち、美しく響く。風の音。揺ゆれる葉の音。虫の声。六りつ花かを使って集中すれば、海の波音さえ拾えるかもしれない。

　そんな中、穏やかで規則正しい女性二人の寝ね息いきもはっきりと聞き取れてしまう。

「お望み通り、熟睡ですね」

　しずしずと奏かなでられる夜の音に耳を澄すませていたイスカは、正面のアルフルードが目を開き、座り直すのを見て首を傾かしげた。

「まだ交代には早いが」

「目が覚めてしまったので」

「そうか」

　きっとここで交代して仮眠を取っても、アルフルードは受け入れるだろう。だがおそらく、今彼は話したいことがあるのだ。

　イスカが黙ったままでいると、アルフルードは意図を悟って口を開く。話す気になったようだ。

「私は、姫のような人間が好きではありません」

「……そうか」

「多分、賢かしこい相手の策さく略りやくにはめられて、自分ではどうにもできなかった腹立たしさや恐おそろしさを、忘れられなかったせいでしょう。苦さを思い出して、どうにも好きになれませんでした」

　アルフルードはメヘラザーテから部隊を囮おとりとして使い潰された過去がある。ラグリマでの事件の折、見捨てられていたのではないとカフィエズから教えられたが、部下を喪うしなった事実は変わらない。

　メヘラザーテやカフィエズの思考の先を読めていればと、ずっと心に引っかかっていたのだろう。

（俺が同様の経験をすれば、やはり腹立たしく歯がゆく、そして──恐れると、思う）

　何よりも自分が敵かなわないことに。その先で失う大切なものに。

（だが、アルにそう思わせたのはフローレンスじゃない）

　敵わないことが同じなだけの、まったく別の人間。

「それは、フローレンスに失礼だな」

　思い込みと重ねて、彼女自身を知る前に勝手に結論を出してしまっている。だがアルフルードがした告白は過去形になっていた。

「反省はします。性しよう根ねは変わらないでしょうが。──今は、殿下に嫁とついでくれたのが彼女でよかったと思っていますよ」

「そうだな」

　イスカはうなずき、そっとフローレンスが眠る寝室へと目線を送る。

　──改めて、思う。

　人を好きになる気持ちは、知っているつもりだった。

　家族や臣民。想われる喜びも、だからこそ応えたいと、彼らに恥じぬ自分でありたいと、守りたいと湧わき出でるもの。それらはイスカにとってとても馴な染じみ深ぶかいもので、新しく家族になるのだろう少女のことも、きっと同じように愛するのだと漠ばく然ぜんと思っていた。

　けれど──違う。

（他の誰かなら、別れの時が来たとしても、行った先で幸せに過ごしてくれればいいと言える。だがそれを貴女に言うのは、噓になる）

　隣にいるのは自分でありたい。そのうえで、フローレンスにはそれが一番幸せだと思ってほしい。

　身勝手だ。びっくりする。

（フローレンスは俺との未来を望んでくれた。だから俺は気持ちを持て余さなくていい。しかし、もし望まれなかったら……どうしていただろうか）

　諦めて身を引いただろうか。

　そうするべきだ、とは思う。互いに気持ちがなければ無意味だと分かっているのだから。

　報われない苦しさに耐えなくていい。通じ合った想いに、深く安堵している。

「……俺は幸せだな」

「それは無事、姫と結婚できてから言いましょう。お二人の現状はむしろ幸せではないと思いますよ」

「そ、そうだったな」

　メヘラザーテが寛かん容ようすぎるので、忘れていた事実に苦笑いをする。

「でも、上う手まくいくと思う」

「陛下のあの様子なら大丈夫でしょう。ただ……妙に不安になるんですよね。ズィーネに発たつときカフィエズが嬉き々きとしていたので」

「…………」

　それは実に、不安を搔かき立たてる情報だった。

「失礼しました。気に病やみすぎないのはいい心がけですよ。精神衛生上は」

　備えられるのが一番だが、何を企んでいるか想像が付かない以上、やれることは少ない。

　無駄に気を揉もんでいるよりはと、あくまでも効果が出る範囲に留とどめて言うのが、実にらしい。自然、イスカは小さく笑う。

「──時間ですね」

　笑われたせいか、少し気まずげにアルフルードはイスカに仮眠を促す。

「ああ。なら、しばらく頼──」

　和やかに言いかけた言葉は途中で止まった。イスカは立ち上がって剣けんに手をかけ、一いつ拍ぱく遅れたアルフルードもすぐに同様の体勢を取る。

　場に満ちる静寂。一いつ斉せいに声を途と切ぎれさせた虫たちが、イスカとアルフルードに異常を主張する。

　しかし──数呼吸後、息をふき返したように、虫が輪りん唱しようを再開した。

「……去った、か？」

「諦めが早いですね」

「何がなんでも害したいわけではない、ということか……」

　正教会にとって今のフローレンスは、楽に殺せるならば実行する価値があるが、無理をするほどの相手ではない。花の仕掛けが効果を発揮したか様子を見に来た程度だったのだろう。

　ならば、本命は──。

「陛下とエンデルハン殿下は!?」

　次に思い浮かんだのは、正教会にとって最も邪魔だと見なされているだろう人物。

「ハルと陛下は心配ないでしょう」

　周囲の静寂は破られていない。もし襲しゆう撃げきされたとしても、メヘラザーテやハルシュラが抵抗もできないまま殺されるはずがなかった。

「ですが殿下は分かりません。確認してきます」

「待て。俺が行こう」

　イスカの方が武技に優れているのは、二人の共通認識だ。

　そしてまだフローレンスの安全も絶対とは言えないので、一人はここに残る必要がある。

　アルフルードは数すう瞬しゆん迷いを見せたが、すぐにうなずく。

「分かりました。お願いします」

「ああ。フローレンスたちを頼む」

「はい」

　イスカが部屋を出ようとしたのとほぼ同時に、ベッドの方で衣きぬ擦ずれの音がした。

「イスカ……？」

　不ふ穏おんな気配に反応してか、フローレンスが目を覚まし、声を上げる。元々眠りは浅かったのだろう。

　いつもよりいささか無防備な、ぼんやりとした声で当然のように自分の名を呼んだことに、イスカは内心で喜びを覚える。が、今はそれどころではなく。

「何があったのですか？」

　身を起こし終えたときには、もうフローレンスは覚かく醒せいしていた。二人の様子を見て、ベッドから下りようとする。

「いや、今のところ俺たちには何もない。だが妙な動きをしている者がいる。陛下とエンデルハン殿下の様子を見てこようと思う。貴女とミリアはアルから離れないでくれ」

「分かりました。お気を付けて」

　落ち着いた様子で了承したフローレンスに見送られ、イスカは部屋を出た。

　耳を澄ませば、奇き妙みような沈黙が広がっている方向が分かる。不慣れな宮殿だが、虫の異常が行くべき先を教えてくれた。

　念のために確認したメヘラザーテの部屋は、すでに空だった。メヘラザーテとハルシュラは早々に対処に動いたのだろう。

　廊下を渡って、主人とその家族が暮らす主しゆ棟とうへと入る。──と。

「！」

　目の前に、倒れた衛え士じの姿があった。その先には不自然に開け放たれたままの扉。

「やめろ！　何の真似だ！」

　悲鳴交じりの甲かん高だかい声で、エンデルハンが叫さけぶのが聞こえた。駆け寄ったイスカの目の前に、エンデルハンが文字通り転がり出てくる。追って現れた、見覚えのある白しろ装しよう束ぞくをすんでのところで打ち払う。

　エンデルハンは床ゆかに這はったまま上手く動けずにいる。腰が抜けて動けない──だけではなく、脳が命じて入れているはずの力が、体を震ふるわせるだけで的確に伝わっていない様子だ。

　イスカたちはフローレンスの特技（？）によって発覚、処分できた花の影響が出ているのかもしれない。

「そのまま動かずにいてください！」

　エンデルハンの前に立たち塞ふさがり、部屋へと視線を走らせる。部屋の隅すみにある飾り棚は、置かれるべき装飾を失っていた。行き先を示すのは割れたガラス窓。部屋の中央に陣じん取どり立ち回りを演じているメヘラザーテが、飾られていた花瓶を投げ捨てたらしい。

　おそらくフローレンスの部屋にあった物と同じだったのだろう。

「よく来た！」

　どうやら実じつ兄けいを蹴けり転がして救出したのはメヘラザーテか。彼は白装束数人に囲まれながら、余裕のある褒ほめ言葉をイスカへ向けた。

「陛下！」

　イスカとメヘラザーテに挟まれる形となった白装束たちの切り替えは早かった。

　十指の狭間はざまに長針を構え、一斉にエンデルハンへ向けて投とう擲てきする。放たれた針が纏う液体が金属の輝きを不自然に反はん射しやさせ、滴しずくを散らす。──毒針だ。

　エンデルハンを庇かばい、イスカは降ふりかかる針を瞬時に処しよ理りしていく。その最中に。

「ひ……っ」

　いきなり、エンデルハンが身じろぎをした。力が上手く伝わらない体に鞭むちを打ち、それでも己を襲う凶きよう器きから逃れようとする。

　それは危険から脱だつしようとする人間の、ごく自然な行動だ。だがイスカにとっては想定外で、今は愚ぐ行こう以外の何ものでもなかった。

（くっ！）

　処理しなくてはならない針が変わって、イスカは焦る。振るった剣の先が──届かない。

「ぎゃ……！」

　針が腕に刺さったエンデルハンが悲鳴を上げ、顔色を青くした。針の前で手の平を握にぎったり開いたりを繰り返す。

　どう処しよ置ちを施ほどこすべきなのか──イスカにも分からない。

「落ち着け、兄上」

「っ、陛下……！」

　針を投げると同時に白装束たちは一斉に離り脱だつに転じていたが、一人二人、メヘラザーテから逃げきれずに部屋に転がっている者がいる。

（彼らが解げ毒どく剤ざいを所持していれば、まだ……。しかし）

　どちらにしろ、イスカの落ち度に違いはない。

　守れなかった。自分がやらねばならなかったのに。

「申し訳ありません」

　荒あれた部屋を抜け、歩み寄ってきたメヘラザーテに深く頭を下げる。

「構わん。そこの臆おく病びよう者もののせいだ。医師を呼んでくる。ここで待て」

「はい」

　イスカが行くよりも、メヘラザーテが説明した方が早い。取り残されたエンデルハンはすでに意識をもうろうとさせ、弱々しい呻うめきが時折零れ落ちる。

　──治ち療りようが、どうか間に合うよう。

　叩き起こされた医師が駆けてくるのを見ながら、イスカは願わずにいられなかった。





[image: ]






「入るぞ」

　戻って来たイスカに遅れることしばし、メヘラザーテがフローレンスの部屋を訪れた。

「陛下、殿下のご容体はいかがですか」

　フローレンスの問いかけに、メヘラザーテは皆を見回して重みのある息をつく。

「まだ生きてはいる」

「まだ、ということは……」

「一日もつまい」

　伝えられた見通しに、沈黙が流れる。

「解毒は難しいのですか？」

「いや。すでに流通している解毒剤もある。ただし希少で、今日求めて明日手元に届くような品ではない。宮殿の在庫も消え失せていた。どうやら宮殿を離れる前にメレディスが手を出して行ったな」

　そして襲撃者も解毒剤を所持していなかったということだ。徹てつ底ていぶりに悪お寒かんが走る。

（それでは町を当たるのも望み薄ね……）

　事前に解毒剤を買い占めている可能性が高い。メレディスの所在は後回しにするとして、それよりも──

「ところで、ハルシュラも姿がずっと見えないのですが……」

　てっきりメヘラザーテと行動しているのかと思ったが、違ったようだ。不安を覚えてフローレンスが訊ねると、答えはあっさりと返ってきた。

「ハルシュラには外で鷹たかの目をやらせてある。メレディスが逃げる先を知っておく必要があるかもしれんと思ってな」

（では、事態を予測して攻こう勢せいに出るための手を打っていた、ということね。さすがだわ……）

　フローレンスたちは守りを優先した結果だから、後こう悔かいしているというほどではないが、感嘆はする。

「ハルシュラが戻り次第、私は後を追う」

「皇帝自ら、その危険を冒す必要がありますか？」

　メレディスの居場所を摑むのはいい。しかしそのあとは無茶をするべきではない。逃げられてしまう公算は高くなるが、やはり軍を動かし、万全を期すべきだ。

　メレディスは諸しよ島とう連合の商人を装よそおい入国していた。護ご衛えい艦かんを含めた商船団で訪れている、との情報も得ている。

　船を動かすには多くの人手が必要だ。一般的に主力として揃えられる軍船を想定すれば、漕こぎ手だけでも百五十人ほど。最悪、全員を戦力として数えるなら、充分まとまった人員を確保していると言える。

　しかしフローレンスの苦言を、メヘラザーテは一いつ蹴しゆうした。

「愚ぐ問もんだ。私の意に添そわぬ輩を見逃す理由はない。何より、私は強きよう者しやであらねばならぬ。ここまで足を運んでおきながら正教会に敗北を喫きつするなど、笑えん冗談だ」

　市民への隠いん蔽ぺいは可能だ。正教会も何も言わないだろう。しかし事実を知っている者も少なからず存在する。武力で国を纏めたメヘラザーテに、敗北は許されない。

「それに、これでは正教会の関与を公表できぬ。正確には、したとしても疑ぎ念ねんが残る。私にとって都合が良すぎる主張となるからな。帝国内ですらそう思われるだろう。行きつく先は私が兄上を殺害した、だ。反はん抗こう勢力に火種をくれてやる気はない」

　帝国の安定のためには、エンデルハンは生きたまま獄ごくに繫がれ、裁さい判ばんによって罰ばつされなくてはならない。

（確かに、燻くすぶることになるでしょう。でも）

「陛下の身に万一があったら、本ほん末まつ転てん倒とうです」

「万一など起こさなければよい」

　平然と言い返され、フローレンスは言葉に詰まる。無茶だ──とは、メヘラザーテには言えない。聞き入れないだろうし、ただ不興を買って終わる。

「フローレンス、イスカ、お前たちは、夜が明け次第離宮へ戻れ」

「いいえ、陛下。それならば俺も行きます。エンデルハン殿下を護まもれなかった責は俺にあるのだから、陛下だけに行かせるわけにはいきません」

「……お前は、自分の立場が分かっていないのか。私が行くのは正教会の本ほん拠きよだぞ」

　戦争を挑いどむのにラハ・ラドマは邪魔だ。そしてイスカには人ひと質じちとしての価値がある。

「理解はしているつもりです。しかし……！」

　譲ゆずれない様子で言いい募つのるイスカだが、慌あわただしく駆けてくる足音に言葉を切った。

「陛下！」

　声を上げつつ扉から飛び込んできたのは、戻ってきたハルシュラだった。その表情には焦りが見て取れる。いい報告ならばもっと強気な顔をするはずなので、メヘラザーテは自然、眉まゆを寄せた。

「どうした、撒まかれたか」

「まさか！　そこまで間ま抜ぬけではありません。ですが奴ら、船に乗り込んでしまって」

「そうか。船に戻ったか」

　船は海上の孤こ島とうである。退路を危き惧ぐしたハルシュラの苦い声とは対照的に、メヘラザーテは一言呟いたのみ。さほど厄介とも思っていなさそうな口振りだ。

「それと一つ奇妙なことが。奴ら出港の様子を見せませんでした」

「──何？」

　ハルシュラの報告にメヘラザーテは一瞬不可解そうな顔をしたが、苛立たしげに舌打ちをした。

「待っているのか。私か、もしくは──」

（……わたしを）

　メヘラザーテに投げかけられた目線に、フローレンスはうなずく。

　エンデルハンの命がメレディスに握られたことで、状況は変化しようとしている。

　エンデルハンを救えなければ、その死はいいように使われるだろう。噂うわさを流す程度の工作ならいくらでもできる。

　ズィーネと帝国経済に貢こう献けんしていた兄皇子の死は、内ない乱らんを鎮しずめたばかりの皇帝の不ふ審しんを煽あおる恰好の材料だ。直接的な反乱は起こらずとも、メヘラザーテは自国の監かん視しに多くの労力を割さくことになり、西大陸に構う暇ひまなどなくなる。少なくとも、正教会が目もく論ろむ聖戦に介かい入にゆうする余力は失う。

　しかしエンデルハンを助けられれば火種を抑え、エスカ・トロネアと講和条約を結んだ帝国は、存在だけで正教会を牽制する力を持つのだ。

　メヘラザーテとフローレンスがそれぞれ安全策を選ぶのなら、正教会と再び交渉の余地が生まれる。

　メヘラザーテには不ふ干かん渉しようと引ひき換かえに帝国の安定を。

　フローレンスには傍ぼう観かんと協力を求め、戦争を起こさないことを引き換えに、ラハ・ラドマの地位向上、そしてセリスや父王の命を保証してくれるだろう。

　──けれどどちらも、それしか道がないわけではない。

　フローレンスたちにも、正教会にも。

「これは、ただの罠わなだ」

「はい」

　間違いない。そして乗らなくていい罠だ。フローレンスも、メヘラザーテも。エンデルハンと反皇帝派との繫がりだけなら証明できるのだから、正教会が反皇帝派を利用していた件を追及しなければ、帝国内の問題には片かたがつく。

　そしてフローレンスはただ、セリスを信じて情勢を任せ、ラハ・ラドマに戻って息を潜ひそめていればいい。

　──メレディスの我が欲よくに、敗北して？

「ですが陛下は征ゆかれるのですよね？」

「無む論ろん。ここで引けば負けたことになる」

「ならば、皆で。安全策を取るのではなく、最高の成果を摑み取りに行きましょう」

　それに何より。

（目の前に、助けられるかもしれないのに、見捨てることになるかもしれない命がある）

　イスカは絶対に見捨てない。理由なんか後回しにして、純じゆん粋すいに人の命を助けることを望むだろう。

　そっとイスカを見上げると、フローレンスの考えを読んだかのように、力強くうなずいてくれた。

（わたしには、それで充分）

　エンデルハンは、王族としては助ける価値のない相手だ。せっかく内乱が収おさまったというのに、反抗勢力を支援して要かなめである皇帝を排そうと、混乱を招いた。

　言い分はあるのだろう。しかし彼は、王族として絶対に許されない所行に手を染そめた。

　皇都ラグリマを、自国民を、己の欲望のために害する手助けをしたのだ。知らなかったでは済まされない。

　さらにエンデルハンが皇こう位いに就けば、正教会に延えん々えんと介入され続ける。彼が関与した暴挙が明るみに出れば、生まれる反感はメヘラザーテが内乱で買ったものの比ではない。

（殿下がした行いを考えれば見捨てたって構わない。でも、帝国に益をもたらした人物であるのも確か。そして未来もまた分からない）

　生きている限り、人は何かを成してゆく。けれど命が尽つきればすべてが終わる。

　少なくとも、誰かの最期を決めるのが、個人の我欲であってはならないはずだ。

「良い方に変わる世を信じて、そのために動きたい。そう思います」

　フローレンスの思いを継ついでイスカがそう口にすると、皇帝は苦く笑しようでそれを認めた。

「そうなのだろうな。お前たちなら。──よかろう、同行を許可する。行くぞ。奴らの手の内にな！」

「はい！」

　場に揃った全員が躊ちゆう躇ちよなく声を上げる。そのあとで、フローレンスはすっと挙手をした。

「どうした」

「敵てき陣じんへ──しかも船へと乗り込むのです。意気込みはもちろん大事ですが、考え得る限りの準備をしておきたいと思います。本題に入ってよろしいでしょうか」

　上がった熱気をさらりと冷ましたフローレンスの言葉に、男性陣は沈黙して、一斉に吹き出す。

「ああ、まったく。理りに適かなったことだ」

「せっかくの勢いに水を差しやがって！　だから女は好かん！」

「頼もしい限りじゃないですか。拝はい聴ちようしましょう」

（え？　え？）

　当然、始めるべき話題だと思っていたフローレンスは皆の反応に戸惑い、助けを求めてイスカを見た。イスカも、微妙に男性陣に共感したような苦笑いを浮かべている。

「よろしく頼む。軍ぐん師し殿どの」

「は、はい……？」

　──一体、何を間違えた？
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　夜の闇やみが最も深くなり、人間に原初の恐きよう怖ふを絶えず訴うつたえかけてくる時刻。

　人間としては強きよう者しやである自負を持つメヘラザーテだが、自然に勝てると驕おごったことはない。正教会の輩やからにしても同様のはず。自然はどちらにも肩入れしない。味方に付ける策さくを練るのは、いつでも人間だ。

　闇に紛まぎれ、メヘラザーテは少数の英えい傑けつを供ともに港へ向かう。先頭はメヘラザーテと、案内役のハルシュラ。間にフローレンスを挟はさみ、後こう衛えいにイスカとアルフルードを配してある。

「……」

　正直──アルフルードをどうするべきか、未いまだ扱あつかいあぐねている。

　軍を立ち上げた初期から参戦し戦果を挙げてくれた良りよう将しようだが、メヘラザーテにとってはウルアトシェの副ふく将しよう、という印象しか残っていない男だ。

　脱だつ走そう兵へいではあるが、現在はイスカの侍じ従じゆうで、ならばそれでいいかと、触ふれ難がたい空気がすでにできている。

（ハルシュラとは、多少わだかまりを解いた感があるが）

　元々腹を割って話すような間あいだ柄がらでもない。このまま他国の皇こう帝ていと王おう太たい子しの侍従として付き合い、別れるのが無ぶ難なんだろう。

　メヘラザーテが状じよう況きようからいささか逸いつ脱だつしたことを考えていると、フローレンスがふと、不思議そうな声で前を歩くハルシュラを呼んだ。

「こんな闇の中で、よくパルポワ卿きようを見失わなかったわね」

「何を言うかと思えば。人間なんてでかいもの、見失いようがないだろう。今夜は月も出ている好条件だ」

　ハルシュラの答えは、何を当然のことを──とでも言いたげだった。メヘラザーテも自己潜啓イドリズムの使い手であり、ハルシュラの感覚は理解できる。ただし、それが使えない者との差異をしっかり把は握あくしたうえでだ。

　しかし幼よう少しよう期きから周囲に自己潜啓イドリズムを使える手て練だれがいて、己おのれもそれを習得する未来を疑うたがわず、事実修めたハルシュラは、人間の基本能力の認にん識しきに若じやつ干かんの齟そ齬ごをきたしている感があった。

　第一世代のメヘラザーテたちより、若い時分から行使していた第二世代であるハルシュラの体は、より自己潜啓イドリズムに慣れている。大だい砂さ漠ばく帝てい国こく内では、最も聖せい騎き士しの在ありように近い。本人に自覚はないようだが。

「……そういうものなの？」

　一方、身体的には常人以下のフローレンスも、自分を基準にはしなかった。月の浮かぶ空と、闇に溶とける道とを交こう互ごに見つつ、啞あ然ぜんとして──しかし納なつ得とくしようとしている。

（人間の能力の基準がおかしくなりそうだ。後で修正してやろう）

　情報はできる限り正しく。立案の基本だ。

「夜中は動くものが少ないから、人が通ったあとの塵ちりや埃ほこりは形がしばらく不自然に残る。それを見れば撒まかれようがない」

「……。待って。普ふ通つう、それ見れるものじゃないと思う」

「集中力は必要だな」

「そういう問題でもなく！」

　フローレンスはハルシュラに反はん論ろんしつつも、それが当人にとっての常識だとも悟さとって、それ以上は何も言わずに口を閉ざす。

（柔じゆう軟なんで、吞のみ込こみが早い。あと数年もすれば、本格的に化けるかもしれん）

　軍師として必要な冷れい酷こくさも思いきりのよさも、確率の低い危険性さえ摘つみ取とる慎しん重ちようさもフローレンスは備えていた。

　才能を見れば、磨みがいてやりたくなる。活いかしてやりたくなる。メヘラザーテの唇くちびるは、本人も気付かぬうちに自然と笑みの形になっていた。

　フローレンスが政治家として、軍略家として優すぐれているのは幸いなことだ。これからのラハ・ラドマはただの辺境小国ではいられない。武力とは、人に訴えかける力の中で最も単たん純じゆんで強力で、分かりやすいからだ。

　自分たちの幸運を、ラハ・ラドマはよく知るべきだ。フローレンスの智ちは、これからラハ・ラドマに襲おそいかかる火の粉を払はらうのに大いに役立つだろう。

（それも互たがいに救われたからこそ、なのだろうが）

　女一人を追い求められるほどに。男一人に応えるために国に抗あらがうほどに。愛しているから大切にしたい。相手の気持ちも、周りも、すべてを。

（少々羨うらやむ気持ちもあるが……。実際に己の身に置おき換かえてみれば、どうにも疲つかれそうだな。私も年を取ったのかもしれん）

　疲れる、などという発想が自然に出てきた自分に、メヘラザーテは小さく笑った。疲れを自覚できる余よ裕ゆうはいいものだとも思う。

　そうして一行が辿たどり着ついた港には、多くの船が泊とまっていた。光景自体は悪くない。為い政せい者しやとしては実に満足だ。

　そう、だから──これを作り上げたエンデルハンには、愚おろかな真ま似ねさえしなければ地位も名めい誉よも充じゆう分ぶんに与あたえておくつもりだったのだ。

（兄上はそう大それたことのできる器うつわではない。何よりも保身を優ゆう先せんする男だった）

　父皇帝の崩ほう御ぎよと共に、早々に帝国から逃げるぐらいには。

　そんな小心者に逆ぎやく賊ぞくへの道を歩ませたメレディスの、言葉という凶きよう器きにこそ警けい戒かいするべきだ。

（──気に食わん）

　高みから世を操あやつる、万ばん能のうの智ち者しやででもあるつもりか。

（舐なめるなよ、女め狐ぎつね）

　舞ぶ台たいに下りない役者のか細い糸などで帝国は揺ゆらぎはしないと、今夜証明してみせよう。

　船の影かげを睨にらむメヘラザーテの隣となりで、ハルシュラが停てい泊はくする一いつ隻せきを指し示す。

「陛へい下か、あれです」

　船は舷げん梯ていも下ろされており、来きたるべき客を迎える心積もりがしっかりあることが見て取れる。

「……多いな」

　周囲を見渡したメヘラザーテは低く呟つぶやく。同じ紋もん様ようを掲かかげた船せん舶ぱくが、特に立りつ派ぱな装そう飾しよくを施ほどこした一隻を中心に十数隻並んでいた。種類も大型船、中型船、小型船と揃そろっている。

「ズィーネは港町ですから、海軍の備えは万ばん全ぜんなのでは？」

「船は馬や人足とはまた違う。どれを追うのが正解か分からん船一隻を、相手が動いてから追いかけて追いつくのは難むずかしい」

　海上は地上ほどには小回りが利きかず、遮しや蔽へい物ぶつもないので奇き道どうを講じる余地もない。敵も味方も、取れる行動は決まってくる。

　フローレンスに答えつつ、メヘラザーテはこれからの展開を考えた。

　メレディスもまさか、ズィーネ海軍と戦って勝てるなどとは思っていないはず。あの編成は自分が逃げるためのもの。残りの船にはきっと、捕とらわれることになっても証しよう拠こにならない小物が乗っているだけだ。

（まあ、構わん）

　メヘラザーテの第一目的は解げ毒どく剤ざい。それ以上はついでに、といったところか。

「では、予定通りに。ただし予定外のときは迷わず己の裁さい量りようで動け。策に固こ執しつするな」

「はい」

　己の心配はしていない。メヘラザーテには、何が起ころうとも切きり抜ぬける自信があった。自己潜啓イドリズムを十全に発はつ揮きするためには、そうでなくてはならない。

　言葉を向けたのは、共に船に乗り込む役を負ったイスカとアルフルードへ対して。

　ここまで状況が動けば、もう姿を見られるなど些さ末まつなことだ。最悪、ラハ・ラドマが正教会と全面的に決別する覚かく悟ごをして開き直るなら、メヘラザーテが私的に招いていたと言い切ればいい。

（しないに越したことはないがな）

　帝国にとってもラハ・ラドマにとっても、おそらくエスカ・トロネアにとっても正教会という勢力は邪じや魔まだが、悪ではない。立場が違うだけだ。

　一方、ズィーネ海軍と合流させるフローレンスとハルシュラは、一定の安全が確保されている。そして皆みなが生せい還かんできるかどうかは、彼女たちにかかっていると言っていい。

「先に行く」

　言って、メヘラザーテは歩き出す。堂々と、正面から。

　全員で馬鹿正直に招待を受ける必要はない。メヘラザーテが注意を引きつけている間に、イスカたちは船内を探さぐる手て筈はずになっている。

　舷梯を上ったメヘラザーテに、船上から声がかかった。

「帝国皇帝か」

　船で待ち構えていたのは、不ふ遜そんにも聖騎士の恰かつ好こうをした体格のいい青年だ。年の頃は二十二、三。地の色だろう金の輝かがやきを上う手まく残したまま、上から紫むらさきに染そめられた頭とう髪はつに、青の瞳ひとみ。佇たたずまいからして威い圧あつ的てきで、隙すきがない。

　情報として、彼の容よう貌ぼうをメヘラザーテは知っていた。間ま違ちがえようのない特とく徴ちようだが、念のために名前を確認する。

「貴き様さまは第三聖席、ソロン・サンレットだな」

「いかにも」

「よかろう。では、話ができる者の所まで案内せよ」

「その前に──エスカ・トロネア王女は来ないのか？」

　ソロンから発せられた質問にメヘラザーテは不快を示し、眉まゆを寄せる。演技と本気と半々だ。

「不服か」

　己の存在を軽かろんじられるのは、メヘラザーテにとってかなり上位に位置する厭いとわしいことだった。正教会にとってフローレンスが、メヘラザーテと同様に価か値ちがある相手だと分かっていても、面おも白しろくはない。そしてそれを隠かくしてやる理由もなかった。

　だがソロンはメヘラザーテの機き嫌げんに頓とん着ちやくした様子はなく、平然と肩を竦すくめてみせた。

「いいや。私としては、むしろ貴き君くんがいれば充分だ」

　返ってきたのは否定の言葉。しかしソロンが心理的な駆かけ引ひきをするようには思えない。

　だからその真意に、ほんの少し興味が湧わく。

「ほう？」

「弱者に興味はない」

　世の権けん力りよく階級で言えば、フローレンスは決して弱者ではない。むしろ強者だ。だからソロンの言うところの弱者とは、単純に武力的な意味でだろう。

「ずいぶん、危あやうい発言をする」

「うん？」

「私と剣けんを交まじえたい、と言っているのか？」

「──はッは！」

　メヘラザーテの指し摘てきに、ようやく気付いたと言わんばかりにソロンは笑った。

「否定はせん。昨今私の相手が務つとまる者が減って退たい屈くつしている。──しかし、それは私個人の願望だ。正教会としては、貴君と事を構えようとは思っておらん」

「どの口が言う」

　つい最近まで反皇帝派を煽あおって帝国を騒さわがせていた組織の言うことではない。メヘラザーテは呆あきれた口調を作って糾きゆう弾だんしたが、ソロンは堪こたえた様子もなく、笑みさえ浮かべて言い放つ。

「状況は変わるものだ。そうだろう」

「……違いないな」

　メレディスと会うためには、否定できない。腹立たしい。この鬱うつ憤ぷんは後で必ず晴らしてやろう、と決めた。

「では、案内しよう。その手の話は私よりも、メレディスの方が余よ程ほど向く。私はどうにも、斬きって片かたを付ける癖くせがあるのでな」

「そうか。私もだ」

「はッは！　そうだろう、そうだろう!!」

　実に小気味良さそうに笑って背を向け、歩き出したソロンにメヘラザーテはついて行く。船室へ下りる間に、ソロンは船員たちに船を出すよう指示をした。

（全員、素人しろうとではないな）

　すれ違う船員の体たい捌さばきは、武芸を修めた者の鋭するどさがある。これだけの人数の手て練だれに囲まれれば、メヘラザーテといえども自力で脱だつ出しゆつするのは難しい。

　船を沖おきに出されるのも不利となる。メヘラザーテの逃げ場をなくし、交渉が決けつ裂れつしたときに海の藻も屑くずとするための用意である。

　だが、大した問題ではない。承知の上で乗り込んできたのだから。敵地に入るとはそういうことだ。

　大型船とはいえ、所しよ詮せんは船。さほど時をかけずに地下の船室、その中でも一番上等と思われる部屋の前でソロンは足を止めた。扉からして装飾を整え、特別性を主張している。個人用ではなく、応接室として使っているようだ。

「メレディス。帝国皇帝だ。エスカ・トロネア王女はいない」

「そう。どうぞ、中へお通しして」

　メレディスの応答は早かった。メヘラザーテが一人で訪れることも、予想した展開のうちの一つなのだろう。

　内側から従じゆう神しん官かんによって扉が開けられ、メレディスと数時間ぶりの再会を果たす。

「ようこそ、皇帝陛下。よろしければどうぞ、席へ」

「そうしよう」

　メヘラザーテには初めから交渉する気などないが、イスカとアルフルードが薬の探たん索さくをするのに、少し時間が欲ほしい。船を沖に出すまで正教会側も同じだろうから、くだらない茶番は順調な滑すべり出だしを見せた。

「考えは変わったかしら？　こちらはいつでも協力を受け入れる用意ができているわ」

「協力か。またずいぶん大きく出たものだ。それだけの価値が我わが愚ぐ兄けいにあるとでも」

「言い方が悪かったかしら。静観してもらえれば充分だと思っているのだけど」

「……」

　──悪くはない、話なのだ。

　メレディスが乗って当然、という言い方をするのも無理はない。メヘラザーテは内ない乱らんを生き抜いた人間だ。昨日敵だった勢力と、翌日笑って握あく手しゆをするぐらいのことはするし、周りもそう思っている。

　正教会が西大陸で何かをしようと思えば、大砂漠帝国に背はい後ごを突つかれるのは困る、というのは間違いない。同時にエスカ・トロネアも南と東、両方と同時に敵対したくはあるまい。

　ラハ・ラドマの重要性は、正教会とエスカ・トロネア、双そう方ほうにとって同程度。彼らが正教会側につけばエスカ・トロネアを挟きよう撃げき、エスカ・トロネア側につけば背後の守りを安全にし、一方向のみに全力を振ふり分わけられる。そのときラハ・ラドマの支し援えんで得られる武力は騎士団領防衛戦で証明された通り。

　メヘラザーテからすれば、西大陸が混こん乱らんに陥おちいり、弱体化するのは望むところ。静観するのもいいし、劣れつ勢せいな方に手を貸して兵と恩を高く売りつけつつ、戦乱を長引かせてやるのもいい。そう考えていた。

　フローレンスとイスカの存在がなければ、間違いなくメレディスの描えがく展てん望ぼうに乗っていた自分を、メヘラザーテは自覚している。

　しかし。

（ああも清すが々すがしい心地ここちになったのは、生まれて初めてかもしれぬ）

　生まれた意義を証明しなければ堪たまらなかった。自分を否定した世界のすべてが腹立たしく、憎にくく、煩わずらわしくてどうしようもない。

　間違っているのは己を否定した者たちだと、認めさせなければならなかった。そうでなければ、自分は一体何だというのか。

　けれどとても、虚むなしかった。

　当然だ。何を認めさせたいのか、メヘラザーテは本当の自分から目を逸そらしてきたのだから。あるいは、己の弱さを直ちよく視しする強さを持てなかったのか。

（私が、得たかったのは。あまりにも幼い──しかし人心からは生しよう涯がい切きり離はなせぬ想いだ）

　ここにいていいのだという、安息。

　自身の存在を喜んでくれる愛情。

　心一つで生まれては消える、単純で儚はかなく、尊とうといもの。

　生せい誕たんに言こと祝ほぎはなかった。母はむしろ憎ぞう悪おを持って迎えたし、父は無関心。

　──だが、そんなことはもうどうでもいいではないか。

（私は己の手で、歩んだ人生で、私という存在の価値を得たのだ）

　自分の命を誇ほこっていい。そう思わせてもらった。

　だからメレディスはただ、遅かったのだ。

　彼女の提案は実に魅み力りよく的てきである。しかし実利よりも、今はイスカとフローレンスへの情の方が余程強い。

（時は有限だ。ラグリマを襲い、私を殺す決断をした時点で敵対は決まったのだ。メレディス・パルポワ）

　メレディスが帝国入りしたのは二、三ヶ月前だという。丁ちよう度どラグリマで蜂ほう起き計画が表面化し始めた頃。立ち位置からしても、彼女の指示が入っていないはずがない。

　あのとき、フローレンスが嫁とついできたのを好機と思うのではなく、エンデルハンを見限りメヘラザーテにつく妥だ協きようを考えれば、また違う現在が紡つむがれていた。民たみを顧かえりみず空くう虚きよな覇は道どうを追い求めるメヘラザーテを、そのまま利用できただろうに。

（指さし違たがえた一手の重さを悔くやむがいい）

　しかしそれはそれとして、確かめておきたいことがある。せっかく敵の懐ふところにまで飛び込んだのだ。得られる情報は多ければ多いほどいい。

　メヘラザーテにとって、決裂が確定している交渉などより余程有意義となるもの。これから敵として相対する人間の、性格という情報だ。

　人間の性格とは、情報の塊かたまりだ。策さく略りやくにおいて多大な重要性を持つ。考え得る中で、指し揮き官かんがどの選せん択たくをするか。この読みが正確であるほど有利になる。

　相手が置かれている状況という明確なものだけではなく、状況に対してどう考えるか。それを知っておかなければ、結局戦場の霧きりから抜け出せない。

「解げせんな」

「何がかしら。すべてが明白だと思うけれど」

「貴様の目的だ。正教会の教義に忠ちゆう実じつだとは思えん貴様が、西大陸を支配して満足か？　それとも、我が帝国もまた貴様の視し界かいに入っているのか」

「ああ、そうね！　言っていなかったわね。心配ご無用。中央大陸に興味はないわ。自然に信徒が増えてくれるのは歓かん迎げいするけれど、強行に乗り出す理由はない。今わたしたちが動かなくてはいけないのは、このままでは落ちぶれていく未来しかないからよ」

　現状はまだ危機感を覚えるほどではない。少なくとも、聖席に座すメレディスが実感するだけの逼ひつ迫ぱく感かんはないだろう。どこへ行っても敬うやまわれるし、小国の王おう侯こう貴き族ぞくよりも余程豊かな財産を持っているはず。

　しかし最盛期から見れば、正教会ははるかに衰おとろえた。そしてエスカ・トロネアの支配を見送っているだけでは、これからも弱まる一方だ。

（エスカ・トロネアは無用の長物に金を捨てる価値を見み出いだす性質をしていない。今は王族二人が正教会についたせいで事を急いているだけで、どうあっても零れい落らくの道から逃れられはしなかった）

　正教会は抗おうとしている。自らの利を守るために。これも当然の流れだ。

「別にわたしが政略を仕掛けたわけではないのよ。だって危険だし、わたしが死んだ後の未来なんてどうでもいいのだし」

　自分本位極きわまりない発言を、メレディスは恥ずかしげもなく口にする。

「でも、矢や面おもてに立ってくれる人がいるなら乗ってもいい。力はあって困るものではないし。どこにでも身のほど知らずな野心家はいる、というだけの話。そしてそれを使う才覚のある人間が、たまたまこの時代にいた、という話」

　嘲あざけるように言ったメレディスの瞳は、自信に輝いている。

「権力を追い求めるなど、愚かだわ。上るということは、落ちるということよ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんな危険なんか冒おかさなくたって、才のある者にはもっと楽な方法があるの」

「第四聖席に留まる貴様のようにか」

「あっはははっ。ええ、そう！」

　メレディスは笑って肯こう定ていした。

　相あい容いれない人種だ、とメヘラザーテはしみじみと思う。

　メヘラザーテはメレディスに一いつ切さいの共感ができなかった。己で摑つかまない権力など危うくて仕方がない、というのがメヘラザーテの考えだ。

「わたしは猿さる山やまの頂ちよう点てんに興味はない。でも頂点に上った人の側にいるのは好き。その人が引ひき摺ずり下ろされても巻き込まれない程度の近さがね」

「ならば貴様は相手を間違えたな。心地良い権力者の側にいたかったのなら、エスカ・トロネア王太子を敵にするべきではなかった」

「あら、侮あなどってくれるのね。傀かい儡らいの出来など見目が良ければ充分よ。いっそ頭におが屑くずでも詰つまっていた方が、勝手に動き出さなくて安心だわ」

　協力関係にあるはずのエスカ・トロネアの第一王女と第二王子を、平然と侮ぶ辱じよくして言い切った。メレディスは己の優ゆう秀しゆうさを、絶対的に信じている。

「聖せい王おうのように、か」

「そうね。あの子も首を斬るためだけにいる人形だわ。でも、いいじゃない。最後の瞬しゆん間かんまで、自分が尊い存在だと信じて、気持ちよく生きていけるのよ。──あぁ、幸せなこと！　羨ましいわ！」

　現実を見るその日が来なければ、知らないままで生きるのは幸せと言えるかもしれない。ただしそれは、他人の手に握にぎられた危うい幸福でしかないが。

「だから、分かるでしょう？　わたしは帝国に興味はない。仮想の敵であってくれればそれでいいの。貴方あなただって敵がいた方が便利でしょう？」

「否定はせん」

「そうでしょう。──ふふ。言葉を理解できる人と話すのは楽でいいわね。世の中は馬鹿が多くて嫌いやよ。一から十まで説明しなきゃ通じないんだもの」

　他人の思考など見えないのだから、己の意図を理解してもらうのに、十全の説明は当然である。その努力を放ほう棄きしているだけだということを、メレディスは気付かない。

　他者を愚かと決めつける愚かさが、実に哀あわれだ。

　と、すぐ近くで轟ごう音おんが響く。火薬の炸さく裂れつ音おんだ。

「砲ほう撃げきをしたようだが」

「海かい賊ぞくでも出たのかしらね」

「そうかもしれんな。夜に沖に出る不ふ審しん船せんを、帝国海軍が見み逃のがすはずもない。──なぜ撃うった？」

　責めるメヘラザーテに、メレディスは肩を竦すくめる。

「黙だまって捕つかまれと言うの？　貴方こそ、どうしてズィーネ海軍を抑おさえておかなかったの？」

「さて。まさか夜の海を航行するとは思っていなかったのでな」

「ならばお互い様ね。沈しずめない配はい慮りよぐらいはしてあげるわ」

「仕方なかろうな」

　形だけのやり取りは、一応の決着を見せた。ソロンが側の船員に耳打ちをし、声をかけられた男が部屋を出て行く。メレディスの言葉を砲ほう手しゆに伝えに行くのだろう。

　そして今の会話で、メレディスはメヘラザーテの意志を悟ったようだ。どことなく投げやりなため息をつき、決断を求める。

「では、エンデルハン殿でん下かの命と引き換えに、不ふ干かん渉しようを約束してくれるかしら？」

　帝国の安定か。動乱の火種か。二つの道しかないと、確信した言い方だった。

　しかしメヘラザーテは、彼女が愚かだと切り捨てるだろう第三の選せん択たく肢しを選び取る。

「断る」

　メレディスからは死角、メヘラザーテからは正面である船せん窓そう。そこに映る光景は、メヘラザーテにこの茶番の終しゆう了りようを告げていた。

　誰が、どのような状況でその判断を下したかは分からない。何にせよ、起こった事象に対してメヘラザーテが取るべき行動は同じだ。

「貴様も理解していよう。その出来が良いらしい頭でな。この船が海上に在る状況がすでに証あかしだ。だから貴様とは手を結べぬのだよ」

　破談となったときの備えは当然のものだが──実に、つまらない。そして喉のど元もとに剣けん先さきを突きつけられながら、その相手と友人になりたいと思う人間もいないだろう。

「告げたはずだ。私は、帝国皇帝だと」

　メレディスはメヘラザーテの意志を二度確認するようなことはしなかった。額に手ての甲こうを押し当て、ため息をつく。

「……ああ。なんて、馬鹿なの」

「それは、結果が出るまで分からん」

「言っておくけれど、わたしはここに解毒剤を持って来ていないわよ」

「貴様から得ようとは思っておらん。用はすでに済すんでいる。外を見ろ」

「？」

　メヘラザーテに促うながされ、メレディスは自分の背後──死角となっていた窓を見る。そこでは黒一色に染まっているはずの景色に、橙だいだいの明かりが浮かんでいた。

　光源となっているのは、あってはならない火だ。

「！」

　異常に気付きはじめたらしい部屋の外も、騒がしさを増してくる。

　そして船上で火災が起きたときの悲ひ劇げきを、メレディスはきちんと知っているようだった。腰こしを浮かし、メヘラザーテを振り返る。

「どうした。予想外か？」

「……ええ、そうね。予想よりも早かったわ」

　低く呻うめいたメレディスに、動どう揺ようはもうない。可能性としては考えていたのだろう。

「では、メレディス。もういいな？」

　次に声を上げたのは、唯ゆい一いつの出入り口である扉の前に陣じん取どったソロン。声には喜色が宿り、その手は早くも剣の柄つかにかけられている。

「ええ、いいわ。──ではね皇帝。さようなら」

　メレディスが言うなり、彼女の隣にいた従神官が脆もろい船窓を起点に壁を大きく切きり裂さいた。そしてメレディスを抱かかえ外へと飛び出す。

　船員のすべてが武芸を修めているような船だ。メレディスの隣にいる従神官が、恰好のままの職種であるはずがなかった。纏まとう雰ふん囲い気きからしても、おそらく聖騎士。

　だが今はそれよりも──

　己に向かって振り下ろされた大たい剣けんを、メヘラザーテは一歩退ひいて避よけた。椅い子すとテーブルを切り裂いた得物を、ソロンは己の手元に引き戻す。

「自己潜啓イドリズムを使え、皇帝」

　求められた言葉が不ふ愉ゆ快かいで、自然、顔をしかめる。

「無む論ろん、そうする。しかし貴様に指図されるいわれはない」

「はッは！　それは悪かった」

　まったくそう思っていないソロンの謝罪は無む視しして、メヘラザーテは一いつ旦たん、意識して呼こ吸きゆうを整えた。簡かん易いであれば即そく座ざに己の体に命めいを行き渡らせることも可能だが、戦場で磨かれた勘かんが忠ちゆう告こくしてくる。

　目の前に立つ相手には、全力で当たらなければ、死ぬ。

「天星は我が頭上にて覇はを導く。我が身に宿りし定めの破に、砕くだけぬものなし！」

　傲ごう慢まんとさえ言える自己暗示。しかし人生で体現してきたメヘラザーテにとって、それは事実であり道みち筋すじでしかない。

「己の勝利が運命と言うか、皇帝よ！」

「無論」

　楽しげな声を上げるソロンに、メヘラザーテは即そく答とうする。

「でなくば、私はここに立っていない！」

　剣を抜き放ち両手で持ち──一いつ閃せんする。低く重い金属音。ソロンは真正面からメヘラザーテの一刀を受け止めていた。

「いい重さだ」

「そうか」

　互いの手を塞ふさぐ剣はそのままに、足を振り上げ蹴けり飛とばす。金属補ほ強きようされた軍ぐん靴かが横よこ腹ばらを捕らえた瞬間、ソロンは防ぼう御ぎよを捨てた。メヘラザーテが引けない瞬間を狙ねらい、足首を摑む。

「!?」

　まさか、と思う。だがそれ以外にない。であれば、迷えば不利になるのみ。

　ソロンはメヘラザーテの足首に拳こぶしを叩たたき込こみ、骨を折る。同時にメヘラザーテは無防備になったソロンを縦たてに切り裂いた。しかし足を捕らえられたせいで狙いがずれ、左肩を抉えぐっただけで終わる。

　手応えも奇き妙みようだった。ソロンが着ている聖騎士服は、刃やいばを逸らす、防ぼう刃じんのための織り方をされているようだ。

「ちッ」

　足首に力が伝わらないせいで、踏ふん張ばりが弱い。それでもメヘラザーテは刃を返して斬り上げに転じたが、腹を掠かすめて終わる。距離を取ったソロンは改めて剣を構えた。

「足を失えば逃げられんな？　皇帝」

　肩から、腹からとめどなく溢あふれる血で白い騎士服を赤く染めつつ、ソロンは笑う。彼の言葉にメヘラザーテが返したのは、失しつ笑しよう。

「……ふっ。安心したぞ」
















「何？」

「結局、貴様も大した死地は踏んでいないと見える。──笑しよう止し！」

　動けない、痛いと喚わめくのは、死の直前だけで充分。

「──動けッ!!」

　筋きん肉にくの一ひと筋すじでも繫つながっているのなら、動く！

　己の体に命じ、言い聞かせ、メヘラザーテは痛めた左足でためらいなく踏み込んだ。そして寸すん分ぶんの衰えのない強きよう撃げきを振り下ろす。力を入れられなかったのは、ソロンの左肩の方だった。

　それでも真っ向から受け止めるだけの力は維い持じしてみせた。そのことにメヘラザーテは若干の驚おどろきを覚えるが、結果は明らか。ソロンは力負けし、体勢が崩れる。

　このまま斬るか、どうするか。一いつ瞬しゆんだけメヘラザーテは迷う。

　防刃製の騎士服は、致ち命めい傷しようを防ぐかもしれない。メヘラザーテは即座に刃を横に払い、ソロンの腿ももを強打する。骨まで響いた手応えがしっかり伝わってきた。

「ぐ……！」

　よろけたソロンの首を斬り落とすべく、剣を振るう。しかし寸すん前ぜんで体を沈められ、避けられた。代わりに床ゆかに這はったソロンの腹に剣を突き刺し、縫ぬい止める。

「がっ……」

「そこで転がっていろ。時間切れだ」

　言いながら頭部を鷲わし摑づかみにして、強したたかに後頭部を床に打ち付けてやる。殻からが壊こわしにくければ中身を狙えばいい。脳の中身を揺さぶられ、ソロンは呻き、気を失った。

　のんびりしている暇ひまはない。室内にも黒い煙けむりが満ちつつある。こんな所で、正教会の船と心中するつもりはない。踵きびすを返し、出口へ向かう。

　自己潜啓イドリズムで体は動くが、痛みがないわけでも回復しているわけでもない。無理をするだけ後が長引く。左足を庇かばい、引き摺るように歩み出す──が。

「ぬ、ん！」

「！」

　背後の声に、さすがにぎょっとして振り返ってしまった。

　見れば気絶から早々に立ち直ったソロンが、腹からメヘラザーテの剣を引き抜くところだった。

「死ぬときは強者の剣でと決めているのだよ、皇帝。焼け死ぬなどつまらん。さあ、続けよう！」

「断る。時間切れだと言っただろう」

　メヘラザーテにとって、ここでソロンを殺すことに己の命を懸かけるほどの価値はない。焼け死ぬのも水すい死しも御ご免めんだ。もう出口には辿り着いている。

　ソロンを冷れい淡たんに一いち瞥べつし、メヘラザーテは駆け出した。

「はーッははははっはっはァッ!!」

　そのあとを、哄こう笑しようを上げながらソロンが追ってくる。

　──これは、想定外だった。

　船に火が回れば、敵も味方も関係ない。全員己の命を守るので精せい一いつ杯ぱいになる。事実、時折すれ違う船員たちは、メヘラザーテを流し見るだけで構いはしない。ソロンに任せているだけかもしれないが。

　それでも、混乱の中で負ふ傷しようした同どう僚りようを支える者、離り脱だつの準備に奔ほん走そうする者と、彼らは常識的な行動を取っている。

（まさか、このような狂気が堂々と飼われていようとは）

　他の組織をどうこう言える立場ではないが、それでも思う。

（──化け物が）

　肉体的にも、精神的にも。

　ソロンは紛まがうことなく、狂戦士ばけものだ。
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　メヘラザーテが船に乗り込み、ソロンと共に姿を消したのを見送ったフローレンスは、確定した厄やつ介かいさに息をつく。

（第三聖席、筆頭聖騎士ソロン・サンレット）

　せめて、他の船にいてくれればいいものを。

（彼がいるとなると、イスカとアルフルードは捕まってしまったら本格的に危ないわね）

　まあ捕まりさえしなければ、見つかったとしても徹てつ底てい的てきにしらをきり通すが。

「では、行ってくる。──ハルシュラ、船への道を頼たのむ」

「任せろ」

　イスカとアルフルードの役目は、船内に積まれている解毒剤を見つけること。

（パルポワ卿きようは陛下とわたしと、本気で協定を結びたがっていた。ならば必ず持って来ているはず。ないと交渉にならないもの）

　しかし問題は、その解毒剤が無色透とう明めい無む臭しゆうの液体であるということ。瓶びんに入って名札が貼はられていたとしても、本物かどうかは分からない。

　だからできれば、イスカたちには原材料を見つけてもらいたい。完成品は無色透明無臭だが、原材料は判別しやすいものなのだ。宮きゆう殿でんを出てくる前に、医学書に記録されている図画を見せてもらってきた。さすがは帝国。画家も素す晴ばらしい腕を持っていた。

　メレディスぐらい頭が回る人間であれば、必ず原材料も用意して万全を期すはずだ。

　イスカとアルフルードは夜や陰いんに紛れ、船へと近付く。一番知覚に優すぐれるだろうソロンはメヘラザーテと共に奥へ向かったので、侵しん入にゆうするなら今しかない。

　ハルシュラは弓に矢を番つがえた。鏃やじりに返しが付いている物で、矢羽根の少し手前には長いロープが括くくりつけられている。

　思いきり角度を付けて放たれた矢は、外がい郭かくに突き刺さった。返しのついた鏃は飛距離を犠ぎ牲せいにする代わりに、抜けにくくなる特性を持つ。

　まずイスカが、それからアルフルードが続いて、ロープを頼たよりにするすると上っていく。船内の人間が気付いた様子はなかった。

「オレたちも行くぞ」

「ええ」

　そしてフローレンスが向かうべきはズィーネ海軍だ。

　狭せまい船内、そう時間を置かずにイスカたちの侵入はバレてしまうだろう。メヘラザーテが交渉の席に着いている間はそれでも黙っているだろうが、決裂することは決まっている。

　そのとき船内にいるイスカたちが少しでも楽に行動できるよう、ズィーネ海軍を動かして敵船の目と手を奪う。同時に、救出へ向けてすぐに接近できる位置に誘導する。フローレンスとハルシュラの役目はこの二点だ。

　一いつ般ぱんの港から離れ、軍港へと向かう。真夜中でも哨しよう戒かいは続き、警戒を緩ゆるめない兵士は当然不審な二人連れに気が付いた。

「止まれ！　何者だ、こんな時間に」

「この方は皇帝陛下の六の寵ちよう姫きであらせられる。そしてオレはこういう者だ」

　言いながらハルシュラが将しようの身分を証立てると、兵士の態度が変わる。

「これは！　失礼いたしました！」

「緊きん急きゆうの用件がある。指揮官のもとに案内しろ」

「はッ。こちらに」

　兵士が二人を案内したのは、帆ほと櫂かいを併へい用ようした大型軍船。砲ほう門もんは前方に十数門、左右に数門と、機動力を重じゆう視しした設計だ。

　辿り着いた指し揮き室しつにいた将しよう校こうは、ハルシュラを見て敬けい礼れいをする。ハルシュラも答礼を返すと、すぐに本題を切り出した。

「今から、一船団を使って不審船団を追ってもらいたい」

「不審船団、ですか？」

　それは一体どれのことだ、と艦かん長ちようが聞き返す間もなく。

「艦長！　停泊していた商船団の一つが出港していきます！」

「こんな夜中にか!?」

　明らかに普通ではないと、誰にでも分かる。

「どうだ。不審船だろう」

「確かに。──総員、出港準備！　旗を掲げろ！」

　命じられた通信参さん謀ぼうが指揮室を出て行く。海上ではマストに意図を表した旗を掲げることで、味方同士の船の連れん携けいを図はかるのだ。

「おい、分かってるな。海上は艦長の領りよう域いきだ。必要になるまで余計な口出しはするな」

「ええ。そのつもりよ」

　元々、フローレンスは素人だ。ラハ・ラドマで軍師を務めたのも、自分が最さい善ぜんだと思った提案をして、それがたまたま有用だと認められただけのこと。玄人くろうとが揃っている海の上で自分が口を挟む余地などない。というか、あったら不安すぎる。

　フローレンスがここにいる理由はただ一つ。必要な状況が訪れたとき、彼女にしかできない一手を打つためだ。

　フローレンスが『必要なとき』を思い浮かべたのと同時に、ハルシュラの頭にも過よぎったのか、彼は嫌そうな息をつく。

「だが、どうせお前の言う通りになるんだろうな」

「ならない方がいいのだけれど……。幸運と幸運と幸運が重ならない限りは、強ごう引いんな手しゆ段だんを取るしかないわね。願わくば、どれか一つでも幸運が欲しいわ」

「そこまで重なったら奇き跡せきだ。人じん為い的てきなものでない限り、まず起こらんな」

「……でしょうね」

　だから何としても、ズィーネ海軍には動いてもらわなくてはならなかった。彼らが職務に忠実な軍人であることに感謝する。

　軍船に乗るのはもちろん初めてだ。知識としてだけではなく、実地の経験を積みたい。フローレンスは指示を一段落させた指揮官へと声をかける。

「これからどうするの？　せっかくだから勉強させていただきたいわ」

　あの船に乗っているメヘラザーテは、今頃交渉という名の時じ間かん稼かせぎをしているはず。

　展開によっては不要だが、事と次第によっては、即そつ刻こく救助が必要になる。そのためにズィーネ海軍のこれからの行動も知っておきたかった。

　フローレンスの問いを、興味本位で向けられた言葉通りのものと受け取った艦長が、気負いなく答えをくれた。

「まずは警けい告こくをします。大人しく港に戻ったら事情を聴きき、中を改めます」

（絶対ないわね）

　こんな時間に通常の目的で出港するわけがないのだから、言っている艦長自身もあり得ないと分かっているようだった。顔が苦笑いをしている。

「次に、威い嚇かくをします。止まらなければ交戦に移りますが──あの程度の船団規き模ぼであれば、当とう艦かんに危険が及およぶことはありません。ご安心を」

（それなら、大だい丈じよう夫ぶ……かしら）

　知らないのだから当然だが、ズィーネ海軍の行動はただの不審船に対してのもの。正教会側に何を言われても、メヘラザーテは知らぬ存ぞんぜぬをつき通せる。

　まず信用されないだろうが、話を壊す決定打にさえならなければいい。交渉の切り上げ時は、船内の誰かが判断するべきだから。

「ところで、寵姫様までなぜ乗船を？」

　フローレンスの下か問もんに答え終えた艦長は、ハルシュラへと訊たずねた。予測できていた質問なので、回答は用意できている。

「いろいろあって、地上より船内の方が安全なんだ。この艦に不届き者はいないだろう？」

「無論！　我ら一同、帝国に忠ちゆう誠せいを誓ちかった身です！　帝国を安あん寧ねいに導かれる皇帝陛下とその寵姫様に、弓を引く者はおりません！」

「ありがとう。お願いするわ」

　胸を張って答えた艦長の顔は誇りに輝いていた。自分がズィーネの海を守っているのだという、自負を持って働いているのだ。

「上に行くぞ。様子を見たい」

「分かったわ」

　ハルシュラの視力は、なまじな観測手など相手にならない。自分の目で見たいと思うのも当然だ。

（異い常じようが起こったとき、それがどういう意味を持つかをすぐに理解できるのは、すべてを知っているわたしたちだけだしね）

　ここはズィーネ──反皇帝派であるエンデルハンが統治している地。彼がどこまで軍を掌しよう握あくしていたかが分からない。そして艦長の人ひと柄がらも、ズィーネ海軍の内部事情も、部外者であるフローレンスたちには知りようがなかった。全面的な信用はできない。

　外に出てみれば、船はすでに大分、港から離れているのだと知った。暗くら闇やみの中に浮うかび上あがるのはズィーネ海軍の軍船と、遠くの偽ぎ装そう商船団だけ。あとは黒い世界が広がるのみ。

　──少し、怖こわい。

「海戦は初めてか？」

　吞まれた様子を感じ取ったハルシュラから意外そうに言われた。心外だ。

「言っておくけれど、わたしが軍師を務めたのは一回だけよ」

　軍師を務めたことはハルシュラにも認めたのだが、フローレンスがさも場数を踏んでいるような言い方をしてきたので、訂てい正せいしておく。

「そうなのか。あまりに度ど胸きようが据すわっているから、てっきり」

「……光栄だと言っておくわ」

　これは褒ほめられているのだろう、多分。

「だから言ったでしょう。勉強させてもらうって」

「言葉通りだったと分かると、寒気がするな。お前、敵になるなよ」

「なりたくはないわ。誰とでも」

「……そうだな」

　こうして正教会に砲ほうを向けるのだって、望んでやっているわけではない。

「なら言っておくが、艦長の手しゆ腕わんに期待しているなら的外れだぞ。大体、軍略において奇き策さくを弄ろうさなくてはならない状況に追い詰められること自体が非ひ難なんされるべきなんだ。質と量と機を過不足なく揃えられるのが良将というもの」

「理想ね」

　事前の準備が切せつ要ようなのは当然。そして今のズィーネ海軍には、充分な力が蓄たくわえられている、という主張でもある。

「……だが、何か思い付いたら言え」

　素直に同意してくるフローレンスに、ハルシュラはやりにくそうに付け加えた。彼の周りには言動に手厳しい人が多いらしい。周囲の扱いが窺うかがい知れた瞬間だ。

「ありがとう。でも大丈夫だと思うわ。きっとこの国の軍に隙はないでしょうから」

「言うまでもない！」

　フローレンスが帝国の強さを称たたえてみれば、ハルシュラは得意げな笑みを見せた。彼は本当に自国を愛しているのだ。

　そこに強めの風が一いち陣じん吹いて、ふわりとフローレンスの髪を揺らす。髪が流れる方向を見て、ハルシュラは難しそうに小さく唸うなった。

「風向きは北東から南西へか……。海戦をするならいい風だが、陛下たちにとっては向かい風だ。自力での脱出は難しそうだな」

「奇跡のための幸運が一つ、早くも失われたわけね」

　過大な期待はしていない。残念だとは思うが、想定内。痛いた手でではない。

「正教会は立ち向かってくると思う？」

　海戦では風上を取った側が有利となる。風に逆らい接近するには、余計に力が必要となるからだ。

（これが通常の海戦なら、ズィーネ海軍と正面からやり合おうとは思わないはず。条件が悪い上、戦力差が圧あつ倒とう的てきだもの。でも……）

　ハルシュラの先さき程ほどの言を裏返すなら、少数である正教会側は奇策を講こうじる必要がある。

（より安全に逃げるために、どのような手を打ってくるか……）

　どうか、対応できないほどの奇策ではないようにと、祈いのりに近い心地で願う。

　大たい砲ほうの射しや程てい距離に入る少し手前で、ズィーネ海軍が警けい笛てきを鳴らす。正教会からの応答はない。焦じれたように、もう一度。警告はそれで終わりだ。

　──と、不意に偽装商船がこちらに向かって舵かじを切った。

「向かってくるの!?」

「違う。逃げる前にこっちの足を挫くじくつもりだ」

　風上を得ようと、もしくは奪わせまいとじりじりとせめぎ合いながら、互いの距離は詰まっていく。どう、と腹に響く火薬の重い爆ばく発はつ音おんを轟かせたのは、正教会が先。

　着ちやく弾だんは、やや遠かった。水みず飛沫しぶきが立ち、波に煽られた船が揺らぐ。見たところ射程距離が若干足りておらず、直ちよく撃げきする方が運が悪いと言える。

　運がよければ──もしくは牽けん制せいのための一いち撃げきだ。

「中々どうして、資金は潤じゆん沢たくそうだな」

　その資金提てい供きよう元の一つであるエスカ・トロネアの王女を、ハルシュラはじろりと睨んでくる。

「資金の優先が軍備とは、悲しいことね」

「ふん。だが、所詮は外から買い集めた代しろ物ものだろう。今度はオレたちの鉄の技術を見せつけてやる。──口を開けておけ。鼓こ膜まくが痛むぞ」

　ハルシュラが聞こえない相手へ向かって威嚇し、フローレンスへ忠告した次の瞬間。




　どどどぉうっ!!




　射程圏内へと入った途と端たん、周囲から一いつ斉せいに火薬が炸裂し、轟ごう音おんが一帯を支配する。

（火力が違う！）

　圧倒的、と言ってよかった。ズィーネ海軍はほぼすべての船が正教会の中心にある大型船と同等か、それ以上の性能を備えていた。十数倍もの砲門を前に、立ち向かう術などない。

　しかし──。

「し、沈ませるわけではないわよね？」

（あっちには今、イスカとかアルフルードとか陛下とかが乗ってるんだけど！）

　ハルシュラは艦長にも一切、その話をしていない。知らなければただの不審船でしかなく、沈められてしまう可能性は充分ある……と思うのだが。

「船なんて高価なもの、そうそう沈めるわけないだろう。船は基本、拿だ捕ほするものだ。これだけ戦力が違えば艦長だって分かっている。狙いは帆だ。機動力を奪うのが一番いい」

　機動力を奪い、接せつ舷げんできれば退路の確保は遂すい行こう完かん了りようだ。理想の形である。

　理り屈くつでは分かっているのだが、実際に見ていると帆どころか本体まで壊れやしないかとはらはらしてしまう。

（だ、大丈夫なのかな……）

　だが加減の分からないフローレンスが口を挟めるはずもなく、ただ黙って注ちゆう視ししていると──妙なものに気が付いた。

　初めは気のせい、かと思った。気のせいにしたかったせいもある。

「あれは……！」

　だが隣のハルシュラも敵船に起こった異常を認めていた。フローレンスより余程視し力りよくのいい彼が見間違うはずがない。

　偽装商船からは炎が上がっていた。

　ズィーネ海軍が意図して起こしたものではない。飛んでいくだけの鉄の塊かたまりに、火を点ける能力など備わっていないのだから。

　誰がやったかはともかく、こうなった以上、フローレンスたちはすぐに次の行動に移る必要がある。

「一番なってほしくなくて、一番可能性が高かった展開に移行している気がするわ。──ハルシュラ、艦長の所に戻りましょう。今すぐ船を寄せてもらわないと」

　船で火事が起これば、それは侵入者どころの騒ぎではない。海戦している場合でもない。

　飛び火を避けて、正教会の商船団は燃える船から遠ざかっていく。これでこちらが近付くのは容易たやすくなったとも言えるが、燃えている敵てき艦かんに近付く艦長などいない。

「やはりそうなるか……」

　嫌そうにハルシュラは顔をしかめる。

　ハルシュラの地位は艦長よりも上だが、海上での優先指揮権は艦長にある。地位以上の立場が加味されて、おそらく言うことは聞いてくれるだろうが、陸海軍間にわだかまりが残るだろう。

　それを避けるために、フローレンスがメヘラザーテの名のもとに政治的な命めいとして下すのだ。

「今後の帝国のためよ。さあ、行きましょう」

「ああ」

　踵を返し、フローレンスとハルシュラは急いで指揮室へと戻る。

　火のついた本船を残して、正教会の船団は海かい域いきを離脱していく。その先は諸しよ島とう連合の領海。許可なしには帝国海軍では追えない。追つい跡せきと拿捕は諦あきらめるしかないだろう。

　最初から、すべての船を捕らえられる可能性は低かった。だから今は、それよりも。

（イスカ……！）

　無事でいて、間に合ってと、切に願った。
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　夜陰に紛れての行動は、苦ではなかった。

　アルフルードには充分な経験があり、イスカには経験を補おぎなうだけの適性があったからだ。

　船員の目を盗ぬすみ、船室を片かた端はしから改めていく。一応、余計な物音は立てないよう心がけるが、どうせ逃げ場もなく狭い船内での捜そう索さくだ。見つかるときは見つかる。だから慎重さよりも速度を優先した。

（そうそう見落とす物じゃない。大丈夫だ）

　原材料があるはず、というフローレンスの言をイスカは疑っていない。必ず存在していると信じて捜す。

　三つ目の部屋に入ったところで、遠くから警笛の音がした。

「ズィーネ海軍、ちゃんと動かせたんだな」

　一旦手を止め、顔を上げたアルフルードがほっとしたように言う。

「ああ。来てくれないと逃げ道を失うからな」

　イスカたちの最善は、見つかる前に解毒剤を手にして脱出すること。船を離れる機は、商船団が戦せん域いきを離脱するときと合わせる。

　かつ、ズィーネへ向けての追い風が望ましい。そこまで条件が揃ってくれれば、諸島連合に向けて舵を切ったあとで追いつかれる怖れがないので、安全に帰き還かんできる。

　だがさすがに、奇跡的な確率の最善は望めないだろう。すべての幸運がイスカたちから顔を背そむけても生還できるよう、フローレンスは可能性のある状況と、その時々で取るべき行動を考えてくれた。

（だから、大丈夫だ）

　四つ目の部屋──は、他より少し大きい。内ない装そうもどことなく女性的だ。メレディスの部屋だろうか。

　部屋に入ってすぐ、机の上に飾られたオブジェが目に入ってイスカは眉を寄せる。イスカにとって望ましくないことが、あまりに直接的に表現されていたからだ。

　机の上に鎮ちん座ざしているのは、ガラスケースに入ったクリスタルのオブジェ。枯かれ果て、無む惨ざんに散った月げつ桂けい樹じゆと、その上で輝くクロサンドラ。『理想の美』を意に持つその花は、フローレンスの異母姉あね、エスカ・トロネア第一王女を象しよう徴ちようするに相応ふさわしい花だ。

　妙に光の反はん射しやが複雑だと思ったら、クロサンドラの葉の一つ一つに厚みがあり、内側に水が入れられている。ずいぶんな凝こりようだ。

　ケースの天てん井じようには月セ桂リ樹スとクロサンドラ第一王女を照らす智ちの白はく炎えんが揺らめきをもって表現され、地にはゆったりと寝そべる胴どうの長い金の竜りゆう。劫ごう火かの冠かんむりを戴いただく覇は竜りゆうは、帝国皇帝の印章だ。

「これはまた、ずいぶん趣味のいいことだ。陛下の覇竜を許しなく造形するとは大した度胸だな」

　鼻で笑ったアルフルードはさっさと薬の探索に戻る。──が、イスカは違い和わ感かんを覚えてオブジェから目を離せなかった。

「イスカ？　どうした」

「いや。……なあ、アル。これはおかしくないか？」

「俺には分からねえけど。何がだ？」

「違う植物が混ざっている」

「は？」

　アルフルードはまじまじとオブジェを見て、しかし諦めたように首を横に振る。

「違うのか？」

「この葉だ。最近、植物辞典と向き合う時間が多いから分かるんだが、別物だ。葉脈が違うだろう？」

「…………個体差は植物にもあるんじゃねえの？」

「形状が違う。別種の植物のものだ。そしてこれは解毒剤の原材料となる植物の葉脈と同じだ」

　少し前のイスカであれば、違いに気付きはしなかった。しかし今は違う。フローレンスと約束した結婚指輪のため、彼女に相応しい花を探しているうちに、異い様ように植物に詳くわしくなっていたのだ。

　もっとも付つけ焼やき刃ばであることに変わりはないので、花冠の王国エスカ・トロネアの王族であるフローレンスには遠く及ばないだろうが。

「──ってことァ……」

　アルフルードは手を伸ばし、イスカが示したクリスタルの一葉に触れる──と、あっさり茎くきから外れて手の中に収おさまった。取り外せるように作られていたのだ。

　中に入っている液体は無色透明。おそらく──とは思うが、これが絶対に解毒剤だとは言い切れない。

「……やはり、原材料が欲しいな」

「あァ。だが……」

　アルフルードの言葉の先を奪ったのは、火薬の炸裂音。

「っ。交戦か」

「嬉しくねェ方に突き進んでんな……。これでこっそり逃げるのはほぼ絶望的だ。風向きも悪そうだしな」

　窓の外で立つ波を見て、アルフルードはため息と共に呟く。風は南西に向けての追い風。イスカたちがズィーネ海軍と合流しようとすると、向かい風になる。

「それでも正教会が逃げの一手を打つなら黙って脱出するんだが……。わりと応戦してるな。仕方ねえ。燃やすか」

「……それしかない、か？」

「交戦の真っただ中に小こ舟ぶね漕こいでたら転てん覆ぷくの未来しかねーし、大回りしようもんなら周りを固めてる奴やつらに捕まって終わりだ。ズィーネ海軍が接せつ舷げんできりゃ一番だが、さすがにそこまで戦やり合わねェだろ。陛下を脱出させんなら、人手も奪わなきゃいけねえしな。合図にもなるし丁度いいだろ」

　正教会が応戦せずに逃げの一手を早々に打ち、イスカとアルフルードが気付かれずに脱出できたら、メヘラザーテは同調を装よそおい諸島連合まで行って、帰ってくればいい。

　だがどうにも、脱出が難しそうだ。そしてイスカたちの侵入がばれた瞬間に、メヘラザーテの真意も正教会に分かってしまう。

　好条件は都合よく重なりはしないものだ。偶然が揃えてくれないのなら、人の手で作り出すしかない。

　エンデルハンの命の刻限は迫せまっている。イスカたちが正教会に囚とらわれている時間はない。

　しかし、とイスカはためらった。

　帝国の安定と、未来の命がかかっている。失敗はできない。けれどこの船に乗っている人々もまた、立場が違うだけの同じ人間だ。

　決断しなくてはならないと分かってはいるが──

「そう深しん刻こくになるな。素人だらけの客船じゃねえんだぞ。避ひ難なんの仕方くらい分かってる」

「それは、そうだが」

「周りにこれだけ味方がいるんだし、よっぽど運が悪くねえ限り、落水したって死なねーよ」

　正教会の商船団は大型船だけではなく、中型、小型の船も揃っている。溺おぼれる前に味方の船のどれかに辿り着けるだろう。

「火が届かない距離でも、ハルの弓なら届く。小舟で逃げられねえ、接舷できねえならこれしかねえんだよ」

「……そうだな」

　心を決めたその時。

「おい、今パルポワ卿の部屋から声がしたぞ」

「何だと？　さては帝国人か！　ひっ捕らえろ！」

　状況は逡しゆん巡じゆんを許さなくなった。

「ということだ。やるぞ！」

「分かった！」

　腹を決め、イスカとアルフルードは部屋を飛び出す。身構えた船員二人には目もくれず、左右に分かれて壁にかかったランプを引っ摑んだ。床に投げつけると、あっという間に延えん焼しようする。

　愕がく然ぜんとしたのは船員たちである。目の前で何をされたのか、理解に数秒かけた。

「な──何をするんだ！」

「やめろ！　そんなことをしたら──は、早く消さないと！」

「死にたくなきゃ、仲間を連れてさっさと逃げな！」

　言いながら、等とう間かん隔かくに並ぶランプをイスカとアルフルードがさらに一つずつ床に投げたところで、船員たちは消火に見切りをつける。

「避難だ！　皆に知らせろ！」

　船員たちは、もう侵入者に構いはしなかった。身を翻ひるがえし甲かん板ぱんへ走る。そのあとをイスカとアルフルードも何食わぬ顔でついて行く。

　火事だ！　と叫さけんで触れ回ってくれる先頭の船員のおかげで、イスカたちに誰すい何かの声を投げかけてくる者はいない。

　騒ぎを聞きつけた誰かが警けい鐘しようを鳴らす。異常を感じ取った者たちが甲板に集まり始めていた。

　侵入者であるイスカたちの脱出経路は救きゆう命めい艇ていなどではない。北東に目をやれば、そこには期待通り、軍旗が目もく視しできる近さでズィーネ海軍が迫ってきていた。

　火災が起きている敵船にあえて近付いてくる艦かん船せん──フローレンスだ。

　これだけ騒ぎになれば、メヘラザーテも密みつ議ぎを切り上げたはず。だがその姿はまだ甲板に見えない。

「陛下はまだか!?」

　メヘラザーテの安あん否ぴを求め、イスカは通ってきた道を振り返る。と、騒そう々ぞうしいせいで聞き取りにくかったものの、二人分の足音が駆け上がってくるのを耳が拾った。

　一人はメヘラザーテだ。ほっとする。しかし。

（二人!?）

　誰だ、と思う間もなく。

「二人とも、避よけろ！」

　メヘラザーテの怒ど声せいが響く。警告に従したがい、そして本能的にイスカとアルフルードはまったく同じ行動を取った。後退しつつ、跳ちよう躍やくする。その足元を掠め、剣圧が通り過ぎた。

　甲板に上がると同時に横合いに避けたメヘラザーテの脇わきを通り過ぎ、通路から飛び出してきたのは見覚えのある大おお柄がらな男だった。

「はッははははははッはァッ!!」

　血まみれで実に楽しげな哄笑を響かせる男──第三聖席ソロン・サンレット。

「素晴らしいぞ、帝国皇帝！　聞きしに違たがわぬ英えい傑けつよ！　さあ、ここならお互い思う存分剣を振るえよう。楽しもうではないか！」

「その洞ほらは目の前の光景も理解できんと見える。ここで私と共に焼け死ぬ気か？」

「死ぬ気はない。私には退路が見えている。そもそも、死ぬのであればそこが私の寿じゆ命みようだというだけのこと。強者との立ち合いの最中に果てるのならば本ほん望もう!!」

　一言聞いただけで異常と分かる、歓かん喜きの叫び。

「……何だ、あれは」

「筆頭聖騎士……のはずだ」

　思わずイスカたちは呆ぼう然ぜんと呟く。さほどの声量ではなかったはずだが、ソロンはこの場の異い分ぶん子しに気が付いた。イスカたちへと目を向け、驚きよう愕がくに見開く。

「イスカ・ヴァル・ラハラドマ」

「人違いだ」

　即そつ行こうで否定したのは、名を呼ばれたイスカではなくメヘラザーテ。その答えにソロンははっとした様子になり、次いでにたり、と笑う。

「そうか。人違いか。貴君が言うのならばそうだろう」

「話が通じるようで何よりだ」

　ここではイスカがラハ・ラドマ王太子である証明はできないし、メヘラザーテもイスカも断じて認めない。

「それもよかろう。死者もまた、何も語らん！」

　ソロンは手に下げていた大剣を両手で持ち直し──駆ける。

　その目標は正面に立つことになったイスカとアルフルード。そしてソロンの目が見ていたのは、イスカだった。

「ふんっ！」

　横よこ薙なぎに振り抜かれる直前の予備動作の間に、イスカは半歩身をずらしてソロンの剣に軌き道どう修正と、それによる威い力りよくの減退を誘う。一ひと太た刀ち目めはかわし、直後に繫げられた斬り上げは、体の側面で縦に構えた剣で防御する。

　予想通り──いや、予想以上に重い。

　力に逆らわず自ら下がりつつ勢いを殺し、相手を見る。

　大剣とは戦争のために生まれた武器である。厚くなった鎧よろいを容易に斬ることが適かなわなくなったため、重量をもって衝しよう撃げきを与えるのを目的とした、発想としては戦せん斧ぷに近い武器だ。威力の神しん髄ずいは、振り下ろしの強打にこそ存在する。

　その性質のため、攻こう撃げきの型は極きよく端たんに絞しぼられる。横薙ぎはもちろん、重さで叩たたき潰つぶすための武器で斬り上げを行うなど、通常はあり得ない。

　だがソロンはやってのけた。普通の長ちよう剣けんを操るがごとく速さを乗せたまま。アルフルードや──帝国の自己潜啓イドリズムを使えるような戦士にしか成し得ぬ離れ業を、怪我を負いながら当然の顔をして。

「軽いな、小こ僧ぞう。風のようだ。面白い！」

　それだけの力を真正面から受け止める筋きん力りよくはイスカにはない。

（受け方を間違えたら一瞬で押し切られる！）

「私は、岩なら斬ったことがある。滝も斬ったことがある。しかし風は初めてだ。──行くぞ！」

　常道──斜ななめ上に構えた袈け裟さ懸がけの軌道を見て取り、イスカはソロンの懐ふところに飛び込んだ。思いきりの良さに歓喜の笑みを浮かべたソロンは、大剣をイスカの剣の軌き跡せきに合わせ、側面で受ける。

　高く響く金属音。左右に振るって防御を崩そうとするが──届かない。ソロンはイスカの剣けん閃せんへの対応を誤あやまらなかった。連れん撃げきに繫がる一太刀はすべて止められ、擬ぎ餌じのための浅い斬ざん撃げきは小手で軽くいなされる。

「どうした、限界か。これではせいぜい小こ鬼おにといったところだぞ。貴君からは強者の匂においがする。遠えん慮りよはいらん、全力で来い！」

「っ！」

　焦あせりと、立て続けの攻せめ手で呼吸が乱みだれた一瞬。一ひと際きわ高く鋼はがねの衝しよう突とつが音を立てた。

　その一回で、完全に攻こう守しゆが入れ替わる。弾はじかれ、大きく開かされた右手を引き戻すより先に、熱が走った。

　容易く人の腕を裂いて通り過ぎた刃が、赤い血を飛び散らせる。慣性のまま頭上に戻ってきた大剣は、今度こそ造形の真しん骨こつ頂ちよう、最も威力を発揮する斬り下ろしを狙い──イスカの頭ず蓋がいを定めて、落ちる。

「ぐうっ」

　ぎりぎりで、刃は逸らした。しかし鈍どん器きとしての大剣はもう止められない。イスカの肩に衝撃が走る。

（外、れた！）

　左肩が動かせない。次の一撃は受けることさえままならなくなった。再度頭上に戻った刃がイスカの頭を割る──ことはなく、ソロンは大きく飛とび退のき、距離を取る。

　その足元に突き刺さるのは一本の矢。ハルシュラだ。それはイスカの命を救うと同時に、退路が繫がった瞬間でもある。

「動くな。死にたくなければな」

　そしてソロンが完全に回かい避ひに徹てつした瞬間を、メヘラザーテは見逃さなかった。その首に剣の刃を押し当てつつ、警告を発する。

「甘あまいな、皇帝。貴君は今、私を殺すべきだった」

「貴様を殺せば、貴様はあれを殺しただろう。驕るなよ。貴様の命は、あれと引き換えにするほど重くはない」

　逃れられない致命傷にソロンは足あ搔がかない。代わりに最後の一瞬まで攻撃に使う。その一瞬をイスカはきっと──凌しのげなかった。

　メヘラザーテの言葉にソロンは笑う。愉快そうに。

「退ひけ。それとも我が軍の弓神の矢を受けてみるか」

「やめておけ。矢の無む駄だ遣づかいだ。これだけの距離を違たがわず狙そ撃げきする腕は称しよう賛さんするが、遠すぎる。さすがに避ける程度は造作もない」

「ならば時間切れだな」

　周囲はとっくに火に囲まれていて、残るはこの場にいる四人のみ。船は崩ほう壊かいを始め傾かたむきつつあり、今すぐ脱出しなければ沈む船の渦うずに巻き込まれ、まず浮かんでこられない。

「さて。試してみるのも悪くない」

「ちッ」

　半身を捻ひねって打ち込まれたソロンの肘ひじ打うちを、メヘラザーテは下がって避ける。その動きでイスカも気付けた。

（左足を庇っている！）

　直後、口こう腔くうに仕し込こんだ六りつ花か二ひらを飲み下す。

「アル！　陛下を連れて脱出しろ！」

「け、ど！　お前！」

　メヘラザーテは足を負傷しているが、イスカも左肩を外している。双そう剣けんの本領は発揮できない。

「俺たちの祖の誇りに懸け、我らが剣は、ただ未来を切り拓くために！」

　幸いにしてイスカの足は無事だ。全員で離脱するなら、やはりこの順番だろう。イスカではメヘラザーテの体を支えきれない。

「貴様……！」

「陛下！」

　承服できず怒声を上げかけたメヘラザーテの腕を摑み、アルフルードが強引にその体を背せ負おう。小さく呻いた隙を逃さず、がっちり拘こう束そくして船の縁ふちへと向かった。

　狙い澄すまして飛んできた矢がマストに刺ささる。互いの船の間にロープを渡したその矢には、もう一本、ズィーネ軍船に移るための分がぶら下がっている。

　熱風に煽られるロープを摑み、アルフルードはメヘラザーテを負ったまま、勢いよく甲板を蹴った。海を越え、投げ出されるように甲板の上に滑って着地する。

　イスカが視し認にんできたのはそこまでだ。

「解げせん！　なぜ逃げる!?　なぜそれだけの力を持っていながら戦い、死なん!!」

　振り下ろされたソロンの大剣を紙かみ一ひと重えで避け、刃を縦にして突き出す。通常は連撃に繫げやすいように、一太刀目は横にして突くのだが、六花によって強化されたイスカの剣閃は神速。その一撃は刈り取る部位を定めた、確信的な一刀だった。

「ぬっ!?」

　事実、ソロンの対応は遅れた。それでもイスカの狙いを読み、早すぎる反射で飛び退き、回避に成功する。イスカの剣はソロンの腕を掠め、振り上げた剣筋が肉を割さく。だがそこまでだ。片腕を貰うつもりだったが、叶わなかった。

（六花を使っても届かないのか……！）

「──ほう？」

　己の腕を伝う血を見やり、ソロンは嬉しそうな声を上げた。

「なるほど、なるほど──。これが鬼き人じんか。今のは良い一撃だった。先程とは別人よ。貴様も力を出すのに時間がかかる性た質ちか？」

「答えると思うのか？」

「必要なら待ってやるぞ。全力で来い」

　周囲を火に囲まれながら、ソロンは平然とそう言った。自分の置かれた状況になど目もくれない。

　──本気なのだ。

「……悪いが、俺はまだ死に急ぐ理由がない」

　船の側面から、木が燃もえ尽つきて崩壊していく音がする。時間がない。急いでソロンを突とつ破ぱし、離脱しなくては。

（これで──四つひら！）

　万が一脱出できなかった場合、二ひら以上の六花を使って効果を失ったとき海にいたら、体が動かなくなってそこで死ぬ。危険は増すが、ソロンを躱かわすにはやるしかない。

　六花の欠片かけらを飲み下し、呼吸を整え、構える。当然のようにソロンも応じた。

　揺らめく炎ほのおから爆はぜる火の粉が、生まれる瞬間から弾けて宙ちゆうに溶ける様までもを、全身が余すことなく知覚する。ソロンが息を吸い、吐き出しにかかった直後、イスカは床を蹴った。

「！」

　一手が、一瞬の数分の一以下の速さで出遅れる。そのほんの僅わずかな間まが命取り。

　先手を取られることを悟ったソロンが防御の構えを見せる。そこにイスカは右手の剣を──投げた。上に向かって。

「!?」

　狙いはハルシュラが一いつ矢し目めで通したロープ。船と船との間にかけられた命いのち綱づなだ。張力を失い垂たれさがってきたロープを目がけ、走る。

「貴様！」

　同時に、ソロンに肩を外されたときに取り落としていた剣の柄を踏み、宙に撥はね上あげる。丁度手元の高さに届いた剣を取り、右手に携たずさえ、突き出す。ソロンの大剣の腹に向けて。

　鋼はがねに貫かん通つうした刀身をそのまま押し込み、肉にく薄はくする。

「肩、借りるぞ」

　最後の得物も手放して身軽になると、イスカはソロンの肩を足場に跳躍。さらに上を目指す。ソロンが振り上げたイスカの長剣付きの大剣も蹴って、その力も借りる。

　そこで頭上にかかる、一本目のロープに手が届いた。マストを蹴り、振り子のごとく離脱する。

　船を離れる刹せつ那な、ソロンは己の大剣を投とう擲てきしたが、六花によって強化されたイスカの体が直線的な一投に対応を誤るはずもない。剣の腹を違わず蹴り自分の身から刃を逸らすと、ソロンに向かって送り返した。

「──見事！」

　眼下でソロンが戻ってきた剣を受け取り、そのまま腕を下ろすのを確認する。追つい撃げきは諦めてくれたらしい。

　海を渡り──床までは結構な高さがあったが、受け身を取って着地する。

「サンレット卿は……？」

　振り向けば、焼け落ちる船の中央で爽そう快かいそうに声を立てて笑っているソロンの姿が見えた。己の死が目前に迫ってなお、そんなことは取るに足りないとばかりに顧みもしない。

「──……っ」

　ぞっと背せ筋すじを寒くしたのは、おそらくイスカだけではなかったはず。その証拠に、助かった安あん堵どの空気など微み塵じんもなく、場の全員が──直接相あい対たいしていないズィーネ海軍の船員たちさえ、ソロンの異様さに吞まれ、絶ぜつ句くしている。

　沈みゆく船が渦を作る。巻き込まれないようにと全力で離脱を図るズィーネ海軍からは、すぐに橙の火が浮かんでいるようにしか見えなくなり、それも、間もなく消えた。

「どういう奴だ……」

「ハル、どうなったか見えたか？」

「海に飛び込んだのは見た。後は分からん。あれで生きてたら化け物だぞ」

「ならば生きているだろう」

　誰もが信じ難く、そして認めたくない予感をメヘラザーテは動じることなく肯定した。

「──イスカ！」

　そこで愛いとしい人の声が響き、イスカは顔を向ける。ズィーネ海兵を搔かき分わけ、フローレンスが駆け寄ってくるところだった。

　どうやら船室に避難させられていたのを抜け出してきたらしい。

　イスカの側に辿り着くなり、フローレンスはへたりと床に崩れ落ちた。瞳を潤うるませ見上げるフローレンスに、イスカが真っ先に覚えたのは、罪悪感。

「心配ない」

　噓うそではない。後こう遺い症しようが出るような重じゆう症しようではない……はずだ。

「けど、すまない」

「……っ」

　何となく彼女に触れたくなって手を伸ばせば、中空で掬すくわれ、柔やわらかな手の平に包み込まれた。ふるふる、とフローレンスは首を大きく左右に振り──続いてぎょっと目を見開く。

「イスカ！　血!!」

「ああ、うん。斬られたからな」
















　左肩は関節が外れたままで動かない。しかしフローレンスに触れたい衝しよう動どうの方が痛みよりも勝まさったので、残る選択肢は右みぎ腕うでを伸ばすのみ。実に自然なことだった。

「貴方──!!」

「……余裕があって何よりだ」

　フローレンスに怒おこられそうな気配がしたが、やや離れた所で治ち療りようを受けているメヘラザーテが割って入ってくれたおかげで、話が切れた。そしてメヘラザーテの処しよ置ちが一通り終わったらしく、医師の一人がイスカのもとへと駆け寄ってくる。拒こばむ理由はもちろんないが、彼らに伝えておかなくてはならないことがある。

「痛み止めの類たぐいはいらない。俺の体には効かないので」

　使うだけ勿もつ体たいない。それにまだ六花の効果は続いていて、今のイスカは痛つう覚かくが鈍にぶい。医い療りよう用ように用いられる鎮ちん痛つう薬やくより余程強力で、それゆえに通常の薬では効果を現さないのだ。

「！」

　医師は戸と惑まどった顔をする。その隣で、イスカの言葉の意味をすぐに悟って大きく反応したのは、フローレンスだった。

（あ）

　その表情には見覚えがある。それは父や母や、城の皆のもの。風か邪ぜで少し高い熱を出したときとかに、何度か。

（心配を、させた）

　ラハ・ラドマの、特に王族には当然の常識。だから失念していた。

　毒が効かないということは、薬が効かないということだ。

　ラハ・ラドマの王族として生まれて、物心つく前からイスカは先祖が与えてくれた力を磨いてきた。血によって耐たい性せいを持って生まれた体に、さらに六花使用に耐たえられるだけの慣れを得るため、段階を踏んで毒物を摂せつ取しゆしていく。

　その行程に疑ぎ問もんを覚えたことさえなかった。それは、誇りであったから。

　けれど初めて、胸の内がざわついた。

（将しよう来らい、俺とフローレンスの間に子どもができて、その子が薬を必要とする病気や怪我を負ったとき。俺は、フローレンスに同じ顔をさせるのか……）

　嫌だ、と思った。

　だからといって、ではこの力を捨てようとしていいのだろうか。

　結局、暴力こそが最大の力であると誰もが知っている。力を振るうことを望んではいないが、貫つらぬきたい道があったとき、力が助けになってくれるのは間違いない。今回のように。

　落ちた沈ちん黙もくを崩したのは、ようやく自己潜啓イドリズムを解き、己の体を楽にしたメヘラザーテの深いため息。イスカとフローレンスは弾かれたように揃って顔を向ける。

「とりあえず、最低限の目的だけは達せたか」

　アルフルードから顚てん末まつを聞いたらしいメヘラザーテの声には、安堵の響きがあった。

「はい。……それ以上は叶いませんでした」

「構わん。兄上が死なずにすめば、帝国内での片はつく。面めん倒どうなのはむしろお前たちの方だ」

　解毒剤が隠されていたオブジェの姿を思い出し、イスカはうなずく。

　正教会はエスカ・トロネア王のすげ替かえを画かく策さくしている。そして実現可能な数字が揃おうとしているのだ。

　ラハ・ラドマと大砂漠帝国を取り込むことは叶わなかったが、目的の抑よく止しになるほどの痛手ではない。今回の正教会側の対応からしても、おそらくは。

　もし彼らの野望が実行されてしまったら、西大陸は混こん沌とんの時代を迎えるだろう。

「イスカ。お前はどう考える？」

　表情を硬かたくしたイスカと目を合わせ、メヘラザーテは問いを投げかける。

「どう、とは？」

「エスカ・トロネアの支配に満足か、否いなかだ」

「っ……」

　とっさにイスカが答えられなかったのは、隣のフローレンスが気にかかったから。しかしそのフローレンスは、迷いなく囁ささやいた。

「貴方の、思う通りに」

　答えを曖あい昧まいにすることは、すでに覚悟を持った二人に対して失礼だ。一呼吸置いてから、イスカは思いをまとめつつ、言葉にした。

「不満がないとは言えません。けれどエスカ・トロネアは間違いなく、西大陸の平和を保ってくれています」

「自分たちが権力を維持するためにすぎん」

「それでも、彼らは優れた主導者だと思います」

　妹を無情に政治の駒こまとして扱ったセリスに思うところがないとは言わない。しかしそれは彼だけのせいではないし、大局的には正しいのだ。そして身内さえ切る冷れい徹てつさと公正さ、覚悟を持ち、それゆえに王者として君くん臨りんしている。

「いつか、変わればいいと思います。階級とは役やく割わりにおける責任と権けん限げんを分けただけのものであって、人の優ゆう劣れつをつけるものではないのだから。皆が互いに尊そん厳げんを守り、対話によって道を拓ひらく世になってほしい。──けれどそれは、奪って成すものではないはずです」

「理想だな」

「……はい」

（分かっている。だが俺は、それでも）

　譲ゆずらないと決めた。しかし目指す先はあまりにも遠く、道筋さえ見えない。届かない手がもどかしく──

「存ぞん分ぶんに貫くがいい」

「！」

　俯うつむきかけた心ごと叱しつ咤たされ、イスカは顔を上げ、メヘラザーテを見た。

「利害を食い合うのは、少々飽あいた。私のような人間もいる」

「陛下……」

「この私が、お前の理想に乗ろう。不服か？」

「いいえ」

　そうだ。叶わないこともあるだろう。届かないこともあるだろう。

　それでも信じたから、今、こうしてメヘラザーテとイスカは隣に立っている。それは理想の一つが体たい現げんされたと言っていいはずだ。

「歩み続けようと思います。──フローレンスと共に」

　最後に念を押せば、イスカの気持ちを汲くみ取とったメヘラザーテは声を立てて笑った。

「安心しろ。私は口に出したことは守る主義だ。証のない約束ほど、裏切りの代価は高い。ラグリマに戻れば離縁の準備も整っているはずだ」

「……そういえばお伺うかがいしていませんでしたが、どのように官かん僚りようたちを納得させるのです？」

　メヘラザーテが強行すれば否とは言わないだろうが、あまりいい手段ではない。できれば全員に納得してもらって、円満に離り婚こんを果たしたいところだ。

「心構えをされても面倒だ。お前たちはただ、待てばよい」

（……心構え？）

　その単語に不安が過ったのは気にしすぎか。

　メヘラザーテはフローレンスとの関係を認めてくれている。その彼が言うのだから、信じるべきなのだろう──と、イスカは追及しなかった。

「……あぁ、そうだ。言い忘れていた」

　沈黙を機に、メヘラザーテはややわざとらしい調子でそう言って、イスカと──アルフルードを順に見た。

「ご苦労。よく生きて戻った」

「っ……」

　それが誰に向けられた、何を思ってのものであるか、当人にはっきりと伝わる。

「……はい。陛下」

　アルフルードもまた、かつての主君の言葉を静かに受け入れた。
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　原材料は見つけられなかったが、イスカが持ち帰った解げ毒どく剤ざいは、幸いにも本物だった。投とう与よされたエンデルハンが快方に向かうのを確認し、フローレンスたちは皇こう都とラグリマへと帰き還かんする。

　旅が終わって、ようやくのびのびと体が伸ばせる環境。暑さと乾かん燥そうにさえ目を瞑つぶれば快適な日々！　と喜んだのも数日だけ。

（やっと花から解放された！　……はず、なのに……？）

　宮きゆう殿でんの内ない廷ていにて、フローレンスは花の見えない環境を満まん喫きつして──いない。どうにも違い和わ感かんが付きまとうのだ。日によって程度は違うのだが、アレルギー性の不調を感じる。

（皇こう宮ぐうに観賞用の花が増えてしまったのかしら。……あり得るわね）

　メヘラザーテ政せい権けんによる善ぜん政せいは、徐じよ々じよに効果を表しつつある。皇宮庭園が、菜園から富ふう貴きの象しよう徴ちようである花で満みち溢あふれる花はな園ぞのに戻るときも遠くはあるまい。

（となると、やっぱりさっさとラハ・ラドマに帰りたい……）

　都合がいいことに、今は冬。フローレンスにとって、西大陸に渡ったあとラハ・ラドマに北上していく道程をこなすのに、最も望ましい季節。というか、今を逃のがすと悲ひ劇げきが待っている。外したくない。

　実は数日後に月初めの御ご前ぜん会かい議ぎが迫せまっており、フローレンスはその場に出席することをメヘラザーテから命めいじられていた。離り縁えんの話をするのだろう。

（でもわたし、詳しよう細さいは何も知らないんだけど……）

　帝国内で隠かくされている情報を引き出す術が、人脈の乏とぼしいフローレンスにはない。一度イスカに相談してみたが、彼はメヘラザーテを信じると決めたようだ。

　イスカらしいと思うので、それはいい。しかしそうなるとイスカに頼たよって調べてくれとは言えないので、何もできていないのが現状だった。

（わたし、帰ったら社交にがつがつ励はげむことにするわ！　ラハ・ラドマ限定で！）

　フローレンスは心の中で、大きいか小さいか微び妙みような決意を固める。それ以上は無理だ。体の限界である。

　落ち着かない心地ここちで日々を過ごすフローレンスのもとにアルフルードが訪おとずれたのは、そんな頃だった。

「失礼します、フローレンス姫。少しお時間をいただいてもよろしいですか」

「構わないわ。どうぞ」

「では」

　フローレンスが席を勧すすめると、アルフルードは一礼して腰を下ろした。

（珍めずらしいわね）

　今アルフルードが、フローレンスに会わなくてはならないような用件はないと思われる。それに雰ふん囲い気きも和なごやかで、必要に迫られた感じもない。しかし雑談をするほど親しくなれてもいない、はず。

「今日は、姫に提案があって参りました」

「何かしら」

「姫に、帝国と西大陸を結ぶ親しん善ぜん大たい使しとなっていただきたいのです」

「大使……」

　考えてもみなかったことを言われ、フローレンスは目を瞬まばたかせる。だがすぐに悪くない、と思った。

（陛へい下かのお気持ちは嬉しいけれど、少し西大陸に譲じよう歩ほしすぎたとは思っていたのよね。でも大義名分があれば──）

　メヘラザーテは気にしないだろうし、生まれる反発を押さえ付けるだけの強きよう権けんも有ゆうしている。しかしそれはレダ・クートゥール朝にとって、いいこととは言えない。

　帝国が不安定になれば、回り回って西大陸にも災わざわいが降ふりかかる。長期的に見れば最さい善ぜんではないのだ。

「いい考えだと思うわ。エスカ・トロネアの王女が親善を唱えるというのは、友好の意思を広く表せるもの」

「まあ、そうなのですが」

「？」

　まだ含みのありそうなアルフルードの言葉に、フローレンスは僅わずかに首を傾かしげる。

「他に意図があるの？」

「いえ、建前的にはありません。ただ私は、エスカ・トロネアの王女だからではなく、貴女あなただから大使になっていただきたいと思った、というだけです」

「わたしだから？」

　あまりに聞き慣れない言われようだった。王女としてではなく、個人として自分を愛してくれる人とは、出会うことができた。人生においてきっと、最高の奇き跡せきとなる相手と。

　けれど公的な場において、フローレンス個人がエスカ・トロネア王女である以上に価か値ちを持つなど考え難がたい。

「勝手な所見ですが、姫は帝国を知った今、特に嫌きらってはいないでしょう」

「好ましく思っているわ」

「せっかくならそういう方にやっていただきたい、と思っているだけです」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、アルフルードは自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

「私の記き憶おくの中でこの国は、良い思い出より悪い思い出の方が多い地です。けれどそんな地だったからこそ、皆みなで支え合って生きてきた印象も強く残っているんですね。──だから、本当の帝国を知った貴女にこそと考えてしまうんです」

「……そう」

　アルフルードの言葉を聞きながら浮かんだのは、自分の故こ郷きようのこと。

　確かに、良い思い出は少ない。どちらかといえば辛つらい気持ちでいる時間の方が多かった。

　けれど、大事に想われていた日々も本当だから。

「そうね。わたしもきっと、自分の国に好意を持っている人にやってほしいと思う」

「引き受けてくださいますか？」

「父と兄に手紙を書いてみるわ。きっと反対されないでしょう」

　メヘラザーテはそれ以上の譲歩をしている。均きん衡こうを取るためにも丁度いいと考えるだろう。フローレンスと同じように。

「よかった。後は後あと腐くされなく発たつだけですね」

「ええ」

「しかし──どうにも残念な気持ちが消せません」

　すべてがすっきり円満解決、とは言えない。苦い口調で言ったアルフルードに、フローレンスも首しゆ肯こうする。

「正教会のことね？」

「そちらもですが、今回の件で殿でん下かの名前を出せないのが、です」

「ああ……」

　同意だったので、フローレンスの答えも覇は気きのない吐と息いき交じりのものとなった。

　イスカは大砂漠帝国で多くの人を救った。成し得たことは快挙と言っていい。

　もしイスカがこの国に来ていなければ、カフィエズは寵ちよう姫きたちを拷ごう問もんにかけ反はん皇こう帝てい派はと正教会の繫つながりを暴いただろう。そして関わった者たちは皆極きよつ刑けいを言い渡され、ラグリマはまた多くの血を流し、一いつ層そうの慟どう哭こくを呼び込む。

　それを防げたことは幸いだと、素直に言える。

　そして捕とらえた首しゆ謀ぼう者しや、正一位神官から得た情報を元に、ズィーネでエンデルハンの命を救い、犯おかした罪を詳つまびらかにできた。彼は今、裁さばきを待つ虜りよ囚しゆうの身である。

　結果、反皇帝派の気勢を完全に削そぎ、正教会からの干かん渉しようを断たち切きった。これから帝国は自国の安定へ向けて、憂うれいなく突き進めるのだ。

　そして何より西大陸にとって大きいのは、メヘラザーテの西大陸侵しん略りやくの意志を失わせた、ということだ。

「陛下は今後、多くの属州を自治に任せ、帝国の安定を図るでしょう。今の帝国は一国家が統治できる広さではなくなっていますから。……姫と殿下には、感謝しています」

　メヘラザーテが突き進めば、おそらく西大陸は勝てなかった。しかしこれ以上領土を広げたとしても管理しきれなくなったはず。西大陸と中央大陸は揃そろって瓦が解かいし、その先に待つのは混こん沌とんの時代。

「ウル様は、陛下を止めはしないので。最後まで陛下に従したがい、そして陛下と共に命を落としていたと思います」

「ええ。閣かつ下かはきっとそうね」

　おそらく、ハルシュラも。

　……カフィエズだけは飄ひよう々ひようと生き残る気がする。何となく。

（陛下がエスカ・トロネアの姫を求めたのは、帝国に資財が欲ほしかったからに過ぎない。お兄様が同意したのも、帝国の瓦解と難なん民みんの流入を防ぐため）

　その目的は達せられたと言っていい。

（わたしか、もしくは妹のヴァレリアが嫁とついだだけでは、時じ間かん稼かせぎにはなったとしても、帝国の侵略を止めることはできなかった）

　メヘラザーテの真意を知ったあとだから断言できる。そして父もセリスも、帝国でフローレンスやヴァレリアの身に何が起ころうが、西大陸が不利になる決断をしたりはしない。

　だがメヘラザーテはもう、西大陸の支配に興味をなくしている。イスカの誠実さをメヘラザーテが真実だと受け止め、その姿勢に好意を抱いたからだ。人の心を一つ認められたことで、民の想いを信じる土壌も生まれた。

　彼が本当に欲ほつしたものは、永遠に得られはしない。代わりになるものなどないから、一度空いた穴は塞ふさがりはしないだろう。けれど自分の民たみの想いで隙すき間まを埋うめることを許したのだ。

　フローレンスが離縁して帰っても、保証のない友ゆう誼ぎに同意したメヘラザーテに、新たな政略結婚など必要ない。

　これまでの経緯とこれからの展開を考えれば、エスカ・トロネアの王女が帝国への親愛を謳うたうのはいい落としどころとなる。

「イスカの成果を公表できないのは仕方ないわね。始まりが密みつ入にゆう国こくなんだもの。だけどきっと、ラハ・ラドマの人たちは気にしないと思うわ」

　結果を知っただけで、よかったと言ってくれるだろう。もちろんイスカも。

　彼が望むのは栄誉ではなく、皆と分かち合う幸福だから。

「そうですね。だから、愛いとしく思うのですし」

「同感ね」

「では、失礼します。──ありがとうございました」

　アルフルードを見送って、フローレンスは穏おだやかに笑みを浮かべる。

　帝国に懸け念ねんはない。健すこやかな気持ちで帰国できるはずだと、このときのフローレンスは一いつ片ぺんも疑うたがっていなかった。
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　そして、月初めの御前会議の日が巡めぐってきた。

「ふ、くっ。ぶぇっくし！」

「姫様、お風か邪ぜを召めされました？」

　控ひかえの間に通された主あるじが放ったくしゃみに、ミリアが心配そうな面おも持もちで声をかけてくる。フローレンスは首を横に振って否定した。

「違うと思う。アレルギーが出ている気がするの」

　風邪によるものかアレルギーによるものかというのは、結構はっきり分かるのだ。隣となりで展てん開かいされている会議の邪じや魔まにならないよう、囁ささやき声ごえで会話する。

「姫が違和感を訴うつたえてから、庭園という庭園はずっと避さけてきましたが……。実は帝国は、意外と姫の安住の地ではなかったようですわね。やはりラハ・ラドマでないと」

「そう……なのかなあ。でも、ズィーネから帰って来て急になのよ？」

　急きゆう激げきな変化に、戸と惑まどいと共に違和感を覚えている。

　こそこそと話していると、扉が叩かれ、声をかけられた。

「寵姫様、陛下がお呼びです。御前会議の間にいらしてください」

「分かったわ」

　嫌な予感はひしひしとするが、ラハ・ラドマに円満に帰るためにも、ここで回れ右をするわけにはいかない。

「姫、どうぞご無理をなさらず……」

「うん。そうできるといいな……」

　それを決められるのは残念ながらフローレンスではないので、覚かく悟ごを決めて踏み出した。

　衛え士じの手によって扉とびらが開かれたその瞬しゆん間かん、甘あまく濃のう厚こうな香かおりが鼻び腔くうをくすぐる。五感がそれを認にん識しきするかしないかのうちに──




「ぶえっくしゅっ。ぶっし！　ひぶっくしょぅっ!!」




　事態を把は握あくする間もなく、体が訴えた。しかも止まらない。かなり強く反応する花が近くにある！

　苦しい息の中でフローレンスが辺りを見回すと、探すまでもなく元げん凶きようが目に入った。

「!?」

　フローレンスのために排はい除じよされていたはずの花か瓶びんが、なぜか部屋の四よ隅すみに存在を主張している。もちろんしっかりと花を活いけて。しかもそこそこ美しく咲さき誇ほこったそれは──。

（な、なんで花冠の王女エスカ・トロネアラが帝国に……!?）

　この過か酷こくな環境の中、よくぞ見事に花を咲かせたものだ。腕のいい庭師の存在を窺うかがわせる──ではなく。

「ふぶっし！　ぶへっくしょ、へーぶっしゅっ」

（た、退出！　とりあえず退出しないと！　何コレ何の嫌がらせ!?）

　足をもつれさせつつ踵きびすを返そうとしたフローレンスの肩を、誰かがわし、と摑つかむ。

　──そうだ。忘れていた。今、ここは御前会議の最中だった。

（人が、いるん、だった……！）

　頭が一気に白くなる。考えることを放ほう棄きしたい。

「皆、見た通りだ。フローレンスを留め置くなら、約やく定じよう通どおり皇こう妃ひにする必要がある。しかしエスカ・トロネアで病弱であった王女はラハ・ラドマでは持ち直しても、我が国には適応できなかった。とても妃きさきの役やく割わりは果たせん。無用な娘だ」

「いや、しかし陛下」

「ぶへっくしっ」

「病弱とはいえ」

「へーぶっし」

「調子のよいときもあ」

「ぶへくしょっ！」

「いるだけでも充じゆう分ぶん……」

「ぶしゅっしゅっしゅっしゅ」

「…………」

　発言もままならず、臣下たちは口を閉じた。フローレンスのくしゃみだけがこだましていく。

「見た通りだ。国母として、果たして表に出せるときが来るものか。未いまだ民が落ち着かぬ中、皇妃の役を姿を見せられない娘に与あたえるのはあまりに惜おしい」

「…………そのようで」

「へ、へいが……？　ぶしっ」

　これは一体、どういうことだ。

（いや。分かる。分かった。分かったけど──）

　現実だと認みとめたくない。

「上出来だ、フローレンス。これでお前の症しよう状じようは広く伝わり、誰もがお前との離縁に納なつ得とくするだろう」

　大たい層そう満足げなメヘラザーテの言葉が、耳と脳とを通り抜ける。

　そのとき──呆ぼう然ぜんとしていたフローレンスの目に、ふとカフィエズの姿が留まった。愕がく然ぜんとする官かん僚りようたちの中、一人だけ声を立てずに大笑いしているのが目立ったせいだろう。

　フローレンスの視し線せんに気付いたカフィエズは、実に楽しそうな笑みを向けてきた。

『この前約束した通り、頑がん張ばってみたよ！　花冠の王女エスカ・トロネアラ、結構綺き麗れいに咲いただろう？』

　声に出さず言われた言葉を、したくもないのに理解してしまう。




　──ふ　ざ　け　る　な。




「……はぅっ」




　限界を超えたフローレンスの意識は、そこで現実と向き合うのを放棄した。

「フローレンス!?」

「寵姫様！」

「大変だ、倒れられたぞ！　早く担たん架かを！」

「これはやはり、難むずかしいかもしれませんな……」

「帝国で死なれるより、急いで送り返した方が……」

「どうした、フローレンス！　しっかりしろ！」

　倒れたのは予想外だったのか、頭上でメヘラザーテの本気っぽい焦あせった声が聞こえたが、魂たましいの抜ぬけかけたフローレンスの心に響ひびくことはなかった。

　担架によって部屋へと運ばれていく間も、フローレンスの苦く悩のうに満ちた呻うめきは一いつ時ときもやまず、彼女をこの地で皇妃にするのは無理であろうと、運んだ兵士たちの心しん胆たんを寒からしめた。

　フローレンスは倒れてからずっと、意識下か無意識下か微妙な、目の前が真っ暗になった状態で、思考のすべてを支配する花冠の王女エスカ・トロネアラと戦っていた。

（うぅ……っ。花冠の王女が……。花冠の王女がぁ……！）

　部屋に着き、体がベッドに落ち着いても、そんなことは自覚の外。

　瞼まぶたの裏の漆しつ黒こくの空間の中、フローレンスは四方を天敵に囲まれ悪夢に喘あえぐ。

「姫様！」と耳に馴な染じんだ優しい声が心配そうに自分を呼んだが、今は答えられない。答えたくない。

　彼女の声に応じればこの黒い空間と花冠の王女エスカ・トロネアラ地じ獄ごくからは抜け出せる気がするが、代わりにもっと恐おそろしい事態に直面する予感がある。

　怯えるフローレンスをさらに追いつめるように、近く、遠く、嘲ちよう笑しようが響く。




「無様だ」「恥ずかしげもなく」「みっともない」「よく人前に」




（やめて、やめて！　分かってるから！　──うるさい、何よ！　人の事情も聞かないであげつらって、瑕か疵しだからとただ笑う！）

　これは違う。これは過去だ。だって、今の自分は知っている。

（差さ異いを笑う貧しい精神性の方が、余程恥ずかしいわ！）

　怖こわがらなくていいのだと、心に宿った声が励ましてくれる。

　彼がそう言ってくれたから、フローレンスは少しだけ、でも本当に吹っ切れたのだ。

　だけどそれはそれとして、今は沈み込む気持ちが勝ってどうにもならない。

　それがどうしたと開き直る前に、心を締め付ける羞しゆう恥ちを涙で流してしまいたい。

　かつては、自分に許してあげることができなかった。泣けば優しくしてくれる人を困らせるだけだし、甘えのようで嫌だった。

　でも立ち上がるためになら、己を許したっていいのだろう。

　それができる場所を、フローレンスは知っている。

（会いたい……）

　そう思ったとき、体が言葉にしようとしたのだろうか。ひゅう、と乾かわいた空気が喉のどを通り抜けた。

「あ、そういえば……」

　ふと気づいたような呟つぶやきを零こぼし、ミリアが側から離れる気配がした。水差しの中身を確認している音がする。それから、ため息。

「姫、少々お待ちくださいね」

　フローレンスが起きたとき、水を欲するかもと思ったのだろう。ミリアは水差しを持って部屋を出る。

　侍じ女じよの一人でも捕つかまえれば済すむので、すぐに戻ってくるはずだ。

「──……」

　夢か現うつつか、判別し難い状態で、フローレンスは体を起こす。

　止める人がいないうちに、というわけではない。生憎あいにく、今のフローレンスにはそんな複雑な思考を処しよ理りする能力はなかった。

　求めたのは一つだけ。

　思考を放棄した頭で、フローレンスは本能のまま、その人を求めて歩き出す。
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（御前会議はどうなっているだろうか）

　今そこで何が議論されているかを知っていても、イスカには見届ける術すべがない。そわそわしながら結果を待つ。上う手まくいけば、きっとフローレンスが教えに来てくれるはず。

　そんな状態であってもイスカの五感はきちんと仕事をする。部屋に近付いてくる足音を耳が拾った。

　──しかし、妙みようだ。

　足取りは引ひき摺ずるように重く、まるで意識が混こん濁だくした亡もう者じやのよう。音の軽さからして、女性であると推すい察さつされる。

（怪け我がでもしているのか？）

　足を引き摺らねばならないような重じゆう傷しよう者しやが一人で歩いている、というのは気にかかる。事情もそうだし、きっと難なん儀ぎしているだろう。

　イスカは扉を開け、急いで音のする方へ向かった。そう遠くはない。

　廊下の角を曲がった所で、鉢はち合あわせた。が、予想外の人物だと分かってイスカは驚おどろく。

「フローレンス!?」

　あまりにらしくない姿だった。いつもの彼女は優ゆう雅がに華か麗れいに、淑しゆく女じよ然ぜんとして歩くのだ。

「っ……」

　そのフローレンスは無言のままで手を伸ばし、イスカの上着を鷲わし摑づかみにすると、縋すがるように胸に顔を寄せてしゃくりあげた。

「ど、どうした!?」

　ひぐ、ふえ、と泣きじゃくりつつ、ただ首を横に振るだけで、答えない。

「……大だい丈じよう夫ぶだから」

　何がどうして泣いているのかは分からないが、諸もろ々もろ後でいい。自分に縋る細くて頼りない体を、そっと抱だき締しめてその背を擦さする。

（しかしこれは、誰かに見られたら致ち命めい的てきじゃないだろうか……）

　上手い言い訳ができる自信が一いつ切さいない。

「……」

　幸いというか──自室は、近い。

　だが間が悪いことにアルフルードは所用で外していて、常についているはずのミリアの姿も見当たらない。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのあと、イスカはフローレンスを横抱きに抱かかえ上あげた。

「どちらにしろ致命的なのは同じだしな」

　フローレンスは抵てい抗こうしなかった。それどころか当然のように首に手を回して自分の体を安定させると、イスカに己おのれを預けて大人しくなった。その重みが心地いい、と思う。

（……背はい徳とく感かんがあるな）

　無防備な女性を部屋に連れ込む、という状じよう況きように、妙な緊きん張ちよう感かんを意識する。

「いや、決してそういうつもりではなく……っ」

　誰に対してか口を突ついて出た言い訳が余計に恥ずかしい。イスカは足を速めて部屋に戻り、扉を閉める。

「ふ、え。イスカー。イスカー」

「ああ。ここにいるから」

「……ん」

「フローレンス？」

　頼りない返事にフローレンスを見てみれば、大分落ち着いた気配がして──代わりに脱だつ力りよくした様子で目を閉じ、うつらうつらしている。

「ちょ、待……！」

（さすがにそれは！）

　寝るつもりなのか。今ここで。

　精神的に追い詰められていたのだとはもの凄すごく感じる。頼ってきてくれたのは嬉しい。腕の中で安心してくれるのも。

　だが──

（俺は今、良識を試ためされている……！）

　深しん呼こ吸きゆうをして、ベッドへ向かう。

（これはこれでやましさが……。いや違う。断じて他の意図はない。フローレンスをソファで寝かせるわけにはいかないから、それだけで！）

　とりあえずフローレンスの体を横たえ、ほっと息をつく。一度意識してしまうと、柔やわらかな感かん触しよくが手の中にあるのに心が騒さわいで落ち着かなかったのだ。

　あとはもう何も見ないことにして、フローレンスが起きるのを待とう。

　いっそ部屋を出ていた方が間ま違ちがいが起こらなくていいだろうか、と頭に過る。

（書き置きの一つも置いておけば……。いや待て。それだと起きたときにフローレンスが驚くかもしれない？）

　混こん乱らんした様子だったし、今の自分の状況を覚えていない可能性もあり得そうだ。自ら来たことさえ覚えていなければ、イスカが連れ込んだことになるわけで。

（いや、確かに連れ込んだのは俺だが、そうではなく！）

　いっぱいいっぱいになってきた。いっそ自分も気絶して逃とう避ひしたいとか、末期的な発想が浮かんでくるほどに。だがそれでは何も解決しないというか、余計に誤ご解かいを生む事態を引き起こすだけだ。

（そもそも、部屋を空けて万一誰かに見られたらどうするんだ……）

　使用人が掃そう除じでもしに来たら、詰つむ。

　とりあえずイスカが距きよ離りを取ろうとしたところで、くん、と弱い抵抗を感じて留まった。それは振ふり払はらうにはとても容易たやすい力だったけれど。

「……フローレンス」

　服の裾すそを微かすかに摘つまんだフローレンスの指を見て、イスカはがくりと項うな垂だれた。

「貴女は俺に、一体どうしろと……！」

　──いや、分かっている。むしろ何もするべきではない。意識を失っている女性に何かをするような、鬼き畜ちく外げ道どうに堕おちたくもない。

「っ……」

　しばしの葛かつ藤とうのあと、イスカは深く息をつき、ベッドに腰を下ろす。己の理性への挑ちよう戦せんになるが、フローレンスの手を振り払いたくない方が勝った。

「……イスカ」

「ああ」

　ただのうわ言だ。

　分かっているのに、つい返事をしてしまう。
















　ずっと硬かたく引き結ばれていたフローレンスの唇くちびるが、ふにょ、と緩ゆるむ。

（……可か愛わいい）

　努力によって培つちかわれてきた彼女の振る舞いはいつも隙なく美しいから、これほど無防備な姿を見られるのは珍しい。

　うっかり頰ほおを撫なでようと伸ばしかけた手を、慌あわてて引ひき戻もどす。続いて目を逸そらして別のことを考えようと試みる。

（時間から見て、おそらく会議で何かがあったんだろうが）

　どう考えてもいい展開でないのは明らかだが、あまり危機感を覚えないのは、フローレンスがこうして取とり乱みだして、縋ってきたからだろう。

（それに、陛下が噓うそをついたとは思えない）

　顚てん末まつは、フローレンスが目覚めてから聞くことにしよう。

「落ち着くまで、ゆっくり休めばいい」

　これぐらいは許されるだろうと、フローレンスの頭を触ふれるか触れないかの慎しん重ちようさで撫でた。

　エスカ・トロネアの王女として、相応ふさわしい振る舞いを貫つらぬくのもフローレンス自身だから、気にしてはいない。けれどもっと気を楽にしてくれれば、とも思っている。

（……だから、嬉しい）

　弱さを見せる場所に、選んでもらえた。

「切羽詰まった果てのようだから、貴女は恥ずかしがるかもしれないが」

　意識に残らない今、本音を伝えさせてほしい。

「俺はもっと、貴女を知りたいと思っている。フローレンスという女性の、そのままを」

　焦るつもりはない。その距離は、互たがいに一歩ずつ埋めていくものだ。意識していてもいなくても、フローレンスの今日の行動もまた、その一歩には違いない。

　シーツに乱れて広がる金の髪を一ひと房ふさ掬すくい取とって、イスカはそっと唇を押し当てた。

「ありがとう」
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　──目が覚めたら朝だった。

　いや、それは毎日のことだ。なのに違和感を覚えるのは、寝ね覚ざめが悪かったせいに違いない。

（凄く嫌な夢見た……）

　メヘラザーテに呼ばれて御前会議の場に行って、花冠の王女エスカ・トロネアラが──

　そこまで思い出して身み震ぶるいをして、フローレンスは無理に記憶から引っ張り出すのをやめた。嫌な夢などさっさと忘れるに限る。

（ええと……。それで、会議って今日だったっけ？）

　日付の感覚が妙にあやふやだ。これも夢のせいだろうか。

　御前会議のことを夢に見るほど心配している自分を、フローレンスは不思議だとは思わなかった。むくりと上体を起こし、ベッドから下りようとすると。

「ひ──、姫様!!」

　驚いたような声を出したミリアが、駆かけ寄よってくる。

「おはよう、ミリア。どうしたの？　そんなに慌てて」

「姫、あの……。だ、大丈夫、ですか？」

「大丈夫──って？」

　酷ひどく心配そうに見つめられて、フローレンスは首を傾げた。

「何かあったの？」

「覚えて、いらっしゃいませんか？」

「……どうしたの？」

「え、ええと……」

　問とい質ただされたミリアは窺うように、たっぷり数十秒フローレンスの表情を観察する。それからおそるおそる口を開く。慎重に。

「姫は、その……お倒れになったのです」

「わたしが!?」

　びっくりした。

　アレルギー持ちではあるが、それ以外はいたって健康なフローレンスだ。運動不足由来の体力のなさについては横に置いておく。

「え、ま、待って。今日っていつ？　御前会議は？」

「例の会議の日から、三日経たっております」

「三日!?」

　愕然とした。まったくそんな感覚はなかったのだが、もしかしたらズィーネとの往復に体が参っていたのだろうか。

　というより、倒れた原因がそれしか思い付かなかった。

　一瞬、脳のう裏りに忌いまわしき花冠の王女エスカ・トロネアラがやけに鮮せん明めいに映うつったが、鳥とり肌はだが立ったので慌てて思考を切きり替かえる。

「わたし、会議に出られなかったのね……。じゃあ、離縁のことはどうなったの？」

「…………皇帝陛下が滞とどこおりなくまとめてくださいましたわ」

　内容は喜ばしいものであるはずなのに、ミリアの声はラハ・ラドマの凍とう季きがごとく冷ややかだった。

「ミ、ミリア……？」

　滞りないはずなのに、どうしたのだ。

　フローレンスが疑問と共に名を呼べば、ミリアははっとした様子で笑みを繕つくろう。

「ええ、ですので、お約束については問題ありません。陛下との婚姻は見事に白紙となりましたわ」

「そう、よかった……」

　メヘラザーテはちゃんと約束を果たしてくれたのだ。それなのに出席できなかったとは、申し訳ない気持ちになる。

「ご迷めい惑わくをおかけしたわね。謝あやまりに行かないと」

「必要ございませんわ」

　再び、極ごつ寒かんの気配が漂ただよった。

　じっと見つめるとミリアも受け応えの不自然さに気付いた様子で、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「姫はお倒れになったばかりなのです。これからラハ・ラドマへの長旅も待っておりますし、帝国での残りの日々は、どうぞお部屋で静養なさいませ」

「ええ……？」

　さすがにそれはどうだろうと、首を捻ひねる。

　だがフローレンスが反はん論ろんを口にする前に、ミリアが畳たたみかけてきた。

「姫。陛下は姫が病弱であることを離縁の理由になさいましたわ。説得力を出すためにも、今はお部屋でお過ごしくださいませ」

「ああ、そうか。そういうことだったのね」

　つまりメヘラザーテはフローレンスを会議の場に呼んで、倒れる演技でもさせるつもりだったのだろう。

（そうならそうと、言ってくださってもいいのに。練習だってしたかったわ）

　ならば本当に倒れたのは、いっそ好都合と考えるべきか。

　ミリアの説明に納得できたので、フローレンスはこくりとうなずいた。

「分かったわ。部屋で大人しくしていましょう」

「ええ。お願いいたしますわね」

　ミリアはようやくほっとした様子だ。

（肩から力が抜けたのかな）

　気持ちは分かる。フローレンスとて同じだ。

　帝国を発ち、ラハ・ラドマへと帰る──

　そのときはもう、明確な日付を伴ともなって近付いてきていた。
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　およそ半月後、フローレンスは第二の門を背にしたメヘラザーテと向かい合っていた。彼の周囲には政権を支える高官たち、そして礼れい装そうの親衛隊が立ち並ぶ。

「道中、体に気を付けて行け」

「はい、陛下。お世話になりました」

「……うむ」

　微笑ほほえむフローレンスとは対照的に、メヘラザーテの態度はぎこちない。どことなく、様子を窺っている節がある。

　演技でもなく倒れたから、気にしているのかもしれない。

　しかしメヘラザーテはフローレンスの病弱がただの設定だと知っている。こうして体調も戻ったのだから、もう心配することなどないというのに。

　くすぐったい。けれど、嬉しいと思う。

「陛下もどうぞ、ご無理をなさらずに」

「私の心配は不要だ」

「はい」

　強い人だとは知っている。だからフローレンスは素直に認めてうなずいた。

「それと──ウル」

「はッ」

　メヘラザーテに呼ばれ、軍務局局長ウルアトシェが一歩前に進み出る。

「フローレンス姫。帝国では国や文化、国民に大きく貢こう献けんした者に、皇帝より二つ名を贈る習わしがございます。受けていただけますか？」

「もちろんです。光栄ですわ」

　まるで聖せい人じんのような扱あつかいだ。きっと、これから親善大使となるフローレンスに箔はくを付けようという気き遣づかいだろう。

「我が帝国に天の采さい配はいのごとく現れ、安あん寧ねいを導きし姫よ。大砂漠帝国第二十七代皇帝、メヘラザーテ・ジス・レダクートゥールの名において、其方そなたに『祝福の王女』の名を贈ろう」

　フローレンスは満面の笑みで礼を述べようとして──ふと、目の端はしに入ったカフィエズの顔に、ピタリと表ひよう情じよう筋きんを硬こう直ちよくさせた。

（笑っている！）

　しかも楽しそうに！

（何!?　絶対何か企たくらんでるわね!?　仕し掛かけはどこに!?）

　フローレンスが自分に気付いたのを悟さとり、カフィエズはメヘラザーテに目もく礼れいして許可を得てから口を開く。

「フローレンス姫、僭せん越えつながら私も一案を述のべさせていただきました。西大陸においても姫に相応しい名になるように、と」

「!!」

　発された西大陸という言葉に、閃ひらめきが走った。

　西大陸の古語で、『祝福ヴレシユ』と同じ響きを持つ『吐息ヴレシユ』という単語がある。それを洒落しやれて、隣りん人じんがくしゃみをしたときに「祝福を貰った」と笑う冗じよう談だんがあるのだ。

　ついでに、イスカの誕生日に行った観かん劇げきと、そのあとでアルフルードとハルシュラが交かわした会話を思い出す。




　──王朝の元となった国や州都の古語が入り混じって、俗ぞくにも高こう尚しようにもとれる韻いんを踏ふんだ言葉遊びを多用していますからね──と。




　つまり帝国の言葉遊びに倣ならって西大陸の冗談を加味すると、その裏の意味は。

『くしゃみ王女』だ。

「っ……！　っ……!!」

　しかしどうやらメヘラザーテとウルアトシェは、カフィエズの意図に気付いていない様子。西大陸の洒落だから仕方ないと言える。

　さらにこれは、皇帝から正式に贈られた二つ名。この場で指し摘てきでもしようものなら、メヘラザーテに恥をかかせる。

　受け取る以外に、ない。

（お、おのれ……！）
















　怒いかりに震ふるえそうになる体を抑え、フローレンスは意地で微笑んだ。

「しかと賜たまわりました、陛下」

「うむ」

　二つ名が授じゆ与よされたとき、脇に居い並ならぶ高官の数人──外務局長を中心に、彼と交流の多そうな長たちが苦笑いのような顔をした。

（待って！　あの表情、分かってるっぽい！）

　反応を見せたのは、諸しよ島とう連合を通じて西大陸の風習を聞き及んでいてもおかしくなさそうな顔ぶれ。

　しかし妙だ。フローレンスは確かに病弱認にん定ていされたようだが、くしゃみ王女というのは症状を限定しすぎている。まるでアレルギー症状を知っているような──？

「！」

　脳裏を過よぎった花冠の王女エスカ・トロネアラと、会議の間まの場面。

（いや！　まさか！　だってあれは夢だし！　夢よね!?　夢と言って!!）

「儀ぎ礼れい抜ばつ刀とう！」

　ウルアトシェの鋭するどい声と共に、周囲で一糸乱れぬ金属音が響く。親衛隊の皆々が体の中央で顔の高さにまで剣けんを掲かかげ、僅かなずれもなく列を揃えて直立の姿し勢せいを保つ。

「お前の新たな旅立ちが、困こん難なんにも打ち勝つ、祝福に満ちたものであるよう祈いのっている」

（今は『祝福』言うのやめてー！）

　困難に打ち勝つくしゃみとは何だ。満ち溢れてどうしろと言うのだ。

　地味に心に傷きずを負いつつ、メヘラザーテに他意はないので、嬉しいのと悲しいのと腹立たしいのとで本当に複雑な心地になる。

「あ、ありがとうございます、皇帝陛下。それでは──いずれ、また」

「うむ」

　礼を取り、フローレンスは馬車へと向かう。エスコートにはハルシュラが付き、一言だけ小声で囁いた。

「元気でな」

　ハルシュラの身分では、この場でフローレンスに声をかけることができない。それでも最後の挨あい拶さつをするために考えて、無理矢理捻ねじ込こんできたのだろう。

「ありがとう。貴方あなたも」

「おう」

　馬車に乗り込み、扉を閉める。整列した親衛隊の間を、馬がゆったりと歩き始めた。

　帰れるのは嬉しいけれど、寂しさも感じている。

（まさか、大砂漠帝国に愛着を持つなんてね）

　これまでの人生の中では、考えたこともなかった。

　でも、心はただ、温あたたかい。

（また会いましょう）

　過ぎ行く街まち並なみを見つめながら、フローレンスは再会のときを楽しみに、皇都ラグリマを後にした。

　さすがにフローレンスと連れだって帰るわけにはいかないので、イスカとアルフルードは数日前に帝国を出発している。念には念を入れて、合流は騎き士し団だん領りように着いてからだ。

　早く会いたいが、焦る必要はない。フローレンスは目を閉じ、馬車の揺ゆれに身を任せて過ごす。

　移り行く景色の先で、実じつ一いつ辺ぺん倒とうの武ぶ骨こつな形をした剣つるぎの砦とりでを目にしたとき、ああ帰ってきたのだと、ほっと安あん堵どの息が零れ出た。

　エスカ・トロネア王女を迎えるため、東門の奥に続く前庭には、騎士たちが整列していた。鋭い空気感が帝国と同じで、少し懐なつかしささえ感じてしまう。

　開かれた馬車から降りて、地に足を着ける。貴き賓ひんを迎えるファンファーレに、長く伸びる赤あか絨じゆう毯たん。その終わりに。

「──！」

　姿を認めて、足が駆け出す。

　周囲がどよめいた。王女が、歓かん迎げいの出迎えの中を駆かけ抜ぬけるのは確かにおかしかったかもしれない。

　理性が頭をもたげたが、足は止まってなどくれなかった。フローレンスも止めようと思わなかった。

　この瞬間は、辿たどり着つくことだけがすべて。

「イスカ……！」

　先に待つ人の胸へと、飛び込む。

「フローレンス」

　しっかりと抱き返してきた腕の力は、強い。取り戻した権けん利りを嚙かみ締しめるように。

「ただ今、戻りました」

　──貴方のもとに。

「ああ」

　嬉しさに震える柔らかな声こわ音ね。耳のすぐ側で響くそれに、心が幸福で満たされていく。

「お帰り、フローレンス。そして共に行こう」

「はい」

　正式に自分の国となる、愛しき雪の王国へ。
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　食堂に鎮ちん座ざする長大なテーブルを前に一人で腰かけ、エスカ・トロネア王おう太たい子しであるセリスは、父王から回ってきた二通の手紙について考えを巡めぐらせていた。

　一つはフローレンスから。もう一通は帝てい国こく皇こう帝ていメヘラザーテからだ。皇帝直じき筆ひつの手紙が送られてくることが、すでに快かい挙きよといえる。

　皇帝からは離り縁えんの旨むねと、それによって協定への影えい響きようはないこと、そして近いうちに公式にエスカ・トロネアを訪おとずれたい、という内容が記されていた。

　フローレンスの手紙は、皇帝との離縁の報告と、自らが親しん善ぜん大たい使しとなる提案。

（本当に上う手まく立ち回ったんだな）

　正直に感かん嘆たんする。驚きよう嘆たんと言ってもいいかもしれない。

　未練を断てずにいたイスカの背を押したのは彼の感情部分を納なつ得とくさせるためであって、どうにかなると思っていたわけではなかった。

　イスカの性格からして、フローレンスを奪うばわれた反発心や、己おのれの名声、実利のために人命を懸かけるとは思えない。だから正教会の野心に乗って西大陸に大戦を起こす道は選ばないはず、と判断した。であれば、ラハ・ラドマに対しては周辺諸しよ国こくへの牽けん制せいに第三王女ヴァレリアを嫁とつがせ、繫つながっていることを示せれば充じゆう分ぶん。

　そしてフローレンスは、最もセリスに思考が近く、しかし数すう段だん甘あまい。嫁ぎ先の帝国が何かしらの行動を起こそうとすれば止めようとするだろうし、不可能であっても被ひ害がいを抑おさえる努力をすると分かっている。

　だから帝国に嫁がせた判断は、情勢におけるセリスの最さい善ぜん。

　けれどフローレンスはそのうえで、己の望みを摑つかみ取とってきた。

（まさか、皇帝まで動かしてくるとはな）

　ずっと強きよう硬こう姿し勢せいを崩くずさなかった帝国皇帝を、エスカ・トロネアに歩み寄らせた。これは今のエスカ・トロネアにとって、とても大きな意義がある。フローレンスの親善大使の件は、快かい諾だくされることになるだろう。本人が望み、エスカ・トロネアにとって都合がいいイスカとの婚姻も同様だ。

（役に立たない引きこもり王女が、大陸の救世主になるとは。もっとも、それに気付く人間は少なそうだが）

　フローレンスは自ら英えい雄ゆうになる道を捨てている。感謝と栄光に称たたえられるよりも、起こるかもしれない凄せい惨さんな事態を防ぐことに全力を注ぐ。

「お前がもしアレルギーを発はつ症しようさせていなかったら、どうなっていただろうな」

　現在に『もし』はない。セリスも普ふ段だんはそんな無む駄だな可能性を考えはしない。だが、今だけは呟つぶやかずにはいられなかった。

　フローレンスはきっと、セリスがそれに相応ふさわしい限りは愚おろかに王おう座ざを狙ねらったりはしないだろう。だから、彼女がいればもう少し、もしかしたら。

「……ふっ」

　無益な思し索さくだと、セリスはそこで意識的に打ち切って失しつ笑しようする。

（疲れてでもいるのか？　らしくないことを）

　不可能な希望に思いを馳はせたところで、現実からは逃のがれられない。

　そこにふと、複数の足音が近付いてきたのに気が付いた。ややあって姿を見せたのは、異母妹いもうとであるヴァレリアだった。

　──表情で分かる。ご機き嫌げんだ。

（これは、父上からラハ・ラドマとの婚約がなくなったことを聞いたな）

「まあ、セリスお兄様。お久しぶりです。お食事をご一いつ緒しよできるなんて、いつ以来かしら」

　現れたヴァレリアは白々しくそんな挨あい拶さつから入った。

　互たがいに忙いそがしいエスカ・トロネア王族の食事時が、偶ぐう然ぜん揃そろうなんてあり得ないというのに。

　セリスの予定を調べてわざわざ来たからには、話があるのだろう。

「二ヶ月ぶりぐらいかな？　一人の食事は味気ない。お前と一緒なら美う味まそうだ。嬉しいよ」

「わたくしもですわ」

　洗せん練れんされたと言うには隙すきのある、まだ幼おさなさを残した満面の笑みでヴァレリアは答えた。

　──悪くない。

「お前の笑顔は和なごむな、ヴァレリア。可か愛わいいと思うぞ」

「ありがとうございます。だって、理想の美クロサンドラは一国に一輪で充分ですものね」

「ああ、その通りだ」

　セリスの対面に座ったヴァレリアは、にこにこと無む邪じや気きな笑みを浮かべたまま。

　初手ぐらいはいいかと、セリスは彼女がしたいだろう話を振ってやることにした。

「そうだ、ヴァレリア。父上から話は聞いたか？　ラハ・ラドマの件だ」

「はい。白紙になると言われましたわ。もうわたくし嬉しくって！　苦労するのが目に見えている土地になど、わざわざ行きたくありませんもの。お兄様、わたくし、できればエスカ・トロネアの殿との方がたと結婚したいわ。侯こう爵しやく位いぐらいの」

「考えておこう」

　苦く笑しようしてセリスはうなずく。

　エスカ・トロネアで侯爵位の男でなくては駄だ目め、という意味ではなく、それぐらいの暮らしぶりが譲じよう歩ほできる最低限だという意思表示である。上になら条件を積めば積むほど喜んで嫁ぐだろうが。

　要望を直接セリスに告げてきたのだから、ヴァレリアもそろそろ腹を決めたらしい。

　幻げん想そうの中の姫君のように、ふわふわと可か憐れんで浮うき世よ離ばなれした印象のヴァレリアだが、中身は普通にエスカ・トロネア王族である。血ち筋すじよりも自身の利益を最さい優ゆう先せんしてくれる実利主義者なので、セリスにとってもそこそこ可愛い妹だ。

　ヴァレリアに野心はない。自分には届かないと理解しているからだ。代わりに生活の保ほ障しようを欲ほつしている。今の暮らし以下になるようなことをしなければ、ヴァレリアも敵になるつもりはないのだろう。彼女は自分に都合のいい方の味方をする蝙こう蝠もりだ。

　つまり、自分にとって不利益な帝国行きを拒きよ絶ぜつするためには、正教会の思おも惑わくに乗るぐらいはする娘でもある。わざとらしく泣き暮らしていたのは、噂うわさ好ずきの侍じ女じよたちと、諜ちよう報ほう活動に余よ念ねんのない正教会に餌えさを撒まくためだ。

　力を貸せ、利益をくれれば協力もやぶさかではない、と。

　ヴァレリアが持つ手札は決して強くはないが、不安定な情勢を揺ゆらす程度の力は持っている。そして今のセリスにはそれを許せる余よ裕ゆうがない。

　予定通りヴァレリアを帝国に送るのなら、西大陸内でこそ大勢の護衛と監かん視しを付けなくてはならなかったし、騎き士し団だん領りようは通過だけ、という形になっただろうが──まあ、起こらなかった過去のことだ。

「ねえ、お兄様。実はわたくし、ずっと残念に思っていたの。フローレンスお姉様は病弱でいらっしゃったから、お会いするのを遠えん慮りよしてしまって……。最近は健康状態もよろしいようだし、お会いできないかしら」

　役に立たない引きこもり王女に用はないが、皇帝を籠ろう絡らくした才さい媛えんとはぜひともお近付きになりたいと言う。見事な手の平返しだ。大変結構である。

「フローレンスも喜ぶだろう。機会があったら伝えておくよ」

「楽しみにしているわ！」

「ところで、もう一人の姉上──リュシエラはどうしてる？」

「ご友人とご旅行のお話をされているみたい」

「そうか。なら、ヴァレリア。お前も息抜きに旅行を考えたらどうだ。北と南、どちらに行きたい？」

「まあ、お兄様ったら意地悪ね。今のわたくしは北の気分よ」

　ようやくヴァレリアははっきりと、つきたい陣じん営えいを口にした。皇帝がエスカ・トロネアを──というか現げん政せい権けん派はのフローレンスの方を向いたので、心を決めたようだ。

　戦いくさが起きればセリスにつく。そういう宣せん言げんである。

「ときに、リュシエラとお前に共通の友人はいるのか？」

「何人かいるわ。お願いすれば、きっと一緒に北の旅行にも付き合ってくれると思うの」

「可愛い妹が心配だな。悪い虫が混ざっていないか確認したい。後で紹しよう介かいしてくれ」

「心配性なお兄様。仕方ないわね」

　こちらもヴァレリアは快諾した。瀬せ戸と際ぎわを見み極きわめ、己の手札を最も高く売りつけてくるのではなく、安全を選ぶ。エスカ・トロネアを率いるには物足りないが、セリス自身はヴァレリアの堅けん実じつさが嫌きらいではない。

（皇帝はエスカ・トロネア現政権を向き、ヴァレリアも不確定要素になるのをやめた。これでもう、姉上たちが時を待つ理由はないな）

　それでもリュシエラが諦あきらめるとはセリスは思わなかった。リュシエラが手中にある限り、正教会は逆転の一手を狙えるからだ。

（俺は、勝つ。西大陸の支配者はエスカ・トロネアだ。そしてエスカ・トロネアの次代の王は、俺だ）

　自分よりも相応しい理由と才覚がある者がいるなら、いつでも代わってやる。そして全力で補ほ佐さをしよう。それがエスカ・トロネアの、西大陸のためであり、王族として生まれた者の務めだから。

　だが──

（姉上、貴女あなたには足りない。自分のことしか見ていない簒さん奪だつ者しやに、エスカ・トロネアの王座は譲れない）

「あら？」

　セリスの目線が食しよく卓たくの装そう飾しよく──クロサンドラが飾かざられた花か瓶びんを見ているのに気付き、ヴァレリアは頰ほおを膨ふくらませ、幼よう稚ちな不機嫌さを表現した。人によっては愛あい嬌きようがあると好みそうな、絶ぜつ妙みような加減だ。

　そのまま、ヴァレリアは側付きの侍女に声をかける。

「このお花はここには相応しくないわ。片付けて。飾ったメイドには教育が必要だと思うの。貴女にお願いできるわね？」

「かしこまりました」

　侍女は粛しゆく々しゆくとうなずき、異母姉リユシエラを象しよう徴ちようする花はすぐさま片付けられた。

（理想の美、そして虚きよ飾しよく──。そのどちらも、貴女には相応しいな、姉上）

　冷れい笑しようを浮かべ、セリスは黙もくして退場するクロサンドラを見送った。

　その様に、己の政敵の姿を重ねながら。





〈Ｆｉｎ〉
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「花か冠かんの王おう国こくの花はな嫌ぎらい姫ひめ」五巻目です！　最近ちょっと寂しかった花アレルギー活躍の場増量でお届けしております。

　今巻では本作における重要勢力最後の一つ、正教会陣営の登場となります。聖せい騎き士し、という響きに何とも心が躍おどります。ソロンはまったく聖騎士っぽくないですけども。

　そしてイスカが誕生日を迎え二十歳に乗ってしまったので、また一人、十代のキャラが減りました。メヘラザーテの兄が加わったこともあり（今巻限りですが）、登場人物の平均年齢が跳ね上がった気がします。帝てい国こく陣じん営えいが数字を押し上げるんですよ！

　三巻書くぞとなったとき、これは少女小説としていかがなものかと思い直し、年齢下げられるのこいつだけだな！　とハルシュラを十代に変更した記き憶おくがあります。始めの設定では帝国陣営全員二十代でした。




　ここからは謝しや辞じを。まち先生、爽やかなカバーをありがとうございます！　さり気にイスカの肌面積がいつもより多くて美お味いしかったです。マナーに則のつとって着込むのがデフォな人なので貴重です。ごちそうさまでした。そしてラフ修正が大量にあって申し訳ありませんでした。毎巻ありがとうございます！

　担当様、いつも自由に書かせていただいてありがとうございます。おかげで今巻も作中一度は書きたかったシーンを存分に書くことができました！　二巻のプロットを出したとき、駄目出しくらったら医い療りようネタに行こう、と考えていましたが、最も早はや影も形もありません。そっちに行っていたらどうなっていたでしょうか……。

　校正様、的確なご指摘ありがとうございます。未いまだに重ね言葉すらぽろぽろ出る始末……。そして表記ブレが半はん端ぱない原稿。細かく見ていただけて感謝に堪たえません。

　世に商業作品が存在するのは、関わってくださるすべての皆様のお力があってこそ。本当にありがとうございます！




　お手に取ってくださった読者の皆様、ここまでお付き合いいただきありがとうございます。楽しんでいただけていたら幸いです。

　読み終わったとき楽しい気持ちになっていただけるよう、次巻もまた努めて行きたいと思います。


長月　遥










著

長月遥

Haruka Nagatsuki




大砂漠帝国後半戦です！　今回は帝国裏話を一つしたいと思います。

ウルの軍旗である双頭の震竜ですが、元は頭一つで、アルが腹心になってから双頭になりました。当時の竜の瞳は灰と青です。

後にアルが抜けて、成人したハルが「オレが兄者を支えるんだ！」と頑張った結果、現在は緑と青になっている──という、本編にはまず出てこない設定があります。

この手のネタを考えるのが大好きなのです！










イラスト

まち

Machi




今回もさらに新キャラが増えて、人物紹介も大賑わいです。いつか全員大集合してみたいなあ。。。




http://machi.ciao.jp/
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